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SbUDERIH TERRAIRI MISSIUN WINNOW EEE 開 い トノ | 


前 後 ウ イン グ ク の : 


今季 、 フ ェ ラ ー リ の パフ ォ ー マ ンス が 大 幅 に 向上 
し た 理由 は 単純 だ 。 彼 ら は 19 年 末 に FIA と 内 容 非 
開示 の 『 和 解 ] を 行ない 、 昨 年 は ペナ ル テ ィ と し て 
他 チ ー ム より 低い 燃料 流量 制限 を 受け 入れ て いた 。 
その 縛り が 解け た の で ある 。 さ ら に 全面 新設 計 の 
PU と 幅 を 狭め た 新 ギ ヤ ボ ックス に より 、 た ち ま ち 
中 団 グ ルー プ の トッ プ へ と 浮上 し た 。 モ ナコ と バク 
ー で の 好 パ フォ ー マ ン ス が 示す よう に 、 今 年 の フェ 
ラー リ は 、 と くに 低速 コー ナー と トラ クシ ョ ン ゾ ー 
ン で は メル セ デ ス や レッ ドブ ル に も 引け を 取ら な い 。 
た だ SF21 の 開発 は きわ め て 限定 的 で 、 ス クー デ 
リア が 22 年 の 新車 に 専念 し よう と し て いる の は 明 
ら か だ 。 彼ら は フロ ント ウイ ング (メル セ デ ス の ウ 
イン グ と 同じ よう に 走行 中 の 変形 量 は か な り 大 きい ) 
の 開発 に 精力 的 に 取り 組み 、 ポ ボー ルリ カー ル と ポル 
ティ マオ で 新 バ ー ジ ョ ン を 導入 。 ポ ル テ ィ マ オ で は 
ノー ズ 下 の ケー プ に 改良 を 加え 、 イ モラ と ポー ルリ 


進化 に 特 化 


カー ル で リヤ ウイ ング も 刷新 し た 。 

フロ ア 開 発 に も 力 を 注ぎ 、 イ モラ と ボル ティ マオ 
で 新 空力 エレ メン ト が 取り 入れ られ た 。 な か で も オ 
ー ス トリ ア で の 改良 型 は クル マ の 安定 性 向上 に 大 き 
く 寄 与 し 、 


バク ー で 続発 し た タイ ヤバ ー ス ト 対 策 と 


し て 導入 され た ピレリ の 改良 版 リ ヤ タ イヤ の 構造 も 、 
と どうやら SF21 に は 合っ て いる よう だ 。 タ (00 の 0 
相性 の 良さ は 、 マ クラ ー レ ン と の コン スト ラク ター 
ズラ ン キ ング 3 位 争 い に お いて 重要 な ファ クタ ー に 
な る だ ろう 。 


フロ ント ウイ ング の 開発 に 力 を 入れ 、 そ れ に 合わ せ た リ ヤ ウ イ ング の 


還 シ 衣 。 改良 に も 取り 組ん で いる 。 た だ ウイ ング の 可変 量 に は FIA か ら 厳 し い 


目 が 向け られ て いる た め 対 策 も 怠ら な い 。 


MCLAREN FI TEAMM 


手間 を か け て 製造 部 門 3 位 を 狙う 


マク ラー レン は 今 シ ー ズ ン PU を 変更 し た 唯一 の 
チー ム で あり 、 ゆ え に ア ッ プ デー トト ー ク ン を 利用 
で き な か っ た 。 し か し 、 メ ル セ デ ス 製 PU の 使用 を 
前 提 と し て いな か っ た に も か か わら ず 、 と くに ラン 
ド ・ ノ リス が ステ アリ ング を 握る と 、 き わ め て 高い 
競争 力 を 発揮 する 。 一 方 で ダニ エル ・ リ カル ド は ノ 
リス に 比べ て 苦戦 し て いる た め 、 誰 に で も ドラ イブ 
し や すい クル マ で は な いよ うだ 。 

コン スト ラク ター スズ 選手 権 で タイ ト な 3 位 争 い を 
繰り 広げ て いる マク ラー レン は 、 フ ェ ラ ー リ に 競り 
勝つ た め に クル マ の 開発 を 続け ざる を えな い 状 況 に 
ある 。MCL35M の フロ アデ ザイ ン は 開幕 時 点 で か 
な りあ っ さり し た も の だ っ た が 、 す ぐに トレ ンド に 
追い つき 、 イ モラ と オー スト リア で 改良 型 を 投入 。 
シル バー スト ン で 大 幅 な アッ プ グ レー ド を 行なっ た 。 

マク ラー レン の 開発 の 特徴 は 、 小 さ な 改 変 を 数 多 
く 取 り 入 れる 点 。 バ クー で 新型 エン ジン カバ ー、 バ 


ル セ ロ ナ で フロ ント ウイ ング 、 ポ ー ル リカ ー ル で は 
目立た な い が 草 新 的 な デザ イン の リヤ ウイ ング 糞 端 
板 と 、 他 か ら は だ いぶ 遅れ て 取り 入れ た シャ ンー 上 


面 の | 耳 ] の よう な フィ RS また 、 
の リー ジン パ ボー 


guW 
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ンク に その 最新 版 が 持ち 込ま れ た が 、 決 勝 で バル テ 
リ ・ ボ ッ タ ス に 破壊 され て し まっ た 。 

小さ いな が ら も 効果 的 な アッ プ デ ー ト は 、 手 間 が 
か か る 作業 に 違い な い 。 そ こ か ら も マク ラー レン が 
3 位 争い を 戦い 抜 こ うと する 姿勢 が 見 て 取れ る 。 

リヤ 糞 端 板 の 車体 側 の 辺 を よく 見 る と 、 上 辺 に いく に し た が っ て 幅 が 


広がっ て いく 矢 泌 の よう な 形状 に な っ て いる 。 リ ヤ の ステ ー も 排気 品 
付近 に あっ た モン キー シー ト 状 の パー ツ が な く な っ て いる 。 
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2 年 落ち の 旧式 で も 大 健闘 


A521 の ベー ス は 19 年 の ルノーRHS19 で 、 グ リッ 
ド 上 で も っ と も 旧式 な シャ シー だ 。 

アル ピー ヌ は フロ ア に 関し て 、21 年 規則 で 決め 
られ た 男 囲 を や や タイ ト に 解釈 し た よう で 、 き わ め 
て ベー シッ ク な バー ジョ ン で 開幕 を 迎え た 。 だ が そ 
こ か ら の 開発 ペー ス は と て も 速く 、 大 部 分 に 何 か し 
ら 手 を 加え られ て いる 。 こ れ ま で に 投じ られ て きた 
アッ プ デ ー ト を 逐一 リス ト ア ッ プ する の は 難し い が 、 
た と えば 彼ら は 開幕 前 の テス ト と レー ス を 通じ て 4 
種類 の 異な る フロ ア を 試し 、 第 2 戦 の イモ ラ で また 
新しい バー ジョ ン を 導入 し た だ け で は な く 、 そ の 後 
も 立て 続け に いく つも の フロ ア を 持ち 込ん だ 。 エ ン 
ジン カバ ー も 数 パタ ー ン あり 、 そ れ ら を 絶え ず 取り 
替え て いる 。 開幕 バー レー ン で は 、HALO に 取り つ 
ける 空力 エレ メン ト も 新しく な っ て いた 。 

アウ 回 シト ウイ ング に つい < も 同様 で 人 芽 ラ と パ 
クー で 新 パ バー ジョ ン が 確認 で きた ほか 、 モ ナコ で は 


恒例 の ハイ ダウ ン フ ォ ー ス パー ツ と 併せ て ノー ズ 下 
面 の 空 カ エレ メン ト が 新しく な り 、 バ ー ジ ボー ド に 
も 多く の 細か い 改 良 が 加え られ た 。 リ ヤ ウ イ ング の 
端 板 に いた っ て は 、 バ ー レ ー ン 、 バ クー、 ポ ボ ポール 


リカ ー ル 、 ハ ン ガ ロリ ンク の 4 戦 で 新型 が 見 られ た 


っ AS21 


司 ど た 』 

現在 、 ア ルビ ピー ヌ は コン スト ラク ター ズラ ン キ ン 
グ で 5 位 だ が 、 6 位 の アル ファ タウ リ と は 僅差 で 、 
22 年 に 向け て の 開発 と 選手 権 順位 の どちら を 選ぶ 


べき か と いう 難し い 選 択 に 直面 し て いる 。 


ハロ の 空力 エレ メン ト と 同様 に 改良 が 続く フロ ント ウイ ング 。 と くに 
フロ ント ウイ ング は ペー ジ 上 の フェ ラー リ と の 違い が 顕著 だ 。A521 
|。 は 旧式 で ある が ゆえ 、 今 季 最 も 頻繁 に アッ プ グ レー ド さ れ た クル マ だ 。 
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回 曲 Pe ニー ョ ュー つっ っ つら | pu っ っ うう うう うう BBpcs | 


ホー ムレ ー ス で 最大 アッ プク レー ド 


アル ファ タウ リ ATO02 は 実質 的 に AT01 (20 年 ) 
の 改良 版 だ が 、 フ ロン ト サ ス ペン ショ ン に は 大 幅 に 
手 が 加 えら れ て いる 。 クル マ 全 体 と し て は 19 年 の 
レッ ドブ ル RB15 の 影響 が 色濃く 残り 、 実 際 に 一 部 
の パー ツ を 共有 し て いる も の の 、 シ ー ズ ン 中 の 開発 
に つい て は レッ ドブ ル ほ どの アグ レッ シブ さ は 見 ら 
MA いい 。 

ライ バル チー ム と 同様 に に こ 、 ア ルフ ァ タ ウリ も フロ 
ア の 開発 に 焦点 を 当て て きた 。 シ ー ズ ン 開 幕 前 に は 
か な り の 期間 に わた っ て 該当 部 分 の デザ イン を 隠し 
と お し て きた ほど だ 。 その後 も この 領域 に こだわ り 
続け |、 イ モラ と ポー ルリ カー ル で 新 バ ー ジ ョ ン の フ 
ロア を 投入 し て いる 。 彼ら は いま や 標準 と な っ た フ 
ロア 中 央 部 の 「Z 字 形 ] を 、 早 い 時 期 か ら 取 り 入 れ 
ME ニー ム 0 の ひと つ だ 。 

今季 最大 の アッ プ グ レー ド は 、 チ ー ム の ホー 
ーー POP 
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続 ・ メ ル セ デ スコ ン セ プ ト 


[グリ ー ン ・ メ ル セ デ ス 」 と 呼ば れる AMR21 は 、 メ ル セ デ ス W10 の フル コ 
ピー と 言わ れ た レー シン グ ポ イン ト RP20 が ベー ス 。AMR21 は モノ コッ ク が 
新設 計 さ れ た が 、 コ ン セ プ ト は 変わ ら ず 、 ロ ング ホイ ー ル ベー ス で ロー レー キ 
の レイ アウ ト だ 。 ア スト ンマ ー テ ィ ン は 「『Z 字 形 ] フロ ア を 最初 に 採用 し 、 上 
面 の 垂直 フィ ン に つい て も 数 々 の 実験 を 行なっ て きた 。 ポ ル テ ィ マ オ と バル セ 
ロナ で は アッ プ グ レー ド パ ッ ケー ジ を 投入 し 、 最 初 は 新型 の フロ ア と サイ ド ボ ポ 
ン ツ ー ン ウイ ング 、2 回 目 は 新しい ディ フュ ー ザ ー が 中 心 だ っ た 。 バ クー で は 
ハロ に 新た な 空 カ デバ イス を 追加 し 、 
オー スト リア に は 新設 計 の ディ フ 
ュー ザー か ら フ ロン トウ イン グ に 
いた る 、 大 規模 な 空 カ アッ プ デ ー 
ト パ ッ ケー ジ を 投じ た 。 そ の 甲斐 
あっ て 、 ア スト ンマ ー テ ィ ン の 競 
争 力 は 向上 し た 。 一 方 で 、 チ ー ム 
は 新た な 風洞 施設 を 建設 する な ど 
先行 投資 を 行なっ て お り 、 コ スト 
キャ ッ プ 下 で 許さ れる 限り の 人 材 


アッ プ デ ー ト は ラン ス ・ ス トロ ー ル か ら 先 行 し て 
導入 され て いる が 、 セ バス チャ ン ・ ベ ベッテル の ほ 
う が 素 早く 適応 で き て いる と いえ る 。 


wm デーーーー” ム [| unsm ) 補強 を 続け て いる 。 
ビブ PP 


ング 、 パ ニー ンジ ボー ド 、 デ ィ フ ュー ザー が 新型 に な っ 
た 。 だ が イモ ラ 以 降 、 ク ル マ の 開発 は 明らか に スロ 
ー ダ ウン し て お り 、 ア ルフ ァ タ ウリ は すでに 技術 チ 
ー ム と リソー ス の 大 半 を 22 年 の 新車 に 振り 向け た 


ウイ リア ムズ と 一 騎 打 ち 


開幕 時 点 で ザウ バー は 、22 年 の 新車 開発 予算 の 見 通し が 立っ て いな か っ た 。 
アル ファ ロメ オ と の 契約 が 延長 され る か 分 か ら な か っ た か ら だ 。 7 月 に 更新 が 
決ま り 、 チ ー ム は 新車 開発 に 焦点 を 切り 替え た 。 と ころ が 夏休み を 前 に ウイ リ 
アム ズ と の コン スト ラク ター ス 争 い が 発 生 し た 。 こ の 先 C41 に も ある 程度 の 
リソー ス を 割く 必要 が 出 て くる か 。C41 の これ まで の アッ プ デ ー ト は 必要 最 
小 限 に 抑え られ て お り 、 ま ず イ モ 
ラ で 新しい ディ フュ ー ザ ー を 投入 
し 、 バ ル セ ロ ナ で は バー ジ ボ ー ド 
に 改良 が 施さ れ た 。 モ ナコ で フロ 
ア の アッ プ グ レー ド を 行ない 、 最 
後 の 大 規模 アッ プ デ ー ト と し て 、 

バク ー で リヤ ウイ ング 糞 端 板 、 デ 
人 28 びる 回 ント の ンク 
を 刷新 し た 。 コ ンス トラ クタ ー ズ 
8 位 の 座 を か け て 予定 外 の アッ プ 
デー ト を し て くる か どう か 注目 だ 。 


懐 事情 と し て は 来季 に 集中 し た いと ころ だ ろう が 、 
うれ し いよ うな 悲し いよ うな 製造 部 門 8 位 奪還 の 
チャ ンス も 逃 せ な い 。 
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も の と 考え られ る 。 そ れ で も ピエ ー ル ・ ガ スリ ー が 
第 6 戦 で 3 位 表 彰 台 に 乗り 、 角 田 も 入賞 に 届く 機会 
が 多く な っ て いる 。 コ ンス トラ クタ ー ズ ラン キン グ 
5 位 を 狙え る 位置 に つけ て いる と いえ よう 。 


バー ジ ボ ー ド に 交 目 する と 、 上 部 の ヒダ が 第 2 戦 で は 直線 的 な 形状 に 変わ っ て お り 枚 数 も 増え て いる 。 ま た 車体 中 央 部 HONDA ロ ゴ の 下 、 フ ロ 
GMAS 後部 に いく ほど フィ ン が 大 きく な っ て いる の が 見 て と れる 。 
デー ンー ニ ィ ンマ デラ ニン ンー デュ 時 ーー 


ジー テン を 
上 を 


ーーー ーー っ 


ーーー ン テー 
ーー つま ーー ンー テ 
ーー ンー デー テテ ンー テ 。 
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FW43P_ 


ライ バル と 逆行 し た 開発 戦略 


SN ee の 今年 は 耐え 忍ぶ シー ズン に 
な る と 想定 し て いた 。 と ころ が 、 製 造 部 門 の 順位 を 競う 状況 が 生じ 能 を 切っ た 。 
隊 の の 2 の DO 
と っ て 、 順 位 が 上 が っ て 分 配 金 が 増え れ ば 23 年 に 向け た 開発 で 優位 に 立て る 
か ら だ 。 ン シー 2 の ト を 獲得 
で きる こと が 分 か っ て きた た め 、 ラ イ バ ル の 開発 が 減速 する ころ に ウイ リア ム 
ズ の 開発 ペー ス は 送 に 上 が っ て いっ た 。 イ モラ で 新しい ブレ ー キ ダク ト と フロ 
ア を 投入 し て 好感 触 を 得 た あと 、 
バク ー で は 再び フロ ア に 改良 を 加 
え 、 バ ー ジ ボー ド も いく つか の バ 
リエ ーション が 見 られ た 。 ポ ー ル 
リカ ー ル で の アッ プ グ レー ド パ ッ 
ケー ジ は 、 新 型 デ ィ フ ュー ザー、 
フロ ア 、 バ ー ジ ボー ド で 構成 され 、 
これ が シル バー スト ン で 確か な 効 
果 を 発揮 し た 。 そ し て 大 波乱 の ハ 
ン ガ ロリ ンク で 、FW43B は 2 人 台 
そろ っ て 入賞 し た の で ある 。 


こう し た 下位 チー ム の バト ル は と か く 見 過ごさ れ 
が ち だ が 、 順 位 が ひと つ 違 えば 分 配 金 の 額 は 100 
万 ユー ロ 単 位 で 変わ っ て くる 。 
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URILKILI HHHS Fl TEAM ーーMF 21 
ドラ イ バ ー の 育成 に 専念 


ダラ ー ラ が 製作 を 請け 負う VF-21 に は 、 最 初 か の ら 大 き な 変 更 は 期待 で き な 
か っ た 。20 年 モデ ル を 今季 規定 に 合わ せる の が 精 一 杯 で 、 チ ー ム は 「 シ ー ズ 
ン 中 の 開発 は 一 切 行なわ な い | と 公言 し て いた か ら だ 。 結果 、VF-21 は 競 
力 の な い ク ル マ に な っ て いる が 、 ふ た り の ルー キー に F1 を 学ば せな が ら 、 全 
開発 エン ジニ ア を 22 年 の 新車 の デザ イン に 専念 さす せら れる 利点 も ある 。 と は 
いえ 、 ご の クル マ も テス ト 時 か ら 
交 作 が よい わけ で は か いい イ 和 モラ 
で は 新しい ブレ ー キ ダク ト (フェ 

ー リ の デザ イン に 基づく も の ) 
が 見 られ た し 、 開 幕 戦 に は 改良 版 
の 回 シド リンク テイ シラ ショー 
ザー、 フ ロア 、 バ ー ジ ボー ド を 投入 
し て いる 。 だ が VF-21 の 開発 は これ 
が 最後 。 今 和 李 コ ンス トラ クタ ー ズ 
ポイ ント を 獲得 する に は 奇跡 " 
の よう. も の の 必要 た 2 の 2 


ここ まで ノー ポイ ント で は ある が ミッ ク ・ シ ュー 
マッ ハー は リタ イア する こと な く 完 走 し 続け て お 
り 、 経 験 を 積ん で いる 。 
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Photo & Report : 熱田 護 (Mamoru Atsuta) 
まとめ : 田中 康二 (Koji Tanaka ノ 本 誌 ) 


リル 前 吊 古 


真 ※ 田 護 30 年 旧 の グラ ンプ! 


自身 最高 位 の 6 位 入賞 も 
彼 は 「 満 足し て いな い 」| は すず 


バー レー ン か ら 始 まっ た 今季 の F1 も 、 こ の 
ハン ガリ ー が 11 戦 目 。 い まだ 新型 コロ ナ の 
脅威 が 消え な いな か 、 約 4 カ月 の あい だ に 
これ だ け の レー ス 数 を こなし て きた た めか 、 
関係 者 の 顔 に は さす が に 疲労 の 色 が に じん 
で いた 。 た だ 、 この ハン ガリ ーGP の あと に 
待っ て いる の は 夏休み 。 僕 自身 、 レ ー ス 翌 
日 の フラ イト で 帰国 する こと が 事前 に 決ま 
っ て いて 「4 カ 月 ぶり の 日 本 |] を すぐ そば 
に 感じ な が ら ハ ン ガ ロリ ンク に 入っ 
ー ス で は スタ ー ト 直後 に アク シ デ ッ 
っ た が 、 角 田 裕 毅 選 手 は その 混乱 を う 
避け 、 一 時 は 4 番手 に 浮上 。 最終 的 に は 7 
位 で チェ ッ カ ー を 受け た けど 、 セ バス チャ 
ン ・ ベ ッ テ ル 選手 の 失格 (レー ス 後 の 燃料 
サン プル 採取 に よる ) も あり 、6 位 と いう 
結果 に 。 あ れ ほ ど 荒 れ た 展開 の レー ス で 確 
に ポイ ント を 持ち 帰っ た 功績 は 称え られ 
る べき だ と 思う 。 一 方 で 、 角 田 選 手 自身 が 
結果 に どれ だ け 満 足し て いる か を 想像 
する 僕 は 「 満 足し で 欄 証 較 思 っ 
いる 。 チ ー ム メイ ト で ある ピエ ー ル ・ ガ ス 
リー 選手 と の 予選 タイ ム 、 決 勝 で の ペー ス 
な ど に は 課題 が 残っ て いる 。 も っ と も 、 そ 
うし た 課題 を 彼 な ら 克 服 し て くれ る と 信じ 
て いる 。 そ の 様子 を 見 届け る た め に 、 僕 は 
シー ズン 後半 戦 も 現地 に 足 を 運ぶ 。 
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後半 戦 “伸び し ろ " 予測 


8 月 末 の ベル ギー か ら 12 月 の アブ ダビ まで シー ズン は まだ 長い 


第 6 て 11 戦 の 


ルト ン と フェ ルス タッ ペン の タイ トル 争い だ が 


ma 
に 
に 


焦点 は ハ 
他 の ドラ イ バ ー の “伸び し ろ "” か ら 後 半 戦 の ポテ ン シ ャ ル を 見 て いこ う 


Text : 柴田 久仁 夫 (Kunio Shibata) 
Photo : AlfaTauriRedBull ン XPB 


ぶ 応 后 踊 村 @ 光 二 回 こく こ へ ボー 
了 (⑥】e 串 MON INinl に kW 
へ ふぐ でっか て T ネ ・ 芯 和 ハ 入 江 て 性 
て ー^ TK て 心 い ペー に KG 選 映 忠明 
し ^ さて と K・ こ // ミ て ハ っ ひさ や Pf ト に K 
け 析 所 G 周 箇 で で 7 

3) や つっ jmG 掴 oO 届 共 そ ハ そっ) 
で 会 ^ < ト 四宮 句 SNe? 
WW つ し レロ ぐ で 公 QG「 操 括り ロー』 
し 揚 < 玉 で の ロ 也 押 括 駅 お 区 導 は 
HE つつ し っ ie? N 玉 人 お J4 ト 散会 
宙 f6e 届 壮 導 し や る さや | 半 | 李 G 
宮 訟 忠 で 国 お マミ 還っ 公 叶 
近 0 し ゃ や p い で しゃ め 8 全 つ ン S う っ" 

WS 時 査 全 中 較 Yo で I@ 選 壮 括 に 香 


ms く 人 「 昌 SS3Q1G 才 oiSno 


NG 結 層 せっ で fe し や SS ン る や さら 


ホー ペペ ャ ーー し SNe や さ 和 A 選 ・ と さく 7 


Cms 青 北 つ 刀 )JJ” 坦 品 林 半 
畠 遇 品 幅 所 つ 玉 AKG で 心 ) 
や つ し 缶 4Q) 史 の 全球 応 衣 し ゼ 
で ーG 潤 琴 民 Q 介 6 人 8 つ OheG 会 
| | 編 べ 誠 G ホ ー ベ 6 て マー8 選 し 
SNe” 4 トト 峠 や くさや If ト K コ ) さ か と か ミ 
・ 共 へ ふ 人 R 押 会 吉 あ 0 88 で し SS 
ツジ 甘 還 部 や 倒さ 頂 っ いう し レレ っ 
N0” ルレ NNIh 一 へ へ GI 必 へ と ・ へ つく 公 
共 か ふく と ふさ KW 忌 J ペ レ ンマ ミ ー 
代 映 財 商 の 四 中 上 いむ お し じ っ Ne@GS” 
ぐ S ヒ 快 二 G 貴 8hG 思 っ to? ホー 
さく G 座 4rR 呈 8 ドル ぬ ーー ささ ハト 
Hi ヘー ユ 公 っ 甘 回 和 G て ThQ 論 補 つ 
レ っ he” つ 令 つ 昌 明け は rJW 志 らい うし 


9 2 


ポイ ント 揚 率 (9 
に 
86.8 
69.2 
68.0 
57.7 


※ 複 数 グラ ンプ リ で ポイ ント を 獲得 し て いる ドラ イ バ ー を 抽出 


11 


55.6 


50.4 
50.0 
50.0 
49.4 
41.7 
32.0 
51.9 
47.2 


| 
〇 
ず 


7/ 8 ) 10 


Round Hound Hound Round _ Hound Round 
6 


角田 裕 毅 
あッ ョ レク ア / 
P. ガ スリ ー 
S. ベ レス 


R6~R11 の “伸び し ろ " を は か る ボイン ト 獲 得 表 
E. オ コン 


EEISXS 2 の の NAS 
mstNa* レ つい トト ふむ むつ ・ 
へ や p 来 つ し 門 4Q け % ン SNRCO し うっ 
S き うっ” ww つく ハ へ ユー し ビ 窒 刀 区 室 
公 玩 前 Ne いけ トミーKK や 組 SQ 
弾 し ve で GR 叶 胃 r し っ te? 


下田 世宗 症 ポー 


JJ 匠 人 虹 っ (トー ふ 公 3@Yo" ヘー 
K へ 着装 ご 故 @ 個 局 絶 O 絡 一 館 ご 


V ボッ タス 


L. ノ リス 
L. ス トロ ー ル 
C. サ イン ツ 
S. ベ ッ テ ル 
D. リ カル ド 

M. フ ェ ル スタ ッ ペ ン 
L. ハ ミル トン 


G 症 O ヘ ー ド KK 時 組 回 て ハイ 叶 柚 吐 
つや て マー | 編 っ J′ 商 喧 家 て ハ 
て 選 3 り SS や 6" 

K ャ ハイ ィ 懲 喧 航 し め ・ の 喝 挫 
箇 マ ー 半 り 閉 で 86 環 田 紀 衣 ” 台 
磯 導 公 QGo し の 時 べく 福 | 駅 *0 で 和 
い QG 全 ” 選 半 O 峰 し 還 陣 ぐ < 入 選 
刀 つ ざ で” 殖 抽 NGNH ミ ト ハ ン ・ 
トロ へ へ や ” 握 壮 マハ て SC SG 
公 避 壮 せき ⑳ 家 ヘー て 抽 呈 つつ 会 や 馬 


言え 
リル レト ンジ 


行なわ れ た 6 
陸 沈 水 0 ジ 2 ド 
と が 分 か る 。 


【 
| 
す 

s 

人 


6 戦 以 降 で 獲 
し て いる 


調子 を 上 げ て き て いる と 


第 
る た め 、 後 半 戦 で の 活躍 も 期待 で きる !? ちな み に 、 ラ ン キ ング トッ プ 2 の フェ ルス タッ ペン と ハ 


対 し 、 
この パー セン テー ジ が 高い ドラ イ バ ー ほ ど 第 6 戦 以 降 ( 


トー 


し た ポイ ント ( 


半 戦 の 11 ラ ウン ド を さら に 半分 に 分 け 、6 一 8 月 
号 


前 
前 


半 戦 で 獲 


フォ ー カ ス 。 


ポイ ント 獲得 率 が 50% ほ ど 。 ど の ラウ ンド で も 平均 的 に ポイ ント を 獲 f 


今 シ ー ズ プン は 3 月 に 開幕 を 迎え た が 、 


4 ル ジン SMmtesdglab! 
の 割合 を 算出 し た 。 
は と も !【 


/27//// 


YUKITSUNODA 


し か し 波 


第 5 戦 ま で は 
乱 の 展開 と な っ た 第 6 戦 の レー ス 


F1 デ ビュ ー 戦 と な っ た バー レー ン 
で ポイ ント を 獲得 し 幸先 の いい ス 
ター ト を 切っ た が 、 

ノー ポイ ント が 続い た 。 


復帰 し た アロ ン ソ だ 
が 第 6 戦 以降 、6 戦 連続 で ポイ ン 


ト を 獲得 し 続け て いる 。 ハ ン ガ リ 
F1 初 勝利 を も た らし た 。 


アロ ン ソ が タイ トル 争い を ひっ か 


き 回 すか も !? 


() 
い m 


FERNANDO ALONS0 


季 か ら F1 
ーGP で は 完璧 な アシ スト で チー 


へ 
今 
ム メ イト ( 


調子 を 上 げ て いる 。 


ロ 


で 再び 人 和信 賞 し 、 そ こ か ら 得 点 を 重 


ね 


Oo 結べ 庄 o 括 圭 昌 < 字 っ)” 呈 二 会 さ は 
訪 由 選 ゴ で し っ nt 


6 

se 四 結 G マ ハー て 史 貞 で SFJ っ J 骨 
si@? 5・ す SGN つ くせ や pQ っ 幅 
粒 じ つぶ ふ ャ キモ つ く へ ユー ズ 式 | 
尚 べ 析 J 寺 選 棋 ン 民 恨 憎 S" つ 公 jp やく 
ぐ で へ Oo お ぶ 革 8 本 くし の 羽 十 
G- 雪 べく 福丸 5 1 民 SRGA キ 


対 


3 位 は ハン ガリ ー で の 優勝 【 


回 


よる 


の が 大 き W 二 だ か が きる 


て 上 り 調 子 な の は 間違い な く 後 半 


も 注目 し た い 。 


( テ 


チー ム メ イト の アロ ン ソ が 連続 し 


ESTEBAN 0CON 
て ポイ ント を 獲得 し て いる の ( 


EN INS 4 で SS SEMm 
K・ も お もそ ハハ か やせ Q 羽 層 纏 mp S he で 
さり 陸 結 回 G テ 選べ く 凶 和 うふ て ト 邸 


つや っ)” 二 べ で 色刷 っ" FTJ で せ ぐ ト 則 
SH トー ルレ へ へ の せ へ 会 ホーヤ 
6 中 に 吐 作 会い ご つ し っ te 
公 Q 全 やつ で SS う っ ” 表 職 串 ロ ドル 必 届 一 
さ へ G ミ 〇 ココ 8 生き 20S さ ロー ド 下 


PIERRE 5ASLY 
常 

7 クン デン ド が あ 
アル ファ タ 


ゼル バイ ジャ ン で Q3 位 表彰 台 、 
ー で も ふた 桁 得点 と 、 


リ 
& ド ライ バー に 
こ 強 い 印 象 だ 。 


ウリ が 波 を つか ん で き て いる の は 
間違い な く 、 後 半 戦 で さら な る 上 


バジ 
ー( 
う 通 結 ! 
位 入 賞 が 期待 され る 。 


の 2 


(7/577/// 


向 


ぎる ドラ イ バ ー で 


アゼル バイ ジャ ン で の 優勝 


後 、 ク ル マ へ の 順応 性 が 格段 ( 
店 くい る 株 下 シリ 思 ス ラン シキ 


と 比較 する と 物足りな さ は ある も 
ング の 行方 を ( 


SER6IO PEREZ 
NG1 020570E り レジ (04 Ni 
ある の は 間違い な い 。 


の の 、 


震 し じゃ 一 で で 美 本 R 層 部 野人 し ゃ ON@ レ ハ 
へ SG や NOT 88 つぶ 日 日 ミ ・ ド 
ミー ジロ KK ふ へ ヘー リズ 季 し し っ 
っ 定 し や マン ro ニニ し 6G 机 喧 素 て 
へ て 民 き ぐっ)” 家 の つじ 抽 沢 つ 問 
ぶし っ nt0" 

下田 公 さ ー ド ベ 1J ュ J1】 場 喉 史 才 つ い の O 
SNe@G お 8 『JGI ト ー 公 Q や 堅 Q 公 し 
SI@” 想 普 し @ 環 田 諸 庫 せ 貴 唄 選 
し けり レ へ へ 層 3 り 宮 人 O で 室 | 店 G 夫 
も 0 しり リ ロー ネ ・RK ユ ユー リロ 科 168S う 
ト J ュ J33”T で 会 史 シン 吐く m ユ ー ド 坦 嗣 
JI 区 記 で で" 直 押 GK マ ハイ て 処 吐 押 け 
nS 人 生じ っ he (RIK ユ ー5 ャ ハイ 
晶 田 エヘヘ ンー)? 

で いう PE くく そく よく よい やき ょ こよ (まこ 
S っ 6 や ” 祥 還 い ユ ー 赴 に 公 一 蘭 証 県 
可 や で で で )J ュ Jp 池 うっ? つ 公 つや G く 
へ 人 ト て ヤキ RTNp。 遇 結 杏 し 筐 泊 
や で いい O 〇 SN? RSK ユ ー ュ ) 壮 くし TA へ 
K 入 ハー リロ 貴 唄 の 1!) 環 琶 Ke も の 
SS で 3 トト トド ト ぶ 心 ・ 記 入ら る 
やせ させ 「 ふ ャ イミ 上 っ G 志 時 SR] つつ 
し 8 つっ 違 坦 け Ne 公 j や つ で SS っ" 
st6ane< // 呈 人 い いさ で 
ぐ へ で ふ ャ て ミ 車 うり 個 環 議 匠 つ NN 
SG ( 尼 池 @ ホ ー ス ペペ ャ て 史 棋 お 3) < 
旭 や で ヽ へ KJhHInーG る 選 で 3 
KuQn?_ NHIN 一 つや 己 壮 守 し こい ー ロ 
中 バイ GS トト TNI ト ーー 証 央 つ 
レレ っ he@ つ "ドル い ーー ハゼ 逐 庶 レ ドレ 
へ へ 聖光 坦 No っ OSIML つ し っ nA? 天 
心 倒 操 半 疾 ロロ NN ドー ドル へ K 曲 二 


記 ト 路 強 町 っ けり 紀 ぐ し ン N@16 い 8 っ J" 


く / ベ ペー ハ JNH ミ K 和 ふぐ へ で ふ て 
て ミ 呈 っ 8 ぐり 8 や つ Q 間 要 つ 


TK 


た 7 


ジー へ ボボ ユ ー 〇 OLGK ペ ーー 相 届 " 
N こさ トニ ・ 玉 wwKGK ロ 5 
いし 店 季 剛 JO で 忍 玉 喘 害 ” 織 呈 ) 


Cp 上 K 地 NG 臣 っ DG し 88 全 で 5 


In ヘ そ ・ へ つく ぐ く @ 弄 錠 公 所 則 品 hG 
LEIG ま で た ShuJ|IFSES く ES に さだ で 層 員 | 
岳 | っ i@G 全 いい ー さ へ し ゃ お マン 
KK・ く // ベ て ー ハ で ペペ や ヤ i ト KS で 志 


の 


* ニ 


Qt…t… 案 SAK 公 や で っ J 峠 捉 し 吾 由 けり 
Tn ペー せ ハ 選 つ 刀 し SNQOTJ っ ) 季 咽 
時 遇 voN6? 

さや と 人 か や さ 公 届 O 中 陣 せ YS6 で りう 
HK ンー ペ ミ や I ト KK 公式 AKG て で 
邊 会 ON つや と 、 品 JO 記 wo 悪 r ロ 
QpGS 衝 で りう 可 う "エー6 要 に 
史 も けけ 溢 や 会 キロ モ つ MK 地 Q 


747 


純 Yowe。 ヘーK ハ へ 午 壮 唱 掴 つ 刺 前 っ 設 
nist こ 0 い (J) 光 Sh ご AF くだ こき 0 まで 
NNSS ユ ペー ド KK リロ 絆 っ DS8Q つ ) L 
ー 倒 選 光 KN@ く 咽 幅 避 へ ぐさ 志 民 
つ 刀 GEhH ミ トト へ と ・ ト ロ ヘ 和 へ 7 
@ 皿 喘 に 旧 曜 277 ト で ト さ 全く ー 
と 1J 層 委 つ Q に トロ へ へ や ^ 湯 や で や 弄 
っ く ー ド K 庄 琵 つ "さき 遇 由 く 4// ミ て ハ 
け 拓 さ いい の 0 くん ミ て ハハ 公 の 
叩 G ふ ャ エ 必 剖 や ES っ "トロ ハハ へ で 
選民 回 C い QG8 寺 臣 設 に 紫 の 遇 
販 ボ ミロ K・ ま お て ハ か 306 配 明 や | 収 
JE で し レ 剛 紀 my 理 つつ Q ト ロロ さ へ 宙 
い 刀 会 K イ ペー て ベリ ーー し 悪 Ne 
H in 一 へ 紀 加 つつ も いせ AN6 失う 31 
くさ ペー て ハ 公共 二村 IhSN ふ で て 
し 拓 で 0 し で ” 回 会 トミ リーK で 品 


ル 
お 


ッ ク で 応寺 し た アロ ン ソ は 、05 年 サン マリ ノ GP に 


ラン パク の あさ の 
いて も 7 度 の チャ ン ピ オ ン 、 シ ュー マッ ハー を 相手 に 12 周 の 攻防 を 演じ 勝利 を 収め て いる 。 


目 を みはる ド 


ハン ガリ ー は アロ ン ソ が 03 年 に 初 優勝 を 飾っ た 相性 の いい サー キッ ト だ 。 ハン ガロ リン ク で ハ 


トン の 猛攻 


F の 軸 世 は く て で SG 高 皿 mmGrJ っ )? 

お て へ か ロロ の 隊 プ 人 世 は っ で て 37 トト 
ロロ い へ や < く // ベ て ハ ご ロロ の 公 Q 下 
比 N@ ょ kJ っ J 公 じゃ 刀 5 つ 全 つく ふさ や fi ト に K 
者 つ 史 も の JA の 0 つう セン Rh HI 
ーー ゼー 共 べ ゴ ボ 鵜 で し つ 8 で 7 
レル ハハ 半 絆 十 ぶ て キ 在 絆 十 ロ エ の 史 慎 
史生 5027/ 2 に 0 回 の かい 
G 窟 思 や IN で AIN ト NIS 所 古 
ーーNJIJ 公 人 Q N ト へ N け J で し 団 虹 
ご 臣 会 填 W で " 


中 団 さ | ロー < ミイ へ せ 拓 回 つ 


や ふい ペー 〇 OG の OOG ロ ー ホ トー じ し 尽 刷 へ 
nh ド ポーKw 求 っ ” 民 G ロ 8 還 で で 
っ ゃ 3 H6N6 し 7Z77/I ト ー8 で けり 澤 甘 つ し っ 
Y.46Q13) トロ へ へ いて ミエ に K ゼ 
IN へ 記 了 ヂ 半 YS し っ ココ ーー? 

刀 つ 会 唱 ” 路 傘 ロー トー 愉 軸 け 層 Ne 
23)^ トロ へ へ パ で て へ 吉 全 人 @ ト N ロ ー 
下 村 te く / ベ て ハ G 提 に Ih そ し お ゼ " 
ロー トー 悪し KI ト ト セ NO 下 務 倒 半 % 
マツ 軸 販 吉 公 守 玩 ロ 衣 古 つ レ つ He て" 
つ 信 つ ト に トロ へ へ 公 へ QG ドー と 、 
想 公 や SS っ Gi トー 慰 他 で の 
っ 凡 他 "こく /7/ さ て ハ G 須 雇 や セン レ 
叫喚 会 や で し っ い @、 ト J う ) け S で け 
半 ら さっ う ? ーー 上 トマ り 泡 豚 如 共 
ャ ハー て 公 の OO 的 0 りつ し | 轄 っ 5 
+6 い リロ ーー の いつ ト や レン で し や 7 
トロ へり 8 光生 NG 羽 G も で ハイ て 
忌 teRR 公 仙 O レ SheG7 

ふ ー ハ ー ド ト 凌 0 民生) る 8 CmG 
ロ エ の し ふ ー ハ QNOG ト む て 避 り 楓 人 べ " 
ふ ャ キモ 6 震 紐 掴 ye で 38NuTJ 公 人 Q 尺 
ー ハ の OB 選 し じ 民 証 科 I か て へ 電 筐 で NO 
3 邊 SG け ” 光生 トミ リー 人 KK 全 WG 


ー ツ た らし め る 


| 【。】 
宗 高 な スポ 


360 上 度 の 視界 を 持つ アロ ン ソ が 、F1 を 


エリ 『「 直 
ロ * 
|! 
和 。 
族 
1 
テ 


1 4。、 JA 『 

ーー の プ 
1 に まま 科 和 Pi ディ 
<- 基 ア ゲン アタ タッ 


デ 


2 ず 
訟 3 ぐ 
ん 「 ま 
*- 


デベ Nr コス 


A 7 も クン 
9Q、 う ペー へ 


を 


芯 む いし 記 鮎 莉 思 SeNG9 人 mA 加 


G ト ロ ハ へ 琶 思 当 NE SRK を KS 
嘩 っ し 喝 貞 fNSー ヤ や SS 夏 に 
つ ′ ペー へ ささ 旧 G 中 FJ,n 了 0 し 


っ IN へ 、 直 窟 [パウ つの 6 刀 り 


トミ リーKG 畠 台 人 ユエ ロー ゼ 。 く 
77 ベ ーー へ ハリ 0 し 5) で 和 記 揚 刊 、 
ら し っ や FJ1J3JNOG: 

金 

トロ へ へ GIJG 民 紐 ” 由 押 し 突 
し SS うっ” 回 6 訪 0 幅 束 層 NG 計 ! 
3 所 RG て 必 テ マー6 心 公民 記さ せ 
SG リバ トロ へ 8 の OO の G 忠 
時 公 Ne、 ュ JI で で heS で 7 6 
< ベツ” 民 幸 6 則 功 届 経 紀 ボ SR” 詳 っ て 
IN へ 愉 後 Am AN 公 人 Q 提 PP7 
叩 悪し 如 明 和 Ne ご” 田 箇 し 型 池 -G 
選 肌 政 只 を NG 訪 YO 円 加 ロ 思 貴 本 No 
記 皮 G 問 R 糧 y し っ ぃ 6? 

忌 S レ し G ふ ャ て ミ 史 性 叶 h@ つの 
の 紀 花 さ 審 や N ル つ へ 〇 On?" HANAA 
ェ 理 NCAANIN へ れつ 公 松 やむ Q で 丸 
ト JG 革 ヘー ゼ 胡 の 終 G 個 け 日 へ 
へ へ 后 @ 悪 部 器 つ し っ" で ホ ミ 
I ト で 旨 由 ひで 甘 い っ う 刀 日 へ 仏 
し て 躍 民話 * 愉 JJ 喘ぐ トロ 
へ 回 貢 唄 エロ ー ゼ て 皿 " Ln Q お や 


豆 


\ー 


【 


ご 臣 Ln の oO の 皿 " Ln させ oo 皿 ? 
中 喘 de し 8 っ) で S3J 提 2Q 生 トロ へ へ せ 
Q 垢 つや と wt 由 てく で 9 Np つ レ ユ さ 
ー く し 3 札 MO 朗 吊 G 臣 な 硬 
QB 頂 で 84// く 日 ミ ・ ハ ロー ドル こく 
ー% 守 w 尽 いし 宛 記 起 ? 

[OhJ 公 し 本 内 会 画 寺 Ke に 飲 S0 
8 つつ ペーK し や 届 せ 軸 回 四 し 提 い 


で る / 
 - A ん ゲル 
4 ぞ 1. 
リ し 衣 / 
1 アカ 
更 さこ 」 。 
ダテ アン の タナ ダル ンタ 
ヤギ クア ルミ 。 ョ ク の し が ジル / 
『 を - デ _ 2 
STJJ レ ば て ペイ て 選 机 で で SS 二 
内 アア 3 アリ レン チョ - 


慰 り 本 0 じ っ 到 30 日 へ か へ 民 直 


字 選 0 や マー ヘー へ G^ MS で で 
っ 0 明和 SN 対人 際 つ レ ン で で 」 
8Q 英 SC 丸 に トロ へ へ @ 幅 押 要 

ぐつ ご 臣 せ 下 回 悪さ G じ へ 人 多 握 
けら や Q む 3)) 革 8 李 うっ 0 人)J 心 の) つ 競 公 
n.85 貼 い うし 改心 へ トド ー ド に K 旨 下心 
ュ 3J^ 7//7/ く 日 さ 色 中 そく 史 則 会 本 公 や 
つ で S 公 0 丸 公 Q] 

こく へ 玉 ロ へ ふ G 地 固 家 ご 功 ペ イ 
け で ke ト ロロ へ へ で 掛 昌 Si ト エ hH ハ 


K 公 お む で 3 こ // さ ミー へ ハ せ G 皿 思 り 
て へ Nmu 弄 っ 0w0 論 訂 W 財 ロ 
てく で ドレ 


で し っ うむ は J ュ J3JNOO? 
骨 紀 や "ホー 例 ト ロロ へり 尼 
Jp 則 図 つ お 人 0 刀 理 37 尼 や IM ル で で 
SS い 8 し ゃ や ) そそ トト ハ て K 心 ヘー 
へ 9 嘱 レ ユーK く 6 時 衣 せ 司 普 つ し っ 7 
[人 Q 悪 全 還 し さて に K 完 i で 7 
トー ペコ JHKI ト こく へ りり せ 慎 8G 罰 埋 公 
SN@ っ J 還 いし っ ろう 刀 | 一 一 " 

ロー ミ 6 巡 ^。 ホー っ KT へ 会 環 る 
wcRS3O く mn 瑞 中 理由 更 洒 0 ト ロ 
へ へ る や” NG 国 骨 ひし 穫 妃 「 
へ 選 旨 で う 記 0 二 で 天 財 @ 環 で や 咽 
や 各 選 会 融 押 穫 や 、 う トリ ロー ミ つ 8 
[HKI ト こく へ の いし 地 暴 8 で SQ 
で S っ 上 嘩 証人 3) 本 の 丸 全 Q] 
^RNR、 表 つじ | 課 刀 Q 虹 団 二 G 問 
押 * 科 Ke” X ぶ つく て や 30G 部 隈 せ 
革 ぶ つっ 85) 枕 つ うっ" 下 け ” 洋 や 吐 
けい べく て の で っ ご 民 旧 人 人 れ 、 コ ” 折 
つっ ご 850G 雷 で 思 シン ーー トロ へ 
ロー3 ケ in マー っ う ) つ っ 心 喘 由 中 い 拉 
叩 くく ミ ー ハ 8" 


肖 II 
rm R (1  ( 軸 記 に 


最小 排気 量 & 唯 一 の ポー ト 噴 身 
EJ20 型 エン ジン で な せ 准 開 で きる の が ? 


政 答 は “ 強 さ と 軽 さ と "制御 技 術 " 


大 排気 量 エン ジン を 搭載 する ライ バル モデ ル に 対し て 、 ス バル の 主 カ モデ ル 、 ス バル BRZ GT300 は 2 ター ボ の EJ20 型 ボク サー エン ジン を 
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WR カ ー-F ラ イル ー 


7 人 の 素顔 


選ば れ し 者 だ けが ドラ イブ で きる ラリ ー カ ー ビ ピラ ミッ ド の 頂点 「 ワ ー ル 
ドラ リー カー」。 そ の WR カ ー を 今年 の ラリ ー ジ ャ パン で ドラ イブ する 
で あろ う 7 人 を ピッ クア ッ プ 。 今回 は 読者 の みな さん へ の “推し メン " 
探し の 材料 と し て 彼ら の パー ソナ リティ に 着目 。 人 と な り も よく 知る 
古賀 敬介 さん が ホン の 少し だ け 独 断 と 偏見 も 入れ て 紹介 し て くれ ます ! 


これ まで 7 回 世界 王者 に 輝い た 生け る 伝説 、 セ バス チャ ン ・ オ ジ エ 。WRC フル 参戦 は 今年 が 
最後 と 公言 し て いま す が 、 い まもる その 実力 は WRC ナン バー ワン で す 。 彼 は フラ ンス の 山村 出身 
で 、 ス キー の イン スト ラク ター を し な が ら 雪 道 を 走り 回 っ て いま し た が 、 ラ リー を 始め る と 超 特 
急 で 南 点 に 登り 詰め まし た 。 若い ころ は 負け ん 気 が 強 く 、 キ ン キ ン に 和 失っ て いま し た が 、 い まや 
いい 意味 で 丸く な り 、 人 間 的 な 魅力 に 溢れ て いま す 。 ま た 、 か な り の “ 親 バ カ "” で ある こと を 自 
認 し て も いま す 。 そん な オジ エ の 大 好物 は お 寿司 。 今年 の ラリ ー・ モ ン テ カ ル ロ の 最終 日 前 夜 、 ど 
うし て も お 寿司 が 食べ た く な り 、 ホ テル に デリ バリ ー を 頼ん だ ほど の SUSHI MANIA な の で す 。 


Text : 古賀 敬介 (Keisuke Koga) 
lllustrations : 倉持 正志 (Masashi Kuramoohi / METMANIA) 


ーー 0 感想 7 人骨 有 リ 放 MM 
> ンド ガッ ツレ < ロバ ン ペ ラ 


田 胡 0 有人 MM 各 懇 用 大 M 


ィ * ぃ エル フィ ン ・ エ バン ス 


NN 
\ い 意 パ * NN u 電 、 間 


今季 の エス トニ ア で 20 歳 290 日 と いう WRC 史上 最 年 少 記録 で 優勝 し た カッ レ ・ ロ バン ペラ は 


エル フィ ン ・ エ バン ス は WRC 界 の ジェ ント ルマン 。 イ ギリ ス は ウェ ー ル スズ 出身 の エバ ンス は 、 


将来 の 世界 王者 候補 。WR カ ー2 年 目 な が ら 超 高 速 ラ リー で の 速 さ は ピカ イチ で す が 、 そ れ も そ 
の は ず 。6 歳 くら いか ら 氷 上 で クル マ の 運転 を 始め 、8 歳 の と き に は ドリ フト を マス ター し て い 
た と いう 天才 な の で す 。 父 ハリ さん も WRC 優勝 経験 の ある ドラ イ バ ー で す が 、 す で に 父 を 超え 
た と も っ ぱら の 評判 。 そ ん な カッ レ の 趣味 は ドリ フト 。 子供 の ころ か ら 日 本 の ドリ フト に 憧れ て 
いた そう で す 。 エ ビス サー キッ ト を 聖地 と 崇め 、 ド リ 車 も 持っ て いる と か 。WHRC ドラ イ バ ー に 
な っ た いま も 、 親 友 の 勝 田 貴 元 と フィ ン ラ ンド の 凍っ た 湖 の 上 で ドリ フト の 練習 に 励ん で いま す 。 


普段 は と に か く 冷 静 で 凛と し て いま す が 、 走 っ て いる と きだ け は 修 羅 の ご と く ア グレ ッ シ ブ な 表 
情 に な り ま す 。2020 年 は 最終 戦 ま で チー ム メ イト の セバス チャ ン ・ オ ジ エ と タイ トル を 委 い 、 僅 
差 で 敗れ まし た が 、 そ の 速 さ は WRC トッ プク ラス で す 。 エ バン ス の 趣味 は 自転 車 で 、MTB は か 
な り の 腕前 と 評判 。 ウェ ー ル ズ の 自宅 の 周辺 に は 最高 の トレ イル が あり 、 そ こ を MTB で 走る の が 
エバ ンス お 気に入り の フィ ジ カ ル ト レー ニン グ の よう で す 。 ち な み に 、 彼 の お 父さん の グウィン 
ダフ さん も 元 ラ リー ドラ イ バ ー で 、1996 年 に は イギリス 王者 に 輝い た ほど の 名 手 で し た 。 
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J1 


= 豚 胃 衣 MM 穏 太 硬 須 骨太 MM 


ra= ァ オイ ッ ト 。 タ ナッ ク 


肖 目 豚 衣 衣 月 生 原 全 箇 大 訂 MM 


*- ティ エリ ー・ ヌ ー ビ ル 


オイ ィ イッ ト ・ タ ナッ ク は 、 母 国 エ スト ニア で は 彼 の キャ リア や WRC で の 戦い と 苦悩 を 追っ た ド 
キュ メン ト 映 画 が 製作 され 、 大 ヒッ ト し た ほど の 人 気 者 。2019 年 に トヨ タ で 世界 王者 に 輝い て 
か ら は 国民 的 ヒー ロー で す 。 基本 的 に クー ル で 口数 も あま り 多 く な く 、 や や ぶっ きら ぽう な 印象 
を 受け ます が 、 実 際 は 「 マ ジ メ で 優し く て いい 人 | と 彼 を よく 知る 人 た ち 。WRC ドラ イ バ ー で 
は オジ エ と 仲 が 良く 、 勝 田 貴 元 を 弟 の よう に 可愛 が っ て いま す 。 彼 の 大 好物 は 焼 内 。 トヨ タ 時 代 
に 来 日 し た 際 、 焼 肉屋 さん で 食べ た カル ビ に 感動 し 、 滞 在 中 は 毎晩 カル ビ ば か り 食 べ て いた と か 。 
| エス トニ ア に 日 本 の カル ビ 肉 を 輸入 で き な い も の か 」 と 真剣 に 考え て いる と いう 噂 で す 。 


| @ | 加 思 望月 MM 唱 大 用 大 


m* 勝田 邊 元 


勝田 貴 元 は 祖父 の 照夫 さん 、 父 の 範 彦 さ ん も ラリ ー ド ライ バー と いう 、 ラ リー 一 家 の 出 身 で す 。 

貴 元 は 全日 本 カー ト 選 手 権 最高 峰 の KF1 な ど を 経て 、 全日 本 FG で シリ ー ズ 2 位 に な る な ど 、 フ ォ 
ー ミ ュ ラ の エリ ー ト コー ス を 歩ん で きま し た が 、 血 が 騒い で きた の か 、 ラ リー ドラ イ バ ー に 転身 。 
フィ ン ラ ンド に 住み な が ら 修業 を 続け |、 い まや オジ エ と 優勝 争い を する まで に 成長 し て き て いま 
す 。 フ ィ ン ラ ンド で の 生活 に も すっ か り 慣 れ た 様子 。 唯 一 の 不満 は 気軽 に 日 本 食 を 楽し め な いこ 
と 。 奥さま の 手料理 に 舌鼓 を 打っ て いる よう で す が 、 大 好物 で ある CoCo 壱番屋 の カレ ー を 食べ 
られ な い は ツラ い の だ と か 。 ラ リー ジャ パン で 帰国 し た 際 は ココ イチ 直行 で すか ね ? 


色付き テン プル の メガ ネ が トレ ー ド マー ク の ティ エリ ー・ ヌ ー ビ ル は ベル ギー の 出身 。 ベ ル ギ 
ー は オラ ンダ 語 、 フ ラン ス 語 、 ド イツ 語 が 公用 語 と し て 認め られ て いて 、 ヌ ー ビ ル は ドイ ツ 語 圏 
の 出身 で す が 、 ペ ー ス ノー ト は フラ ンス 語 。 英語 も 話せ る マル チリ ン ガ ル で す 。 WRC に は 2008 
年 に デビ ュー。 そ の ころ は や や ふっ くら し て いま し た が 、「 こ れ で は 世界 の トッ プ に 立て ん 」 と 了 肉 
体 改造 に 着手 。 ト レー ニン グ に 打ち 込ん だ 結果 、 い まや WRC ドラ イ バ ー の な か で も 1、2 を 委 う 
筋肉 マン に ! いわ ゆる 細 マ ッ チ ョ ” に 仕上 が っ て いま す 。 喜 怒 衣 楽 が ハッ キリ し て いて 、 ラ 
リー 中 は アタ マ に 血 が 上 る こと も た ま に あ り ます が 、 普 段 は よく 笑う 明朗 快活 な ナイ スガ イ で す 。 


に ル 誕 古 屋 7 人 所 脇 胡 上 MM 


な * み ガス < グリ ー ン スミ ス 


い NN い > 有 ] 
La さる 回 紀 右 二天 還 還 中 店 ロー 
- 


M-SPORT FORD の レギ ュ ラ ー ド ライ バー、 ガス ・ グ リー ンス ミス は 少年 時 代 に イギリス の 名 
門 チ ー ム で ある マン チェ スタ ー・ シ ティ FC の ユー ス で ゴー ルキ ー パ ー を 務め る な ど 、 サ ッ カ ー に 
打ち 込ん で いま し た 。 し か し 、 モ ー タ ー ス ポー ツ に 目覚 め 、 レ ー シ ン グ カ ー ト で キャ リア を スタ 
ー ト 。 現 F1 ドラ イ バ ー の シャ ルル ・ ル クレ ー ル と 同じ 時 代 に U18 世 界 選 手 権 に 出場 する な ど 活 躍 
し て いま し た が 、2013 年 ラリ ー に 転向 。 オ イル 会 社 を 営む 裕福 な 家族 の バッ クア ッ プ を 受け な 
が ら キ ャ リア を 積み 重ね 、 2019 年 に WR カ ー デ ビュ ー。 着実 に 実力 を つけ て き て いま す 。 も と も 
と は ブラ ウン へ アー で し た が 、 現 在 は 白 に 近い 人 金髪 が トレ ー ド マー ク に 。 と て も 似合っ て いま す ! 
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来 シ ー プ ズン か ら の PCCJ 参 戦 
車両 と な る |「911 GT3 カ ッ 
プ | (タイ プ 992) が 、SUGO 
大 会 で 日 本 初 公開 され た 。 ワ 
イド 化 さ れ た ボディ に は 、 現 
行 車両 を 25ps 上 回 る 375kW 
(510ps) を 発揮 する 4 9 エ 
ンジ ン を 搭載 。 そ の 他 、 最 新 
テク ノロ ジー を 採用 する こと 
で 、 各 サー キッ ト の ラッ プ タ 
イム は レイ アウ ト に 応じ て 1 
% ほ ど 短 縮 さ れる と いう 。 


FUJI 


5 月 3 日 (月 ) 晴れ ドラ イ 氏 べ スト ラッ プ :60 小河 諫 1'.41"010(3/15) 


SUGO 大 会 で 絶好 調 だ っ た の が 近藤 細 で 、 練 習 走行 か ら 予 選 、 決 勝 と すべ て で トッ プ と パー フェ クト な 
走り を 見 せ た 。 ラ ン キ ング で も 今季 3 勝 を マー ク し て トッ プ に 立っ て いる 。 


叶 6U P-1 小河 訪 SHOWA AUTOwith BINGORACING _ 15 2526'237 

中 識 24 P-2 近藤 細 NIHON KIZAI PORSCHE IN 252/7 542 

較 31 P-3 上 村 優 太 Porsche Center 0kazaki 15 25'29"738 

中 菩 71 P-4 大 草 り き Porsche Japan Junior Programme 15 2530"535 

a 議 2O PA- 1 内 山 清 士 NIHON KIZAI PORSCHE IO 25970 

6 98 PA-2 IKARI BJR PORSCHE IN 252 

明 較 // PA-3 浜崎 大 GR-Racing VENTILER 0 6 098 

2 症 30 A-1 Sky Chen SKY MOTORSPORTS 26 15 180 

還 84 A-2 Masa TAGA _GIRODISC・CREF MotorsportCUP 15 2617"495 

則 層 15 A-3 神取 彦 一 郎 GRENA Racing IN 26 1 5 

上 間 62 A-4 Kuma SHIROKUMARACINGwithCREF 15 2632"075 の 2 

12 23 A-5 滝澤 智幸 FachAutoTechGT3Cup 15 2642"890 王者 獲得 3 回 の 近藤 ( 左 ) と 2 回 の 小河 は ポイ 

P 三 プロ クラ ス 、PA デ プロ アマ クラ ス 、A 三 アマ クラ ス ント 差 4 点 で チャ ン ピ オ ン 和 争い を 展開 し て お り 、 請 請 請 
へ 時 - ズ ゃ ムリ ー バ > さ ス ニ コ 
FUJI 鈴鹿 で の バト ル は さら に 激化 する だ ろう 。 半 太 人 S で ほじ ー ス 中 の ペスト ラッ プ を 記録 する 


と バト ル を 展開 する な ど 活 躍 を 見 せ た 。 


1 60 P-1 小河 訪 SH0WA AUTO with BINGORACING _ 14 3100"804 
2 計 / P-2 近藤 細 NIHON KIZAI PORSCHE 14 3101"006 
3 31 P-3 上 村 優 太 Porsche Center 0kazaki 14 31'03"479 ーー、-。 
4 98 PA- 1 IKARI BJR PORSCHE 14 31'08"280 
加工 25 PA-2 内 山 清 士 NIHON KIZAI PORSCHE 14 3109"012 
和議 // PA-3 浜崎 大 GR-Racing VENTILER 14 3109"878 
:) 計 光 A-1 Kuma SHIROKUMA RACING with CREF 14 0 SUGO 大 会 の プロ クラ ス は 、 ス ター ト 勝 負 を 制 
8 84 A-2 Masa TAGA GIRODISC・CREF MotorsportCUP 14 31'20"932 し た 近藤 が 両 戦 と も ポー ル ・ ト ゥ ・ ウ イン を 決 
2 開 360 A-3 Sky Chen SKY MOTORSPORTS 内 。 JI2I し 5 め て 、 4 度目 の 王者 へ 一 歩 近づい た 。 
員 較 23 A-4 滝澤 智幸 Fach Auto Tech GT3Cup 14 8128 550 
員 隊 15 A-5 神取 彦 一 郎 GRENA Racing 14 31'28"672 本 

91 P 大 草 り き Porsche Japan Junior Programme 2 3926 472 つ デ 

SUGO プロ アマ クラ ス は 、 昨 年 の 王者 で ある 内 山 が 5 勝 と 


連続 王者 獲得 に 向け て 盤石 の 態勢 を 築く 。 シ ー ズ ン 
後半 戦は 、 浜 崎 と IKARI の 巻き 返し が 注目 され る 。 


7 月 24 日 ( 土 ) 晴れ ドラ イ 氏 べ スト ラッ プ :24 近藤 細 1'25'"579(7/15) 


1 24 P-1 近藤 要 NIHON KIZAI PORSCHE 15 。 21'35"724 

2 60 P-2 小河 詠 SHOWA AUTO with BIN60 RACING 15 21 38"596 ヲ 日 マグ ラス 人 福 補 条 CtG7NS 本 の 

8 華 31 P-3 上 村 優 太 Porsche Center 0kazaki 15 21'46"284 果 を 左右 する 。 第 8 戦 で は トッ プ を 快走 し て い 

4 91 P-4 大 草 り き Porsche Japan Junior Programme 15 21'58"652 た IKARI が 後半 スピ ン を 喫し て 3 位 に 終わ っ た 。 

5 25 PA-1 内 山 清 士 NIHON KIZAI PORSCHE 15 22'02"889 

6 98 PA-2  IKARI BJR PORSCHE 15 22'04"245 で "ンジ た 

較 77 PA-3 浜崎 大 GR-Racing VENTILER 15 22'04"779 ] 用 ァ ン ッ 

8 84 A-1 MasaTAGA GIRODISC・CREF Motorsport CUP 15 22'26"494 5 アイ 

9 15  A-2 神取 彦 一 郎 GRENARacing 5 2256 99 ヤン ok : ンー 

10 62 A-3 Kuma SHIROKUMA RACING withCREF 15 22'37"753 ピー 2 一 

代 騰 23 A-4 滝澤 智幸 Fach Auto Tech GT3Cup 15 23'03"251 』 【 し 1 
SUGO ー ' ee 


第 7 戦 ア マク ラス で 優勝 し た Masa TAGA は 第 アマ クラ ス は 、 今 季 初 参戦 の Masa TAGA が 2 勝 を 


7 月 25 日 (日 ) 晴れ ドド ライ 倫 ベストラップ:24 近藤 細 1'724"746(4/15) 1 戦 に 続き 2 勝目 。2 位 の 神取 は 第 8 戦 、3 位 マー ク し て ラン キン グ ト ッ プ に 。 し か し 、 実 力 括 抗 


の Kuma は 第 4 戦 で 優勝 を 飾っ て いる 。 の クラ ス だ け に 逃げ 切る こと が で きる の だ ろう か 。 
1 24 P-1 近藤 要 NIHON KIZAI PORSCHE 15 21'31"097 
2 60 P-2 小河 請 SHOWA AUTO with BINGO RACING 15 21'33"290 
8 間 1 P-3 上 村 優 太 ” PorscheCenterOkazaki 15 2140"151 1 5 昌 
: 王 A P-4 大 草 り き Porsche Japan Junior Programme 15 2145"544 が オ 員 8 上 ス 、 内 洗 成 還 6 た 
5 25 PA-1 内 山 清 士 ” NIHONKIZAIPORSCHE ( 還 。 21!57'97 2 名 れ 月 は 本 4 る 0 2 針 a ` ク 証 G ら 人 
6 77 PA-2 浜崎 大 GR-Racing VENTILER 15 21'59"221 後 い る 13 本 の の ` 幸 で も 今 ラ 還 A 2 ク の 
7 98 PA-3  IKARI BJR PORSCHE 15 22'17"618 も は 鈴 日 へ P だ 果 も ラ 各 聞 の ? が 勝 ラ 夫 
較 15 A-1 神取 彦 一 郎 GRENARacing 15 22'30"717 目 ど 鹿 て C ろ た 傷 シ 1 か テ ベ 1 を ス い 
9 62 A-2 Kuma SHIROKUMA RACING withCREF 15 22'32"537 を の で 革 釣 CCO う しれ キ 勝 ら ャ テ 0O マ は バ 
10 23 A-3 滝澤 智幸 "FachAutoTech6GT3Cup 15 22'32"699 離 よ ` ? 鹿 り か て な ン を 本 ソン ラ 2 1 ` ト 
11 84 A-4 MasaTAGA GIRODISC・CREF MotorsportCUP 15 22'34"950 すう 各 ド の は 誰 い ク 挙 格 ビ ピン 点 ク 今 ル 
EE こ な ク ラ 予 残 が 存 3 げ 参 オ の で し 季 に 
プロ クラ ス プロ アマ クラ ス アマ クラ ス と 展 ラ イ 定 り 抜 在 位 て 戦 ン し 神 ラ て P 注 
ボイン トラ ン キ ング トッ プ 3 ポイ ント ラン キン グ ト ッ プ 3 ポイ ント ラン キン グ ト ッ プ 3 が 開 ス バ と う き だ に お を cs 取 ン い C 目 
Pos No. Driver Pts Pos No. Driver 飛 加 Pos No. Driver Pts ま 問 5 大 実 人 / k 必 了 ツ し 
1 24 近藤 要 114 。 1 25 内 山 清 士 ” 118 1 84 MasaTAGA 102 な せ ヤ 実 て ち < カカ て 安 し y 郎 グ a 初 い 
2 60 小河 主 110 2 77 浜崎 大 100 2 15 神取 彦 一 郎 102 いる ンカ い 戦 と 粘 い 定 た C ' ト s 人参 " 
3 31 上 村 優 太 98 3 981IKARI 90 3 23 滝澤 智幸 86 5 の ピ が る で が 折る し KK h 昨 ツ ga 戦 ま 


※ 第 8 戦 終了 時 点 
(第 5-6 戦 除く ) 


33 ポル シェ カレ ラ カ ッ プ ジャ パン (PCCJ) 事務 局 0465-80-3808 


万 0 


ビル が 宛 諾 歯 


アプ に = 


/ 


レヒ ュ ンダ イ が 反撃 の 狼煙 
ラス ト 4 戦 で の 逆転 を 期す 


Text : autO SDort 
Photo : HYUNDAI TOYOTA 


W RC (世界 ラリ ー 選 手 権 ) と し て は 初め て 
の 開催 と な っ た 伝統 の ター マッ クラ リー、 
イー プル ・ ラ リー・ ベ ルギー (第 8 戦 )。 イ ー プ 
ルル に は これ まで デイ エ リー ヌー ビル や クレ イク 
・ ブ リー ン ら が 参戦 し た こと が あり 、 戦 前 か ら デ 
ー タ や 経験 の 点 で ヒュ ンダ イ が 優位 と 考え られ て 
いた 。 路面 サー フェ ス は ター マッ ク 。 こ の 点 で は 、 
ポイ ント ラン キン グ 1 位 の セバス チャ ン ・ オ ジ エ 
や 同 2 位 の エル フィ ン ・ エ バン ス ( と も に トヨ タ ) 
と いっ た 出走 順 の 早い ドラ イ バ ー が 有利 と な る の 
が 普通 だ が 、 狭 い 農 道 が メイ ン の 構成 と いう こと 
も あり 、 路 面 が 非常 に ダス ティ で 滑り や すく 、 ふ 
た り に と っ て は か な り ア ゲイ ンス ト な 状況 と な っ 
て いた 。 1 日 目 を 終え て 、 エ バン ス が 5 番手 、 オ 
ジ エ が 6 番手 。 4 番手 に 前 戦 エ スト ニア 優勝 の カ 
ッ レ ・ ロ バン ペラ 。 ト ヨタ の 3 人 は トッ プ か ら 
30 秒 以 上 離さ れる 苦し い 展 開 に 。 一 方 、 ヒ ュ ン 
ダイ は 戦前 の 予想 以上 に 好調 で 、 1 日 目 に 7 本 ( 1 
本 は キャ ン セ ル ) あっ た SS すべ て で ステ ー ジ ベ 
スト を マー ク 。 ヌ ー ビ ル が 4 本 、 ブ リー ン が 2 本 、 
オイ ィ イッ ト ・ タ ナッ ク が 1 本 と 圧倒 し た 。 

出走 順 が 変わ っ た 2 日 目 、 ト ヨタ も スピ ー ド を 


徐々 に 取り 戻し し 、 オジ エ が SS ベス ト 2 本 、 エ バ 
ン が 同 1 本 を 記録 する 。 た だ 、 ヒ ュ ン ダイ 勢 の 強 
さ は 変わ ら な い 。 タ ナッ ク が 2 日 目 最初 の SS で 
パン ク に 見 次 わ れ 、 出 遅れ て し まっ た が 、 ヌ ー ビ 
ル と ブリ ー ン は 上 位 で 安定 。 2 日 目 を 終え て 、 ト 
ッ プ が ヌー ビル 、2 番 手 が 10 秒 差 で ブリ ー ン 、 
3 番手 が トッ プ か ら 42 秒 差 で エバ ンス と 、 優 勝 
は ヒュ ンダ イ の ふた り に 絞ら れ た 。 ま た 、 ト ヨタ 
は 3 番手 エバ ンス 、 4 番手 ロバ ン ペ ラ 、 5 番手 オ 
ジ エ が 4.3 秒 の あい だ に 入る な ど 接 戦 模様 に 。 オ 
ジ エ と エバ ンス の ポイ ント 争い も 焦点 と な っ た 。 

3 日 目 は スパ ・ フ ラン コル シャ ン と その 周辺 の 
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[ 弟 9 埋 ] ア \/ 


( 左 ) 地元 ファ ン の 大 歓声 を バッ 
ク に 今季 初 優勝 を 決め た ヌー ビ 
ル 。 SS ベス ト 計 7 本 の ほか 、1 
日 目 は 7 本 あっ た SS の すべ て 
で トッ プ か 2 番手 の タイ ム を 記 
録 す る な ど 、 自 分 の ペー ス で ラ 
リー を 進め て いた 。 (上 ) 今季 の 
生計 シダ イ の サー ドド ライ バー 
は ブリ ー ン と ダニ ・ ソ ルド が 代 
わる 代わ る 務め て いる が 、 今 回 
の プリ ー ン の 安定 ぶり は ヒュ ン 
ダイ に と っ て 非常 に 心強い も の 
だ っ た は ず 。 ブ リー ン は 前 戦 エ 
攻 R525G も 2 の 位 。 マ ニュ ブフ ブ ア 
クチ ャ ラー タイ トル 防衛 に 向け 
て 、 そ の 存在 感 を お お い に 増 し 
て き て いる 。( 下 ) ボ ポー ナス ポイ 
ント が 懸 か る パワ ー ス テー ジ は 
沿 的 紀 二 の ニル ニン も 
コー ス に 組み 込ま れ て いた 。 


M の (の 及 


ステ ー ジ に よる 4 本 の SS で 構成 。 ヌ ー ビ ル 、 ブ 
リー ン と も に 2 日 目 ま で の リー ド を 活か し な が ら 
手堅い 走り で まとめ 、 ヌ ー ビ ル が 2 位 ブ リー ン と 
の 差 を 30 秒 に 拡大 し て ゴー ル 。 ヌ ー ビ ル は 2020 
年 開幕 戦 モ ン テ カ ル ロ 以 来 の 優勝 と な っ た 。 粒 烈 
な 3 位 争 いで は 、 こ の 日 最初 の SS17 で トッ プ タ 
イム 、 次 の SS18 で 2 番手 タイ ム を マー ク し た ロ 
バン ペラ が ボ ポジション を アッ プ 。 こ の 後 、 順 位 は 
変わ ら ず 、3 位 ロバ ン ペ ラ 、4 位 エバ ンス 、5 位 
オジ エ と な っ た 。 こ の 結果 、 ヌ ー ビ ル が ポイ ント 
ラン キン グ で 2 位 の エバ ンス と 同点 に 。 残り 4 戦 、 
ふた り は トッ プ の オジ エ を 38 ポ イン ト 差 で 追う 。 


13 - 15 August 2021 / SS: 20 (295.78 km) / Total Distance: 949.49 km 


O. Tanak / M. Jarveoja 


Hyundai i20 Coupe WRC 


EIigiDilty Total Time / Dif 1st 


3'46'5 
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初 開催 ナッ シュ ビル は スト リー トレ ー ス の 炒 力 満載 


か 


CGR、 ハ ー タ が いち 早く 適応 
エリ クソ ン が 今季 2 勝目 


Text : 天野 雅彦 (Masahiko Amano / Amano e Associati) 


Photo : 松本 浩明 (Hiroaki Matsumoto) / INDYOAR 


SIZ イン ディ イ カーン シリーズ は ミド - オハ イオ か ら 
約 1 カ 月 の イン ター バル を 挟み 、 第 11 戦 

が テ ネ ン ーー 州 の 州都 ナッ シュ ビル の ダウ ンタ ウン 
で 行なわ れ た 。 新規 の スト リー トレ ー ス が カレ ン 
ダー 入り する の は 201 1 年 の ボル ティ モア 以来 だ 。 
コー ス は 、NFL テ ネ シ ー・ タ イタ ンズ が 本 拠 

地 と する ニッ サン スタ ジア ム 周 辺 に パドック エリ 
ア や フィ ニッ シュ ライ ン が 設定 され 、 す ぐ 横 を 流 
れる カン バー ラン ドリ バー を 渡る 橋 も 含ま れる 。 
マシ ン は 時 速 185 マ イル で 橋 を 渡っ て ダウ ンタ ウ 
ン に 入り 、 橋 の 祥 の タイ ト タ ー ン を 回 っ て 、 ス タ 
ジア ム 側 へ 戻っ て くる 。 大型 船 が 通行 で きる よう 


橋 は 中 央 部 が 高く な っ て お り 、 そ こ を 駆け 上 が り 、 


反対 岸 へ と 駆け 降り て いく …… ご 5 た 具合 だ 
その 川 の 両 岸 に 勝負 どこ ろ と な る コー ナー が 配 
され て いた 。 ダ ウン タウ ン 側 に ある ター ン 4 は 長 
い ス トレ ー ト エン ド に あり 、 コ ー ス が 湾曲 し な が 
ら の アプ ロー チ 。 非常 に タイ ト で 、 サ イド ・ バ イ 
・ サ イド で 進入 する と マー ジン が ほとん ど な い 。 
ター ン 4 一 8 は スタ ジア ム 側 以上 に 狭く 、 か な り 
の アッ プ & ダ ウン も あっ た 。 スタジアム 側 の スト 
レー ト エ ンド で ある ター ン 9 は 左 直 角 コ ー ナ ー。 
ブレ ー キ ング ゾー ン は スト レー ト で 幅 も か な り 広 


いた め 、 減 速 は ター ン 4 より 少な く て 済む 。 た だ 、 


実際 に は ター ン 4 で より 多く の パス が 見 られ た 。 
ドラ イ バ ー た ちの コー ス の 印象 は | グリ ッ プ が 比 
較 的 高い | と いう も の 。 ラ バー が 乗っ て き て か ら 


は 、 さ ら に グリ ッ プ レベ ル が 上 が っ て いた 。 

ナッ シュ ビル の 初代 ウイ ナー と な っ た の は マー 
カス ・ エ リク ソン で 、2 位 は スコ ッ ト ・ デ ィ ク ソ 
ン 。 チ ッ プ ・ ガ ナッ シ ・ レ ー シ ン グ (CGR) に 
よる ワレ シィ ツー* フ ィ ニ ッ ン シュ と な っ た 。 ボイン 
トリ ー ダ ー の アレ ックス ・ パ ロウ も 含め 、 彼 ら は 
非常 に バン ピー な コー ス に も 素早 く 対 応 。 マ シン 
を 速い も の に 仕上 げ て いた 。 エ リク ソン が 予選 
18 番 手 に 沈ん だ の は 、Q1 で ウォ ー ル に わずか な 
が ら ヒ ッ ト し て し まっ た た め 。 | マシ ン は ファ ス 
ト 6 を 戦え る レベ ル に あっ た | と 早々 に 手応え を 
つが か ん で いた よう た 。 

し か し 、11 個 の 低速 コー ナー と 長い 橋 の 往復 
と いう この コー ス で 最速 だ っ た の は 、 ア ンド レッ 
ティ 勢 の コル トン ・ ハ ー タ だ っ た 。 プ ラク ティ ス 
の 1 回 目 と 2 回 目 に トッ プ タ イ ム を マー ク し 、 予 
選 で も PP。Q1 で は ブラ ッ ク タ イヤ し か 使わ ず 、 
ここ を 2 番手 で 通過 。Q2、Q3 に レッ ド タ イ ヤ の 
新品 を 1 セッ ト ず つづ つ 投入 し 、2 番 手 に コン マ 5 秒 
以上 の 差 を 突き つけ て いた 。 決勝 レー ス で も 最多 
と な る 39 周 を リー ド 。 彼 は タイ ト タ ー ン が 連続 
する セク ショ ン に お いて も 短い 直線 部 分 で 加速 で 
き て お り 、 ス ター ト 、 リ スタ ー ト の 直後 か ら 後続 
を 引き 離し て いた 。 左 、 右 、 左 、 右 と 切り 返す タ 
ー ン 1 一 3 で 速い 彼 は 、 橋 へ と つなが る ター ン 3 
の 脱出 速度 が 高く 、 川 の 反対 側 の ター ン 4 到達 前 
の 直線 部 分 で ライ バル の パス を 終え て いる こと も 


「 ゴ =/c/ ゴ 


7 ルリ YCA 


(上 ) 橋 の 上 で 2 列 に 並び 、 駆 け 下 り て 
くる と いう スタ ー ト は テレ ビ 中 継 に も 
っ て こい の 絵 面 。( 左 ) ス タ ジ ア ム 側 に 
戻っ て き て の 最初 の コー ナー で ある タ 
ー ン 9。 ご ご覧 の よう に 大 き な う ね り も 
ある 。 ( 下 ) 優 勝 の エリ クソ ン 。 初 開催 
の 珍し さも 手伝っ て か 、 多 く の フ ァ ン 
が 集まり 、 イ ベン ト は 大 成功 (ゲー ト 
周辺 に は ダフ 屋 も 多く 出 て いた ほど )。 
橋 以外 は ほぼ 全域 が タイ ト で アク シ デ 
ント も 多発 し た が 、 予 想 以上 に オー バ 
ー テ イク が 多く 、 レ ー ス 展開 も エキ サ 
イィ ンク だ っ た その 公 G 展 朝 の 三 
ュー ス で は レー ス の 模様 が 繰り 返し 放 
送 さ れ 、 大 き な 話 題 と な っ て いた 。 


ニテ に ーー 一 


多かっ た 。 ダ ウン タウ ン 側 で も 短い 直線 部 分 で 速 
く 、 橋 へ と 戻る 右 コ ー ナ ー の ター ン 8 も オー バー 
ゲ アイン ボイン ジ ド に し て いた 。 

ハー タ を 含む アン ドレ ッ テ ィ 勢 は ジェ イム ズ ・ 
ヒン チク リフ が 3 位 、 ラ イア ン ・ ハ ンタ ー - レイ 
が 4 位 と 、 CGR 勢 に 続く リザ ルト を 残し た 。 だ が 、 
ハー タ と 同等 の スピ ー ド は 彼ら ベテラン 勢 に は な 
か っ た 。 ア レク サン ダー・ ロ ッ ン も 同じ 。 近ごろ 
は 、 ほ か の コー ス で も 似 た よう な こと が 起き て い 
る こと が ほとん ど 。 小さ な ミス が クラ ッシュ に つ 
な が る ナッ シュ ビル で 、 目 ら の マシ ンコ ント ロー 
ル に 自信 を 持つ ハー タ の 速 さ は 突出 し て いた 。 
だ が 、 そ の ハー タ は レー ス 終 盤 に クラ ッシュ 。 
エリ クソ ン を 追い か け て いる 最 中 の こと だ っ た 。 
ター ン 9 進 入 は 超 ワ イド で 、 誰 も が 大 外 か ら 回 っ 
て いた が 、 ハ ー タ だ け は ター ン イ ン を 早め に 行 な 
っ て の オー バー テイ ク を トラ イ し て いた 。 イ ン 側 
に は バン ピー さ が 残 り 、 そ こ で ホイ ー ル を ロッ ク 
させ て 充分 に 減速 し きれ ず 、 ウ ォ ー ル の 餌食 に 
・ ニ ュー ガー デン (チー ム ・ ペ ン 
スキ ー) は 予選 12 番 手 ン 決勝 10 位 と いう 不 本 意 
な 成績 で 地元 戦 を 終え た 。 
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SUPER TAIKYU 2021 Round 4 Autopolis ST-X class result 2021 年 8 月 1 日 ん Msg 


1 290 Floral UEMATSU FG 720S GT3 112 5:02'07"973 浜野 彰彦 / 澤 圭太 川端 伸 太 朗 152"021 
2 777 Dsstation Vantage GT3 112 2"353 星野 敏 / 藤 井 誠 則 プ 近藤 旨 1'52"947 
3 9 。 MPRHacing GT-R 111 1 Lap JOE SHINDO プ 柴田 優作 影山 正美 井上 恵一 1.53"626 
4 31 LEXUS RCF GT3 111 1 Lap 永井 秀 貴 ン / 財 峨 宏紀 小高 一 半 1'54"058 
5 16 Porsche GT3R 108 4 Laps 永井 宏明 / 上 村 優 太 / 中 山 雄一 1'52"736 


以上 完走 (規定 周回 数 ST-X:78 Laps) 
81 DAISHIN GT3 GT-R 失格 大 八木 信行 青木 地 行 藤波 清 斗 プ 大 八木 龍一 郎 


Autopolis International Racing Course (4.674 m) Weather: 雨 / 晴 れ Track: ウ エッ ト / ド ライ 


(上 ) 81 号 車 GT-R は 万 全 の レー 
ス 運 びに も 見 えて いた が ・……… の 
( 右 ) ST-3 ク ラス は 、52 号 車 埼 
玉 ト ヨ ペ ッ ト GB クラ ウン RS 
と 39 号 車 エ アバ スタ ー Winmax 
RC350 TWS の 一 騎 打 ち 。 クラ 
RI2 と 中 566 クラ ウン 
の 川合 孝 汰 が 残り 2 周 の 最終 コ 
ー ナ ー で わずか に 姿勢 を 乱 し 、 
そこ を 39 号 車 RC350 の 大 島 和 に ーー 
也 が 捕らえ て 1 コー ナー で 聞 転 。 詳 識 蘭 
39 号車 が 今季 クラ ス 初 優勝 を 較 詞 
挙げ けた 。 (as) < 作 
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トル ク と 水素 補給 時 の 流速 が アッ プ 


ROOKIE Racing の 水素 エン ジン 搭載 カロ ー ラ が AP 
に も 出場 。 こ の 2 カ月 の あい だ に 改良 を 施し て きた 。 車 
両面 で は 約 15% の トル クア ッ プ と 約 9 % の 加速 性 能 操 
上 を 果たし 、 車 重 は 40kg 近 く 軽 量化 。 イ ン フ ラ 面 で は 、 
水素 充填 効率 を 約 40 % 向 上 させ 、 約 5 分 だ っ た も の を 
約 3 分 に 短縮 。 さ ら に 今回 は 、 大 分 県 九重 町 に ある 大 林 
組 の 地熱 発電 電力 を 活用 し た 水素 、 ト ヨタ 自動 車 九州 の 
太陽 光 発電 に より 製造 し た 水素 も 使用 する こと で 地産 地 
消 も 実現 し た 。 本 番 の ほう は 、 予 選 で は ST-5 最 上 位 と 


TKU ス ー バ . 詩 ス レー ス in オー ト ポ リス 
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ST-4 ク ラス は 310 

) 号車 GRGarage 
水戸 イン ター GR86 
が 2 位 林 テ レン プ 
SHADERACING 
86 に 1 分 8 秒 の 
差 を つけ て 今季 ク 
ラス 初 優勝 。 トラ 
ブル が 続い て いた 
悪い 流れ を 断ち 切 

間 っ た 。 (gas) 


ST-4 最 下位 の あい だ の 総合 37 番手 。 決 勝 レ ー ス で は 給 
水素 の 回 数 が 多い こと も あり 、 周 回 数 は 85 周 に 留まっ 
7 が 、 総合 43 位 で 今回 も 完走 。 次 の 鈴鹿 に も 出場 予定 56 
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トヨ タ が WRC チャ レン ジ プ ロ グラ ム の “2 期生 "を 募集 


長期 的 な 活動 に 強く コミ ッ ト か 


T OYOTA GAZOO Racing は 8 月 9 日 、 
FIA 世 界 ラ リー 選手 権 (WRC ) で 世界 を 
相手 に 戦え る 日 本 人 若手 ドラ イ バ ー の 発掘 と 育成 
を 目的 に 、ITGR WRC チャ レン ジ プ ロ グラ ム 」] 
の 育成 ドラ イ バ ー を 新た に 募集 する と 発表 し た 。 
同 プ ログ ラム は 2015 年 に スタ ー ト 。 勝田 貴 元 
は その “1 期生 ” に あたる 。 貴 元 は フィ ン ラ ンド 
や イタ リア の 国内 選手 権 、WRC 2 な ど で 経 験 を 
積み 、 セ レク ショ ン を 勝ち 抜い て 、19 年 第 10 戦 
ドイ ツ に お いて ヤリ ス WRC を 初め て WRC で ド 
ライ ブ 。20 年 か の ら は すべ て ヤリ ス WRC で の エン 
トリ ー で 、20 年 は 全 7 戦 中 5 戦 に 出場 。 今 季 は 
全 戦 に 出場 予定 で 、6 月 下旬 の 第 6 戦 サ ファ リ ( ケ 
ニア ) で は 2 位 に 入り 、 自 身 初 の 表彰 台 フ ィ ニ ッ 
シュ を 果たし た 。 ま た 、WRH カ ー で 出場 する ドラ 
イ バ ー の な か で 唯一 、 開 幕 戦 か ら 第 6 戦 ま で 4 位 
以上 の フィ ニッ シュ を 続け る な ど 、 安 定 感 も 次 実 
に 増し て き て いる 。TGR ワー ルド ラリ ー チ ー ム 
の レギ ュ ラ ー ド ライ バー 昇格 も 現実 味 を 帯び て き 
て お り 、 同 プロ グラ ム が 当初 の 狙い どおり に 機能 
て いる と 言え る だ ろう 』。 

そし て 、 貴 元 に 続く 次 期 若 手 育成 ドラ イ バ ー を 
募集 する と いう こと は 、 ト ヨタ が WRC 活動 を 長 
期 的 に 継続 し て いく と いう こと へ の 強い コミ ッ ト 
メン ト の 表れ と 考え る の が 妥 当 だ 。 
WRC で は 来季 か ら [Rally1 Car 規 定 ] が 導入 
され る 。 こ の 規定 下 で 22 年 か み ら 少な く と も 3 シ 
ー ズ ン は 参戦 する と いう 確約 を 現在 フル エン トリ 
ー 中 の マニ ュ フ ァ ク チャ ラー3 社 か ら FIA は 得 
いる と 言わ れる 。 恐縮 な が ら 貴 元 を 同 プ ログ ラム 
の ベン チマ ー ク と し て 考え る と 、 現 在 の レベ ル に 


貴 元 が 初め て ヤリ ス WRC を 本 番 で ドラ イブ し た の は 2019 年 フィ ン ラ ンド 選手 権 の イタ ラリ ー (スノー)。 続く リー ヒマ キラ リー (写真 ) 


「 ゴ =/ と 7 コ 


O7 刀 E 


Text : autO SDort 
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貴 元 は 2017 年 第 7 戦 サ ルディ ニア で WRC 2 クラ ス 初 の 表彰 台 フ ィ ニ ッシュ と な る 3 位 に 入賞 。 18 年 第 2 戦 ス ウェ ー デ ン で は WRC 2 ク 
ラス 初 優勝 を 挙げ け 、2019 年 に は 第 6 戦 チ リ (写真 ) で 再び WRC 2 クラ ス を 制す る な ど 、WRC 2 カテ ゴリ ー で し っ か り 結 果 を 残し て きた 。 


到達 する まで 約 6 年 。 も ちろ ん 次 の ドラ イ バ ー の 
資質 と 成長 次 第 だ が 、 仮 に 同様 だ と すれ ば 、22 
年 か ら 6 年 間 の コミ ッ ト と な る 。 さ ま ざ ま な シ チ 
Em ジョ ジン で 走る アリー と いう 9 カ デ ョ リー で は 
経験 を 積む こと が と くに 重要 で 、 ド ライ バー の 育 
成 に は 時 間 と 費用 が か か る の が 普通 だ 。 そ うし た 
こと も すべ て クリ ア し た うえ で の “2 期生 ” 募集 。 
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に も ヤリ ス WRC で 出場 。 リ ー ヒ マキ に は ヒュ ンダ イ 育 成 ド ライ バー の ヤリ ・ フ ッ ツ ネン も i20 WRC で 出場 し て いた が 、 貴 元 が 競り 勝っ た 。 


トヨ タ は フィ ン ラ ンド に 新しい ファ クト リー を 設 
けた 。 動き は 一 貫 し て WRC 活動 強化 の 姿勢 を 示 
し て いる 。 

応募 の 資格 や 締め 切り 、 選 考 プ ロ セ ス な ど 詳 し 
く は TGR 公 式 ホ ー ム ペー ジ で 確認 し て いた だ き 
た い が 、 注 目 す べき は スケ ー ル 、 ク オリ ティ と も 
前 回 の 選考 か ら さ ら に レベ ル ア ッ プ し て いる こと 。 
候補 生 は 、「 オ ン ラ イン 書類 選考 |] と な る 一 次 選 
考 で 約 20 人 に 、 二 次 選考 「GR ヤ リス ドラ イ ビ 
ング テス ト ・ 面 談 ] で 最大 10 人 に 絞ら れる 。 そ 
の 最大 10 人 を 最終 選考 「 ト レー ニン グ キ ャ ンプ |] 
の ロケ ーション で ある フィ ン ラ ンド に 連れ て いく 
と いう の だ 。 そ し て 、 フ ィ ン ラ ンド 現地 で の 指導 
に は 、WRC 通 算 15 勝 の ミッ コ ・ ヒ ル ボ ネン ( チ 
ー フ 講師 )、 ヤ リス WRC/Rally1 開発 ドラ イ バ ー 
の ユ ホ ・ ハ ン ニ ネン ら 3 人 が 当たる 。 ラ リー で は 、 
世界 王者 9 度 の セバス チャ ン ・ ロ ウブ 、 同 7 度 の 
セバス チャ ン ・ オ ジ エ を 輩出 し た FFSA (フラ ン 
ス 自動 車 ス ポー ツ 連 盟 ) の 育成 プロ グラ ム が よく 
知ら れ て いる が 、 こ れ に 比肩 する よう な プロ グラ 
ム に 育て 上 げ て いく と いう 強い 意思 が 感じ られ る 
内 容 だ 。 

先 の 東京 五輪 を 見 て も お 分 か り の よう に 、 世 界 
の トッ プレ ベル で 活躍 で きる 日 本 人 アス リー ト が 
次 々 と 現れ て き て いる 。 ラ リー 界 に お いて も 、 ト 
ヨタ の 長期 的 な コミ ッ ト メ ント が これ に 続く 流れ 
を 加速 させ る こと は 間違い な さそ うだ 。 
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Photo : Formula E ン ノ HRE ノ TOYOTA 


ルル ASCA 


NASCAR ト ラッ クシ リー ズ で HRE が 2 連勝 


プレ イオ フ 第 1 ラウ ンド 


突破 に 大 きく 近づく 


PEOPLEPLUUULULLELLLLULLLLLLLLLLLLLULULMMLMLLUUIMELLLIEELLUULULMSESEUULLSLLLLLLLLLUULLLLLULLMLLLULULLLLLL 


Text : autO SDOrt 


SIZ NASCAR の トッ ププ 3 カテゴリ ー の ひと つ 

で ある トラ ッ ク ン シン リーズ に お いて 、2018 
年 シー ズン に 日 本 人 と し て 初め て シリ ー ズ チャ ン 
ピオ ンチ ー ム の オー ナー と な っ た 服部 茂 章 氏 率い 
る HRE (Hattori Racing Enterprises) の 16 号 
車 オ ー ス ティ ン ・ ヒ ル が 、 レ ギュ ラー シー ズン 最 
終戦 ワ ト キ ンス グレ ン (ロー ドコ ー ス ) を 制 し 、 
前 戦 / ッ クス ビル (ダー ト オ ー バ ル ) か ら の 2 連 
勝 を 決め た 。 

ワ ト キ ンス グレ ン で は 、 前 戦 の レー ス 結 果 か ら 
の 抽選 に より 、 ヒ ル は ポー ルポ ジ シ ョ ン か ら ス タ 
ー ト 。 5 番手 あたり を 走っ て いた 第 1 ステ ー ジ 終 
盤 、 第 2 の ステー ジ で の ポジ ショ ニン グ を 優先 し 、 
アン ター クリ ーー て で て ピッ ト べ 。 馬 @ ス テー ン で は 
早々 に トッ プ へ 躍り 出 た が 、 最 終 ス テー ジ で の ポ 
ジ シ ョ ニン グ を 考慮 し て 、 こ の ステ ー ジ で も 終 毅 
に アン ダー グリ ー ン で ピット に 向かっ た 。 こ れ で 
トッ プ に 立っ た 、 今 季 5 勝 の JH. ネ メチ ェ ッ ク も 


ゴ 
き = 1 し 
最終 戦 ベ ルリ ン は タイ トル コン テン ダー3 人 が 序 明 に 脱落 2 


デ ・ フ リー ス が FE の 


FIA 格 式 昇格 後 初 の 世界 王者 に 
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Text : autosport web / auto Sport 


翌 周 ビッ ト へ 。 ネ メチ ェ 
ッ ク が コー ス に 戻る と ヒ 
ル の 後ろ 。 ヒ ル が 第 2 ス 
テー ジ の トッ プチ ェ ッ カ 
ー を 受け た 。 最終 ステ ー 
ジ 、 ヒ ル は ネ メ チ ェ ッ ク 
を 従え 、 接 近 戦 を 繰り 広げ て いた が 、 残 り 11 周 
と いう と ころ で 雷 を 伴う 豪雨 の 警報 が 発令 され 、 
レー ス は 中 断 に 。 警報 は 解除 され る こと な く 、 
61 周 目 の 順 位 で レー ス 成 立 と な っ た 。 

この 結果 、 ヒ ル は プレ イオ フ ポ イン ト 6 点 (1 
勝 5 点 二 ステ ー ジ 優勝 1 点 ) に 加え 、 レ ギュ ラー 
シー ズン 1 < て 10 位 に 与え られ る プレ イオ フ ボ ポイ 
ント も 2 位 浮上 で 10 点 に アッ プ 。 第 1 ラウ ンド (3 
戦 ) で は プレ イオ フ 進 出 の 10 人 中 下位 2 名 が 脱 
落す る 。 ヒ ル は 現在 の 9 位 に 20 点 の リー ド を つ 
け て 第 1 ラウ ンド 第 1 戦 を 迎え られ 、 第 2 ラウ ン 
ド (3 戦 ) 進出 の 可能 性 を 大 きく 引き 上 げた 。 


ャ 4 し 


[2 連勝 と いう 最高 の か た ち で プレ イオ フ 戦 に 入る こと に な り ま し 
た 」| と 服部 オー ナー。 第 1 ラウ ンド に は ヒル が 苦手 と する ショ ー ト 
オー バル 戦 も ある が 、 今 回 の 優勝 に よる 下位 と の ポイ ント 差 拡大 に 
より 、 戦 略 に 幅 が で きた こと が 大 きい 。 プ レイ オフ も レギ ュ ラ ー シ 
ー ズ ン 同 様 、 勝 て ば 自動 的 に 次 の ラウ ンド に 進出 確定 と な る 。 
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ォ ー ミ ュ ラ シー ズン 7 は ドイ ツ 

・ ベ ルリ ン で の 最終 ラウ ンド 2 戦 
(第 14 戦 8 月 14 日 、 最 終戦 15 日 ) が 行 
な われ 、 最 終戦 で 決勝 レー ス 8 位 と な っ 
た ニッ ク ・ デ ・ フ リー ス ( 右 の 写真 プ メ 
ル セ デ ス EQ フォ ー ミ ュ ラ チーム) が 
シン シリーズ チャ ン ピ オ ン と な っ た 。 
最終 戦前 の 段階 で ポイ ント ラン キン 
グ 上 位 は 、 ト ッ プ が デ ・ フ リー ス (95 点 )、 
2 位 エ ドア ルド ・ モ ル タ ラ (ロキ ッ ト ・ 
ベン チュ リ ・ レ ー シ ン ググ 92 点 )、3 位 
ジェ イク ・ デ ニス (BMW 1 アン ドレ ッ 
ティ ・ モ ー タ ー ス ポー ツン グ 91 点 )、 4 位 
ミッ チ ・ エ バンス (ジャ ガー レー シン グ 
90 点 ) と いう オー ダー。 と ころ が 、 
3 番 グ リッ ド の エバ ンス が スタ ー ト で 発 
進 で きず 、 そ こ に 後方 か ら モ ル タ ラ が 突 
っ 込ん で き て し まう 。 こ れ で 赤旗 中 断 に 。 


ふた り は タイ トル 争い か ら 脱 落と な っ た 。 
再開 後 、 今 度 は デニ ス が 1 コー ナー の 進 
人 で 姿勢 を 乱 し 、 左 側 の ウォ ー ル に クラ 
ッシュ 。 デ ニス も タイ トル 争い か ら 姿 を 
消す 。 こ の 後 、 デ ・ フ リー ス は 堅い 走り 
で まとめ 、 チ ャ ン ピ オ ン を 決め た 。 

FIA 格 式 の 世界 選手 権 初 年 度 と な っ た 
シー ズン 7 が 終わ っ た 翌日 、 な ん と ヨー 
ロッ パ で は 「 メ ル セ デ ス が 今季 限り で 
FE 撤退 か ] と いう 報道 が 流れ て いる 。 
本 誌 も 次 号 で 詳 載 を お 届け する 予定 だ 。 


拓 り ////7// 過 


ーー 
ここ で ーー エーーーーーーーーーー プ ーー プー ナー ー | 


チー ムタ イト ル は 、3 位 に スト フェ ル ・ バ ンド ー ン が 入っ た メル セ デ ス EQ フォ ー ミ ュ ラ ヒビ チ 
ー ム が 獲得 。( 左 ) 1 回目 の リス ター ト の 段階 で デニ ス (写真 ) は 8 番手 、 デ ・ フ リー ス は 
12 番 手 を 走っ て お り 、 デ ニス に は 逆転 タイ トル の 可能 性 が 充分 に あっ た 。 
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フィ ン ラ ンド 人 F1 ド ライ バー、 


\ ン カリ ーGP の ボッ タス は 、 フェ ア 


Translation : 五十嵐 淳 (Jun lgarashi) 
Photo : LAT 


全員 フェ ア 説 


か 否 か 


ハッ キネ ン や ライ コネ ン な ど 、 多 く の F1 ド ライ バー を 輩出 し て いる フィ ン ラ ンド 
この 北欧 の 国 の スタ ー た ち は 、 悪質 な 走り を し な いと いう 統計 結果 が ある 


ハン ガリ ー で ボッ タス は マル チク ラッ シュ を 起こ し た が 、 


ィ ン ラ ンド 人 F1 ドラ イ バ ー た ち は 、 フ 
ェ ア な バト ル を する こと で 高 評価 を 受け 
て いる 。 そ の こと は 2018 年 に 私 が FIA 安 全 委 
員 会 の 代表 チャ ー リ ー・ ホ ワイ ティ ング に 行 な 
っ た イン タビ ュー か ら も 明らか だ 。 
[私 は これ まで 、 フ ィ ン ラ ンド 人 だ と か 、 フ ェ 
ア な 人 間 で ある と か 、 そ うい う 視 点 で レー ス を 
見 て こ な か っ た 。 し か し あえ て 言う な ら ば 、 た 
し か に 統計 が それ を 物語 っ て いる 。 と くに キミ 
・ ラ イコ ネン は 300 戦 の キャ リア が ある が 、 彼 
が 審議 委員 会 に 呼び 出し を 食らっ た 回 数 を 私 は 
片手 の 指 で 数 える こと が で きる 。 そ れ は レー ス 
で フィ ン ラ ンド 人 が フェ ア な こと を 示す 証 だ ] 
[「 ケ ケ ・ ロ ズ ベ ル グ は アグ レッ シブ な ドラ イ バ 
ー と し て 知ら れ て いる が 、 ク ラッ シュ を する よ 
うな ミス を いっ さい 犯さ な か っ た 。 ミ カ ・ ハ ッ 
キネ ン は 、 キ ミ と 極め て 似 て いる と 思う 。 彼 は 
走る こと だ け に 集中 し て 、 本 当 に 素晴らし い 走 
り を し た 。 ミ カ ・ サ ロ も 似 た も の 同士 だ 。 ヘ へ ヘイ 
キ ・ コ バラ イネ ン も ペナ ル テ ィ から 程遠い ドラ 
イ バ ー だ 。 バ ル テ リ ・ ボ ッ タ ス も 然 り だ ] と ホ 
ワイ ティ ング は 生前 に 総括 し て くれ た 。 
し か し 、 フ ィ ン ラ ンド 人 F1 ス ター た ち も ク 
ラッ シュ を 回 避 す る こと が で き な か っ た 事例 が 


ある 。1994 年 の ドイ ツ 、2014 年 の イギリス 、 


そし て 今年 2021 年 の ハン ガリ ー の 3 つ だ 。 
1994 年 7 月 31 日 の 決勝 は 、 後 に 世界 チャ ン 
ピオ ン に な る ミカ ・ ハ ッ キ ネン の 評判 を 下げ て 


し まっ だ な 。 予選 坦 の 段階 で すでに コー ス ア ウ ワ ト し 、 


決勝 を 8 番 グ リッ ド か ら ス ター ト し た 。 そ の ポ 
ジ シ ョ ン か ら コ ー ス の 内 側 の 狭い 隙間 を 攻め て 
順位 を 上 げた が 、 ウ イリ アム ズ の デビ ッ ド ・ ク 
ル サ ー ド に 追突 し て し まっ た 。 そ の あお り を 受 
け て クル サー ド が ティ レル の マー ク ・ ブ ラン デ 
ル に 追 誠 し 、 ブ ラン デル は 、 ジ ョ ー ダ ン の ふた 
り と ザウ バー の ハイ ン ツ ・ ハ ラル ド ・ フ レン ツ 
ェ ン を 巻き 込み 多重 クラ ッシュ に 発展 し た 。 
ハッ キネ ン の マシ ン が コー ス を 横切り ほか の 
マシ ン の 前 に 飛び 出 た こと が 、 こ の 混乱 を 生む 
原因 と な っ た 。 こ れ で 計 11 台 の マシ ン が リタ 
イア し た 。 審議 を 経て ハッ キネ ン は 出場 停止 処 


分 を 科せ られ た 。 

ロン ・ デ ニス は 、 審 議 和 要員 に ハッ キネ ン に 之 
大 な 裁定 を 求め た 。 公聴 会 を 立ち 去る 際 に 、「 す 
ご いよ 、 ロ ン は 。 献身 的 に 擁護 し て くれ た 。 あ 
の クラ ッシュ を 起こ し た の が 自分 で は な いと 思 
っ て し まっ た よ 」| と ミカ は 衝動 的 に チー ム 代 表 
に 話し た 。 

2014 和 年 に は キミ ・ ラ イコ ネン の 痛ま し い ク 
ラッ シュ が イギリス GP で の 1 周 目 で 起こ っ た 。 
18 番 グリ ッ ド で スタ ー ト を 切っ た キミ は アク 
セル 全開 で 攻め た 。 し か し 、 フ ェ ラ ー リ は 制御 
を 失っ て ガー ドレ ー ル に 衝突 し 、 マ シン の 後部 
が 吹き 飛び 、 ノ ー ズ か ら 鉄 欄 に 激突 し た 。 

後続 の フェ リ ペ ・ マ ッ サ の ウイ リア ムズ が 、 
スピ ン し て きた フェ ラー リ の ウイ ング に 接触 し 
リタ イア を 余儀 な くさ れ た 。 小林 可 夢 偉 も あお 
り を 受け た が レー ス を 続行 する こと が で きた 。 
| あの スピ ー ド で マシ ン を 制御 する こと は まっ 
た く で き な か っ た 。 最善 は 尽く し た が だ め だ っ 
た 。 ど うし て ペナ ル テ ィ が 科せ られ る の か 分 か 
ら な い 。 目 ら コ ー ス アウ ト し た こと が 原因 な の 
か な | と キミ は 不満 を 漏らし た 。 

2021 年 8 月 1 日 に ハン ガリ ー で ボッ タス が 


その 説 は 正しい の か ? 


クラ ッシュ し た 。 ハ ッ キ ネン は ボッ タス の マネ 
ジメント チー ム に 名 を 連ね て いる が 、 そ の クラ 
ッシュ は 前 述 し た 27 年 前 の ミカ の 多重 クラ ッ 
シュ を 想起 させ る 。 審議 に か けら れ た ボッ タス 
は 、 次 戦 の ベル ギーGP で 5 グリ ッ ド 降格 処分 
が 科せ られ た が 、 こ ご これ は ハッ キネ ン と 比べ る と 
軽い お 答 め だ 。 た だ 、 も っ と も 痛かっ た の は そ 
の タイ ミン グ だ 。 こ の レー ス の 直後 に 夏季 休暇 
に 入り 、 ち ょ うど 来年 度 の 去就 が 注目 され る 時 
期 と も 重なる こと に な っ た か ら だ 。 

ボッ タス は 、 1 コー ナー 進入 で ブレ ー キ ング 
に 失敗 し 、 ラ ンド ・ ノ リス に 追突 し た 。 こ れ に 
より ノリ ス は マッ クス ・ フ ェ ル スタ ッ ペ ン に 追 
突 し 、 後 続 も 巻き 込ま れ て し まっ た 。 ボ ッ タ ス 
は ノリ ス に 追突 し た あと 、 弾 み で セル ジオ ・ ロ 
ペ ス を 巻き 込ん で コー ス ア ウト し て し まっ た 。 
[あれ は すべ て 私 の ミス だ 。 ブ レー キ が ロッ ク 
し て し まい 、 こ の レー ス に 別れ を 告げ る 結果 と 
な っ た | と ボッ タス は 残念 が っ た 。 

ボッ タス の この クラ ッシュ で 迷惑 を 被っ た ド 
ライ バー 全員 に 謝罪 し た こと で 、 少 な く と も フ 
ィ ン ラ ンド 人 の フェ アプ レー さ は 最終 的 に 保 た 
れる ご . 軌 に な っ た 。 
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各国 モー ター スポ ー ツ 最新 事情 Lap.212 


現場 を 知ら な い 組織 に よる 規則 変更 の 弊 天 


組織 と 現場 に は 大 な り 小 な り 温 度 差 が 生ま れる も の 
今季 の F2 と F3 の カレ ンダ ー に つい て も それ は 発生 し 、 不満 の 声 が 爆発 


Translation : 神田 美穂 (Miho Kanda) 
Photo : XPB 


今回 は パドック に いる 全員 の 意見 が 一 致し て 
いる 。F3 や F2 の 関係 者 の あい だ で は 珍し いこ 
(2 の UE き 司 MWe20 の ar の ンジ 居 三 み く 9g 二 ze 
イザ ー が 決定 し た ふた つの 選手 権 を 別 日 程 で 開 
催す る と いう 案 に 満足 し て いる の は 決定 し た 者 
た ち だ け で 、 実 際 に レー ス に 参加 し て いる チー 
ム や ドラ イ バ ー の 満足 度 は 決し て 高く な い 。 こ 
の 案 を チー ム に 受け 入れ て も ら う た め に 、 
2020 年 に 行なわ れ た 会 議 で は 、 ひ と つの 課題 
に 焦点 を 当て て いた 。 両方 の 選手 権 に 参戦 する 
チー ム (10 チ ー ム 中 8 チー ム が 当て は まる ) 
の バジ ェ ッ ト を 大 幅 に 削減 する 可能 性 を 模索 す 
2394 の ee 華 5C2Us22U005 有 2 二 く の 国人 倫 目 
程 を 分 ける こと で 、 チ ー ム 内 に ふた つの レー ス 
チー ム を 作る 必要 が な く な り 、 人 件 費 を 適正 化 
ぐに 3 22 の 72EIU WV / こ 

の 3 の 0 る だ の コロ シン シー ババ カー ソ 
ク に F2 と F3 の 仕事 を 兼任 させ る の は 非常 に 難 
の ラーム 6 生 こ いた レー ラル 20 と ご 
CO 博康 | 叶 仙 の a 二 ジン ーッ 2 記 結 介 
次 の レー ス に 向け て 、 密 接 に 仕事 を する 必要 が 
ある か ら だ 。 | 結局 、 削 減 で きる の は 、 せ い ぜ 
い メ カニ ッ ク ふ た りく らい だ | と 、F2 チ ー ム 
全 家 の の とり) 言う 

2021 年 シー ズン に 浮上 し た マイ ナス 面 を 見 
て いこ う 。 レ ー ス カレ ンダ ー が 不 規 則 す ぎる こ 
と に 、 多 く の ド ライ バー は 不満 を 持っ て いる 。 
常に 最高 の 力 を 発揮 する こと が 求め られ る シリ 
ー ズ を 戦っ て いく うえ で 、 現 状 の 日 程 で は 集中 
力 を 維持 する こと が と て も 難し い の だ と いう 。 
の わる 上 の ドウ 06 の 二 は 5 語 レ 二 46 還 旧 
戦 を 戦っ た 後 、 次 の モン テカ ル ロ の レー ス ま で 
7 週間 も ブラ ンク が あい て 、 そ の 2 週間 後に バ 
クニ の レニ ス が ある の シル パニ スト ン は 6 
週間 後 。 そ の 次 の モン ツァ まで は 、 な ん と 8 週 
間 も あ いて いる 。 こ の チャ ン ピ オ ンシップ に 求 
め ら れる レベ ル や 経費 を 考え た ら 、 こ の カレ ン 


ダー で いい と 思う ? |。 さ ら に 、 モ ン ツ ァ の 後 、 


シー ズン 最終 2 戦 と な る ジェ ッ ダ の レー ス を 迎 
える まで 、9 週 間 も ブ ラン ク が ある 。 

シー ズン 開幕 当初 、 レ ー ス 数 は 昨年 と 変わ ら 
AdzP 二 20pP デー し <U0V の 2 
その 場 し の ぎ に 3 レー ス 目 を 週末 の フォ ー マ ッ 
ト に 組み 込ん だ た め 、 実 質 ド ライ バー の 走行 距 
離 は 減少 し 、 訪 れる サー キッ ト の 数 も 、 コ ー ス 
で 過ごす 日 数 も 減っ て いる 。 


F2 の カレ ンダ ー を 見 て みる と 、 バ ル セ ロ ナ 、 


ス XN 還 ウ タパス ドレ レッド アル リン ク が 舎 ま れ 
VAIOIO の 35 舎 ( 生 ニョ の カリ ルレ ョ 内 還 シル 
バー スト ン 、 モ ン ツ ァ で レー ス を する 機会 が な 
上 8 議 S 和 0 ま 0CO 2 スク ルン の Ia 
2 な の GIOSISIGUU の 1 
語 MN ン 0 の 寺 た に くう 【( こ ((jato0 こ と 
だ っ た 。 そ の メリ ッ ト が 失わ れ た だ け に と ど ま 
ら ず 、 な に より も F1 へ の 道筋 と な る ふた つの 
カテ ゴリ ー の レー ス を 同じ 週末 に 見 る 機会 が な 
GU ま C う 780 リ に 二 ス の ョ 72 の 自由 
いう 側面 か ら 考 えて も 、F1 の サポ ー ト レー ス 
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ロベルト ・ キ ン ケ ロ 


Roberto Chinchero 
FIA F2 や FIA F3 な ど 、 欧 州 の ミド ルフ ォ ー ミ ュ ラ 
を メイ ン フ ィ ー ル ド と する イタ リア ン 。F1 も 取材 し 、 
R. ク ビ カ と の 親交 も 深い 。 


と し て F2Z と F3 が 開催 され る と いう 長年 の 伝統 
が 失わ れ て し まっ た 。 ま さ に 、 モ ト GP の 世界 
と 同様 の 状況 に な っ て いる 。 今年 、F1 関係 者 
は よく こん な 質問 を する 。| 今週 は どの シリ ー 
2 の マツ IN に gSOVS2 1」 と 。 

F2 や F3 の チー ム の メリ ッ ト は ほとん ど な い 
貞 582G 二 22 ル 引 二 の クー ニュ ョ ッ ョ 5 三 
ジョ ナル や W シ リー ズ は 、F1 レー ス の 週末 に 
人 入り 込む 余地 を 見 い だ し た 。 つ まり 、 以 前 は 手 
に 入ら な か っ た “時間 枠 " に 満額 を 支払 っ て 、 
これ ら の シリ ー ズ は 居場所 を 確保 する こと が で 
きた の だ 。 こ の よう に 財政 面 を 取り 仕切 る 者 だ 
けが メリ ッ ト を 得る と いう の は これ が 初め て で 
は な い が 、 さ す が に 今回 は 強い 不満 の 声 が FIA 
や リバ ティ. メデ ィ ア に も 届い だ よう だ て の 
た め 、 来 年 は 2020 年 以前 の 状況 に 戻る こと が 
期待 され て いる 。 そ も そ も 、 こ れ ま で 何 の 問 題 
も な く 行 な われ て き て 、 変 更 す る 必要 も な か っ 
た の だ か ら 。 新た な 変更 に よっ て 、 多 く の 人 た 
ち が 失 望 す る こと が な いよ う 、 願 っ て や まな い 。 


3 上 
を P ・ 


田 買 い " の メリ ッ ト も あり 、 お 互い ウイ ン ・ ウ イン の 状態 を わざ わざ 崩す 必要 も な い 。 
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Text 


大 串 信 


Makoto Ogushi 


みん な で 考え る 明日 の モー ヨー スポ ボー ウツ 。 | 中 | 


多様 化 の 時 代 、 モ ー タ ー ス ボ ポーツ は どう 変わ る ? 


* ダグ ダ な が ら も 東京 オリ ン ピ ッ ク が 
際 959e027=。 ば く は 、 オ リン ピ 

ッ ク に 限ら ちら ず モー ター スポ ー ツ も 含め た ス 
ポー ツ 全 般 に 関し て 、 元 々 他人 の プレ ー を 
観る より も 自分 で や る ほう が 好き な 人 間 な 
の で 、 今 回 の 大 会 で どん な 選手 が どん な 活 
曜 を し た の か と か メダ ル が 何 個 獲 れ た の か 
0 の ei の UI 上 出 未 が 0 の Mall 内 
閉幕 し た いま で も まっ た く 知 ら な いま まだ 。 

た だ 、 ば ぽく は 今回 、 オ リン ピッ ク に | 選 
還 l 較 の (| 和 7 う 7EE 人 る れれ 坦 邊 時 ダー ス 
ポー ツ の 選手 と し て だ 。 

ご 存じ の か た も 多い と は 思う が 、 今 
IOC は 、 野 球 、 自 転 車 、 ボ ポー ト 、 セ ー リ ン 
交 SE 一 ター レニ ンジ ンク 8 つ 25 樺 目 の 国 
際 ス ポー ツ 連 盟 と 協業 で 『 オ リン ピッ ク ・ 
バー チャ ル シ リ ー ズ ] を 開催 し た 。FIA は 
その うち モー タニ 談 ポ ー ツ 競技 を 担当 し た 。 

5 月 半ば か ら 6 月 半ば に か け て 、 世 界 中 
の グラ ン ツ ー リ スモ SPORT プレ イヤ ー が 
参加 で きる タイ ム ト ラ イア ル 形 式 の グロ ー 
バル オン ライ ン 予 選 ス テー ジ が 開催 され た 。 
この 予選 ステ ー ジ か ら ヨ ー ロ ッ パ ン 中 東 / 
アフ リカ 地区 、 ア ジア 地区 、 オ セア ニア 地 
区 、 北 米 地区 、 中 南米 地区 か ら 計 16 名 の 
選手 が 選抜 され る 仕組 み だ っ た 。 

ぼく は 、 日 本 か ら こ の 予選 ステ ー ジ に 参 
加 し 、『 オ リン 剛 ッ ク に 関わ っ た 選手 』 と 
な っ た 。 た だ 必 革 も ちろ ん 予選 ステ ー ジ で 
は 日 本 国内 順位 で 1000 位 に も 入れ ず 、 あ 
えな く 予 選 で 敗退 し て 決勝 進出 は な ら な か 
っ た 。 そ れ で も オリ ン ピ ッ ク に 関わ っ た 選 
GE 人 We で で まかせ で も や ない 
これ か ら は 少し は 尊敬 し て も らい た いも の 
だ 。 < 机 細 6 か く 。 

決勝 で ある ワー ルド ファ イナ ル は 6 月 
23 日 、 世 界 各 国 16 人 の 選手 を 集め て 開催 
され 、 イ タリ ア の ヴァ レ リ オ ・ ガ カロ が 優勝 
し 、19 年 の 世界 チャンピオン で ある ミカ 
本 ま ヒ ザル (ドイ ウツ 川 が 2 位 、 フラ ンス 
の バテ ィ ス ト ・ ポ ボボ 静 が 3 伺 同 な 57 
年 の 世界 チャン ピオ ン 、 日 本 の 宮園 拓真 が 


SIDe あ 語っ )/。 

世界 の リア ル ・ モ ー タ ー ス ポー ツ 関 係 者 
NR 本 EXー ス ポー ツジ ツ / を ポリ ン ピ ビラ 
ク 競 技 に する の は 夢 だ っ た 。 そ れ を バー チ 
ャ ル ・ モ ー タ ー ス ポー ツ が 先んじ て 実現 し 
て し まっ た 格好 だ 。 

リア ル の ほう も 、 レ ー シ ン グ カ ー ト な ら 
ば オリ ン ピ ッ ク 競 技 に な り 得 る の で は な い 
か と 以前 か ら 語 られ て お り 、 近 年 は 電動 カ 
ー ト で オリ ン ピ ッ ク 競 技 化 を 模索 し て いる 
と が か いのり いら の まま 現れ が は た レ か 
に お しのい けれ ども 居 く は や うっ ぱり 自 
GoE WE コレ ルル Pc の 69My4w 
実際 の オリ ン ピ ッ ク に 話 を 戻せ ば 、 前 回 
の 東京 オリ ン ピ ッ ク に つい て は マラ ソン の 
アベ べべ だ と か 円 谷 だ と か 君 原 だ と か 体操 の 
チャ スラ フス カ だ と か バレ ー ボ ー ル の 東洋 
の 魔女 だ と か 重量 上 げ の 三宅 だ と か 、 い ま 
に な っ て も ちゃ ん と 記憶 に 残っ て いる の に 、 
直近 の 大 会 に 関し て は 誰 ひ と り と し て 活躍 
し た 選手 の 名 前 が 頭 に 残っ て いな い 。 
無垢 な 小学 生 と 療 れ 切っ た オッ サン の 感 
性 に 差 が ある の は 当然 だ けれ ど 、 じ つ は こ 
うし た 大 規模 スポ ー ツ イベ ント と 社会 の 関 
係 が 時 代 と 共に 変化 し た と いう こと も ある 
の で は な いか と 思う 。 今回 の 大 会 が 、 前 回 
の 大 会 に 比べ る と サッ パリ 盛り 上 が ら な か 
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の 必 LIV 忠 GT SPORT 


Avaiable OT Gran Turi い い 


っ た よう に 見 える の は 、 新 型 コ ロナ 褐 と い 
う 条件 の 違い は あっ た に せよ 、 も は や こう 
し た 国家 的 イベ ント が 時 代 遅 れ の シロ モノ 
選 が つて CU まう の らら か の 0 は ん いか 
お そら く 社 会 の 情報 化 が 進み 、 人 々 の 感 
性 が 多様 化し た た め に ひと つの 事象 に 思い 
が 集中 し に くく な っ て いる か ら な の だ ろう 
と 感じ る 。 こ れ は 何 も オ リン ピッ ク の よう 
な 国家 的 イベ ント だ け で は な く て 、 己 周 
ー ス ポー ツイ ベン ト に も 言 多 る ご ( 押 
60 年 代 の 日 本 グラ ンプ リ の よう な か た ち 
で 人 々 の 関心 を 広く 引き つけ る こと は も う 
で きき ながく な っ て 6 夫 

それ な の に 同じ 感覚 で イベ ント を 作り 同 
じ 感 覚 で 情報 を 提供 し て も 空振り する ば か 
り で 終わ る 。 と くに ぽく たち の よう に モー 
ター スポ ー ツ に 関す る 情報 を ファ ン に 提供 
する 仕事 を し て きた 人 間 ほ ョ よ ぼ ほど 思い 切 
っ て 頭 を 切り 換え な けれ ば あっ け な く 時 代 
に 取り 残さ れ て 、 そ の 存在 意義 すら 消 減 し 
KC IL まい 5 

IOC が バー チャ ル シ リ ー ズ を 開催 する 時 
代 に な る と は 思い も し な か っ た 。 変質 し つ 
つ あ る の は オリ ン ピ ッ ク ば か り で は な い 。 
モー ター スポ ー ツ も 恐ろし い 勢 いで 変質 し 
つつ ある こと を 肝 に 銘じ な けれ ば な ら な い 
時 な の か も し れ な い 。 
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前 号 に 間に合わ な か っ た こと 、 今 号 に 載せ きれ な か っ た こと 、 次 号 まで の 予定 まとめ 
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1 第 11 戦 ハン ガリ ーGP 予 


選 PP ルイ ス ・ ハ ミル トン (メル セ デ ス )、 
2 位 バ ル テ リ ・ ボ ッ タ ス (メル セ デ ス ) 、 


3 位 マ ックス ・ フ ェ ル スタ ッ ペ ン (レッ 
ドブ ル ) 

F3 第 4 戦 ハン ガリ ー レー ス 
1 岩佐 歩夢 (ハイ テッ ク GP) が 優勝 、 
計り Ni レラ 店 が 2 
ロー ガン ・ サ ー ジ ェ ン ト (チャ ロウ ズ ・ 
陸 還 シシ ンク シク クム リク 50 ララ シーラ < 
2 マッ テオ ・ ナ ニー ニ (HWA レ ー ス ラ 
ボ ) が 優勝 、2 位 エン ツ ォ ・ フ ィ ッ ティ 
バル デブ ャ 占め 3 信 回 Il シ ・ 
2 ペク 0 シン ) 
第 6 戦 スパ 24 時 間 スタ 
ー ト の 約 20 分 後に 4 台 が 絡む 多重 クラ 
ッシュ が 発生 。 1 時 間 ほ ど 経 っ た あと リ 
スタ ー ト が 切ら れ た 
Me 呈 記 間 八 シリ ー ズ 主催 者 で ある 


RU 証 0(5 世 ()2 ペ 2 ン c2 ルル) 


2021 年 シリ ー ズ の 開催 を 中 止 す る こと 
が 発表 され た 
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F1 第 11 戦 ハン ガリ ーGP 決 
1 半 計 HE322.0020280 の 測 (5 の 2 
が F1 で 初 優勝 ! セバス チャ ン ・ ベ ッ 
の ルレ 齋 (2 人 Ri ニン 0570 の (00 二 2 
SN ジジ 9190G EN リー 
F3 第 4 戦 ハン ガリ ー レー ス 
8 くい パッ の 用 こ 2 ーッ テリ ルク 


レー ル (プレ マ ・ レ ー シ ン グ ) が 1-2、 


ジャ ッ ク ・ ド ー ハ ン (トリ デン ト ) が 3 位 
第 6 戦 スパ 24 時 間 51 号 
車 ア イア ン ・ リ ンク ス (コム ・ レ ドガ ー 
愉 二 ラス トッ 王 三 導 セン 7 レッ ント 
ロ ・ ピ エー ル ・ グ イデ ィ ) が 総合 優勝 、 
32 号 車 チ ー ム WRT (ドリ ス ・ フ ァ ン ト 
寺 M22 ク ルン クル ンカ ルー リン ジテ 
チャー ルズ ・ ウ ィ ー ツ )、95 号 車 ガ レ 
ー ジ 59 (ニッ キー・ テ ィ ー ム ロス ・ 
ガン プ マ ルコ ・ ソ ー レ ン セ ン ) が 同一 周 
回 褒 了 NZ 3 人 だ 

第 4 戦 AP5 時 間 決勝 各 
クラ ス の 優勝 者 は 次 の と お り 。【ST-X】 
290 号 車 (浜野 彰彦 / 澤 圭太 川端 伸 太 
朗 ) 【ST-1】 2 号車 (飯田 太陽 ノ 高 橋 一 
穂 ン 加藤 寛 規 / 吉 本 大 樹 ) 【ST-2】 47 
号車 (星野 辰也 ノ 織 戸 学 / 篠 原 拓朗 / 浜 
健二 ) 【ST-TCR】 97 号車 (遠藤 光博 ノ 
中 野 信治 / 小 出 骨 プ 原田 健太 ) 【ST-Q】 
28 号 車 (蒲生 尚 弥 / 豊 田 大 輔 山下 健 
太 ン ノ 小 倉 康宏 ) 【ST-2】225 号 車 (野中 
誠 太 ノ 平良 響 ノ 区 長 実季 一 条 其 吾 ) 
【ST-3】39 号 車 ( 冨 林 勇 何 大 島 和 世 
ノ 石 井 宏 尚 ) 【ST-4】310 号 車 (坪井 奈 
細川 慎 線 プ 堀尾 風 多 ) 【ST-5】50 号 
車 (山西 康司 篠田 義仁 松村 浩之 ) 


8/2 [ mon ] 

F1 第 11 戦 ハン ガリ ーGP の 
決勝 レー ス 後 、 ベ ッ テ ル に 対し 規定 量 の 
燃料 サン プル を 採取 で き な か っ た た め 和 失 
格 の 裁定 が 下っ た 。 その後 チ ー ム が スチ 
ュ ワ ー ド に 上 訴 し 、 決 勝 順位 は ベッ テル 
2 位 の まま 暫定 扱い と な る 
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F1 東京 2020 オ リン ピッ ク の 
陸上 男子 400m ハ ー ド ル で 、 カ ルス テン 
・ ワ ー ホ ルム が 世界 新 & 五輪 新 記 録 で 優 


勝 。 ワ ー ホ ルム が 履い て いた PUMA 製 
の スパ イク シュ ー ズ に は カー ボン ファ イ 
バー が 使わ れ て お り 、 そ の カー ボン ファ 
1 の 主 罰 関本 の る 郁 り イク ミノ メル セラ クス 
F1 チー ム が 培っ て きた デー タ が 反映 さ 
れい た 

F1 ウイ リア ムズ は ダン ・ テ 
ィ ク トゥ ム と の 開発 ドラ イ バ ー 契 約 を 解 
除 し た 。 理由 は 明らか に され て いな い が 、 
2 ョ イク ドド の 人 ム 8I9 年 に レツ 9 ドア クア ル の と 千 
ニア 育成 プロ グラ ム か ら も 外さ れ て いる 
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還 記 リ e 斑 較 23 年 か の ら WEC と IMSA ウ 
ェ ザ ー テ ッ ク ・ ス ポー ツ カ ー 選 手 権 に 参 
戦 予 定 の アウ ディ は 、 新 規定 車両 LMDh 
を ファ クト リー チー ム で 走ら せる の か ど 
うか 、 戦 略 的 な 選択 肢 を 探っ て いる と い 
うこ の ァ 帳 多 ラウ 記 の ララ アク ドリ 己 喜 任 
者 は アラ ン ・ マ クニ ッシュ に な る 模様 

7 月 末 に スパ 24 時 間 で よ 
う や く シ ー ズ ンス ター ト を 切っ た IGTC。 
すでに バサー スト 12 時間 、 鈴 鹿 10 時 間 
が キャ ン セ ル さ れ 、 全 3 戦 の み が 組 まれ 
いる 汰 況 類 SROO の スラ カン シト 
ラテ ル は 2022 年 の フル 開催 に 全力 を 尽 
くら 刺 へ だ 
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E1 形 光 ツネ に ペレス の で 
ある アン トニ オ 氏 が 、 第 2 の メキ シコ 
GP を カン クン で 開催 すべ く ハ ン ガ リー 
GP に 赴き 、 ジ ャ ン ・ ト ッ ド や ステ ファ 
ノ ・ ド メニ カリ と 話し 合い の 場 を 設け た 。 

2024 年 の 開催 を 目指 す と いう 
OTHER 19 年 に わた り パ ー ト ナー 
シッ プ を 築い て きた ベン トレ ー と 、 ス イ 
ス の 高級 腕時計 メー カー の ブラ イト リン 
グ が 、21 年 末 を も っ て パー トナ ー 契 約 


を 終了 する こと を 発表 し た 
8/6 fg 
OTHER JAF 日 本 自動 車 連 盟 が 


2022 年 国際 モー ター スポ ー ツ 登録 申請 
一 覧 を 公開 し た 。 F1 と WEC が 10/7 一 
9 の 同日 に 組ま れ て お り 、 今 後 調 整 さ れ 
る 見 通し だ 。 ス ー パ ーGT は 全 8 戦 、SF 
回 RWCIIG ラ シリ ミン ツバ ン 6 上 
に 予定 され て いる が 、 最 終 的 な 決定 は 
FIA の 調整 を 待つ こと に な る 
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HNDYWM 第 11 戦 ナッ シュ ビル 予選 
コル トン ・ ハ ー タ (アン ドレ ッ テ ィ ) が 
今季 2 度目 の PP、 ス コッ ト ・ デ ィ ク ソ 
ン ョ (ナリ クト カル リン の 2 し Be 
は アレ ックス ・ パ ロウ (チッ プ ・ ガ ナッ 
ジン 中 が 人 5 
NASOAR 第 23 戦 ワ ト キ ンス グレ ン 
予選 ブラ ッ ド ・ ケ セロ ウス キ が PP、 2 
位 ジ ョ ー イ ・ ロ ガー ノ 、3 位 ライ アン ・ 
ブラ ニー と ペン スキ ー が トッ プ 3 を 独占 
陸 寺 だ 
還 還 ji, 較 較 第 3 戦 ソ ゾル ダー レー ス 1 
ケビン ・ フ ァ ン ・ デ ル ・ リ ン デ (チー ム 
ABT) が 優勝 、2 位 マイ ク ・ ロ ッ ケ ン 
フェ ラー (チー ム ABT) 、 ア レッ クス ・ 
アル ボン (アル ファ タウ リ ) が 93 位 

上 | 弟 5 戦 岡山 決勝 優勝 は 元 
嶋 成 弥 (佐藤 製作 所 KKZS 衣 TOMEI) 、 
2 位 徳井 広平 (フジ タ 薬 局 アポ ロ 電 工 高 
山 短 大 )、 3 位 宮下 源 都 (佐藤 製作 所 太 
KK-ZS) 
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INDYW 第 11 戦 ナッ シュ ビル 決勝 
223 力 の カン OZ 二 カ 0 mn リ クソ 
ン が 優勝 、 デ ィ ク ソン が 2 位 、3 位 に は 
=ー ペ の IIE シ ボク リラ (92 の トド レッ 
ティ )。 佐藤 丈 磨 (RLLR) は クラ ッ シ 
ュ に 巻き 込ま れ 25 位 
環 に カ 埋 議 ウェ ザー テッ ク ・ ス ポー 
ツ カ ー 選 手 権 第 8 戦 1 位 フ ェ リ ペ ・ ナ 
ツル の 2N25a ク ep ニョ レン シソ 
シン ョ アリ ラノ クノ 2 他 オ リャ レン ャ し 


ービス プ ハ リー・ テ ィ ン ク ネル (マツ ダ )、 


9 位 2 旧 シ ン ク スリ ルン ラン クー 
0 ンジ テリ シン ョ (ti ラテ ラッ ク ) 
NASOAR 第 23 戦 ワ ト キ ンス グレ ン 
決勝 カイ ル ・ ラ ー ソ ン (ヘン ドリ ッ ク ) 
が 優勝 、2 位 チェ イス ・ エ リオ ッ ト (へ 
ンド UU2 ク 3 他人 玩 2 ドリ 
ューJr. (ジョ ー・ ギ ブス ) 

第 3 戦 ブ ソル ダー レー ス 2 
マル コ ・ ウ ィ ッ トマ ン (ウォ ー レ ン ホ ー 
スト ) が 勝利 、 マ キシ ミリ アン ・ ゲ ー ツ 
(メル セ デ ス ) 、 リ アム ・ ロ ー ソ ン (レッ 
ドブ ル ) が 表彰 台 へ 


EN 弟 6 戦 岡山 決勝 元 嶋 成 弥 、 


徳井 広平 が 第 5 戦 に 続き ワン ・ ツ ー、3 
位 は ジェ ント ルマン クラ ス の ハン マー 伊 
澤 ( 令 和 雪合戦 ハン マーR 近 ハヤ テ ) 

OTHER マク ラー レン ・ レ ー シ ン 
ク (⑥0.0N0/ 2 に コウ アラ ウン 年 人 2 
カー・ シ リー ズ へ の フル タイ ム 復 帰 に 向 
け 、 ア ロウ ・ マ クラ ー レ ン SP チ ー ム の 
株 式 の 過半 数 を 取得 し た と 発表 。 長 期 的 
に イン ディ カー へ 参戦 し て いく 姿勢 を 示 
防 完 


8/9 [ mon ] 


幼 和 に ( 蘭 TOYOTA GAZ00 
Racing は 世界 で 通用 する 次 世代 の ラリ 
計 ド 20 の 還 る 入 OS 0 二戸 
ショ ン を 開催 する こと を 発表 。 募 集 は オ 
ン ラ イン に て 10 月 8 日 ( 金 ) まで 行 な 
われ 、 書 類 選 考 と 実技 テス ト を 経て フィ 
ン ラ ンド で 最終 選考 が 実施 され る 


8/10 rhe1 


GT300 クラ ス に 初 参戦 す 
る ドラ イ バ ー 等 に 課さ れる ルー キー テス 
ト に つい て GTA は 、 コ ロナ 宰 に お ける 
感染 対策 の 一 環 と し て 、 出 場 する レー ス 
ウイ ー ク 中 の 公式 練習 また は フリ ー 走 行 
実る 6 7 

画 ! に 7 眉 較 IMSA が 人 年間 25 万 ドル を 
支給 する ドラ イ バ ー 育 成 プ ログ ラム を 開 
始 。 多 様 な バッ ク グ ラウ ンド を 持つ 有 能 


な ドラ イ バ ー を 育て て IMSA へ 参戦 させ 、 


シン リー ズ の 活性 化 を 狙う 


8/11 wed 


EE ポル シェ は タグ ・ ホ イヤ 
ー・ ポ ル シ ェ ・ フ ォ ー ミ ュ ラ EE チー ム の 
来季 ドラ イ バ ー ラ イン アッ プ を 公表 。 今 
シー ズン と 変わ ら ず アン ドレ ・ ロ ッ テ ラ 
ー と パス カル ・ ウ ェ ー レ イン が 継続 起用 
され る 


8/12 thu 


OTHER 電動 ワン メイ ク SUV 選 
権 IExtreme E」 に 22 年 か ら 参 戦 す る 
マク ラー レン ・ レ ー シ ン グ が ドラ イ バ ー 
を 発表 。 北 米 大 陸 で 4 度 ラ リー・ ク ロス 
チャ ン ピ ピ オ ン に た 泊 い / だ タナ リョ ファ ウス 


ト が 初代 ドラ イ バ ー を 務め る 


8/13 [fg] 

F1 ハン ガリ ーGP で の ベッ テ 
ル の 失格 が 確定 し た 。 和 失格 の 裁定 に 対し 
7 ドン マニ ティ イン が 訴え を ん 起 た が 
棄却 され 、 チ ー ム は 控訴 し な い 決 断 を 下 
陸 だ 
玉 /:( 問 蘭 第 8 戦 ベ ルギー デイ 1 
(SS1-SS8) 1 位 テ ィ エ リー・ ヌ ー ビ 
ル (ji20 クー ペ ) 、2 位 クレ イグ ・ ブ リ 
二 ン II20 2 バリ 5422 0 クト ドク 
ナク (ij20 ク ー ペ ) 


8/14 rsat1 
1 りり 第 15 戦 ベル リン E-Prix 予 
選 1 位 ス ト フ ェ ル ・ バ ンド ー ン (メル 
民 誠 然 選 0Q 順 20 二 還 還 ウ ラ ン ンド 
(ニッ サン E ダ ム ス )、3 位 ノー マン ・ ナ 

(acI ペ ンコ 
INDY" 第 12 戦 イン ディ アナ ポリ 
ス 決勝 優勝 ウイ ル ・ パ ワー (ペン スキ 
入国 (2 ク 還 ツ ン ョ ( の 
ル ・ コ イン ) 、3 位 コル トン ・ ハ ー タ ( ア 

ンド レッ ティ )。 佐藤 丈 磨 は 10 位 

還 康 /(* 匠 議 第 8 戦 ベ ルギー デイ 2 
(SS9-SS16) 1 位 ヌ ー ビ ル 、2 位 ブリ 
ー ン 、3 位 エル フィ ン ・ エ バン ス ( ヤ リス ) 


8/15 sun1 

EE 第 15 戦 ベル リン E-Prix 決 
勝 1 位 ナ ト 、2 位 ロー ラン ド 、 3 位 バ 
ンド ー ン 
題 記 /( 議 第 8 戦 ベ ルギー デイ 3 
(SS17-SS20) 総合 順位 は 1 位 メ ヌー ビ 
ル 、2 位 ブリ ー ン 、 3 位 カ ッ レ ・ ロ バン 
ペラ (ヤリ ス ) 


INASAR 第 25 戦 イン ディ アナ ポリ 
ス 決勝 1 位 AJ. オ ー ル メン ディ ン ガ ー 
(02 021M ラ 10 の 2 シアラー 5( バ 
ンス キー) 、3 位 カイ ル ・ ラ ー ソ ン (へ 
ンド リッ ク ) 


8/20 fi 


| オー トス ポー ツ 」 No.1558 発売 


8/21 rsat 


王 いり コ e 据 議 し ・ マ ン 24 時 間 
INDY " 弟 13 戦 ゲー トウ ェ イ 


8/22 sun 


王 /* 選 議 し ・ マ ン 24 時 間 

一 Mg: 久 第 5 戦 ハ ン ガ リー 

琴 加 5" 闇 議 第 5 戦 ニ ュ ル ブル クリ ンク 
INASOAR 第 25 戦 ミシガン 

還 写 画 還 第 4 戦 鈴鹿 


8/28 sat1 
NASAR 第 26 戦 デイ トナ 


8/29「snn 
F1 第 12 戦 ベル ギーGP 
F3WWMWM 第 5 戦 ベ ルギー 
堅 cHA//e 華 第 7 戦 ブ ラン ズ ハ ッ チ 
SH 移 5 戦 も て ぎ 
SEUWM 第 5 戦 も て ぎ 
回 還 の 9: 較 第 4 戦 も て ぎ 


※ こ の ペー ジ の 情報 は 8 月 16 日 (月 ) 時 点 の も の で す 
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M O TO 人 RSPORT PO R TA L 


FROM PIT CREW 


念 束 の 問 の 夏休み が 終わ り 、F1 は 例年 ど 
お り ベ ルギー か ら シ ー ズ ン 後 半 戦 に 入る 。 
今季 F1 は 国内 外 か ら 「 最 高 に 面白 い ! 」 
と いう 声 が 多く 挙がっ て いる と お り 、 少 
な く と も 自分 の 記憶 に も ち 、 こ れ ほ ど 興 奮 
で きる シー ズン は な か っ た 。 ハ ミル トン 

メル セ デ ス の 底力 は や は り 凄 まじ く 、 同 
時 に 王者 と ほぼ 互角 の 戦い を 演じ て いる 
レッ ドブ ル ・ ホ ンダ フェ ルス タッ ペン 
の スピ ー ド に は 毎 戦 和 驚か され る ば か り だ 。 
一 方 で 、 今 季 か ら 移 籍 し た ドラ イ バ ー が 
苦戦 する 姿 も 気 に な っ て いた 。 一 定 の 結 
果 こ そお さめ て いる が 、 ペ レス や リカ ル 
ド ほ どの 実力 の 持ち 主 な ら 、 チ ー ム メイ 
ト を ベン チマ ー ク と し て みて も 、 も っ と 
活躍 する と 思っ て いた か ら だ 。 た だ 、 今 
号 の リカ ルド イン タビ ュー (36 一 41 ペ 
ー ジ ) を 読ん で 、 そ ん な ナゾ の 一 部 が 解 
けた 気 が す る 。 有 に 落ち た の は | 自分 に 
と っ て の 自然 な 直感 と 能力 | と | クル マ 
が 求め て いる も の | が “合致 し な い ” と 
いう 内 容 だ 。 複雑 な パワ ー ユ ニッ ト を 筆 
頭 に 、 シ ャ シー や 空力 特 陸 が チー ム に よ 
っ て 異な る F1 だ と 、 彼 ほど の 実力 と 引き 
出し を も っ て し て も 難し いわ け で 、 そ れ 
が ルー キー の 角田 裕 毅 で あれ ば な お さら 
の こと だ ろう 。 こう し た 類 の 話 は 何 も F1 
だ け に 限っ た も の で は な く 、 国 内 で 言え 
は 今季 の SF で 苦戦 する 山本 尚 貴 が その 
象徴 と 言え を る か も し れ な い 。 モ ー タ ー ス 
ポー ツ が いか に 複雑 で 、 残 酷 な 競技 で あ 
る の か を あら た め て 知っ た 。 (田中 ) 


令 炒 NASCAR トラ ッ ク シ リー ズ で 、 服 
部 茂 草 さ ん 率い る HRE (Hattori Racing 


Enterprises) が レギ ュ ラ ー シ ー ズ ン ラ ス 
ト 2 戦 を 連勝 ! 2018 年 以来 3 年 ぶり 
の タイ トル 奪還 に 向け て 弾み を つけ まし 
た 。HRE と いえ ば 、NASCAR トラ ッ ク 
シリ ー ズ に お ける 最 有 力 チー ム の ひと つ 
と し て の 評価 を すでに 確立 。 日 本 の 自動 
車 関連 メー カー や 自動 車 デ ィ ー ラ ー、 さ 
ら に 世界 的 な 企業 が スポ ン サ ー と し て サ 
ポー ト し て いま す 。 2 連勝 を 決め た ワ ト 
キン スグ レン は 、 レ ー ス スポ ン サ ー と 
HRE の メイ ンス ポン サー が 同じ で 、HRE 
に と っ て は “ホス トレ ー ス ” と な っ て い 
まし た (45 ペ ー ジ 参照 )。 イ メー ジ と し 
で は プ 還 選 ルウ ツア 三 の イ バンド 名 と 
ゴル ファ ー の 所 属 先 が 同じ と いう 感じ で 
す 。 全 米 生 中 継 の な か 、 そ こ で し っ か り 
優勝 する と いう “仕事 "を や り 遂 げ ま し 
た ! ( 笑 ) この 後 は プレ イオ フ (3 ラウ 
ンド 制 、 全 7 戦 )。 有名 動画 サイ ト に も レ 
ー ス 後 か ら そ れ ほ ど 時 間 を 置か ず に ハイ 


ドル リア レイ が 放 が か がり ま の 0 で 


miG200G<7SNSUD (MA TU 


号 か ら 読者 プレ ゼン ト の オン ライ ン 
Kb6SdokA 和 の 
プペ ー ジ が これ まで の も の か ら 変 わる わ 
け で す が 、 あ や し け げ な サイ ト へ の 誘導 で 
は あり ませ ん の で 安心 し て ご 応募 くだ さ 
い 。 ハ ガキ で の 応募 も 変わ ら ず 続け て お 
り ま す の で 、 お 気軽 に ご 投稿 くだ さい ね ! 
ちな み に 、 質 問 項 目 に 「 お も し ろく な か 
っ た 記事 ] と いう も の が あり ます が 、 プ 
レ ゼ ント の 抽選 に は まっ た 2 
ん の で ( 笑 ) 遠慮 せ ず 忌 憧 の な い ご 
を お 待ち し て お り ま す 。 の 当 


SPECIAL FEATURE 


CO 


On the ED ロ ピ 


た Me ] 2021 Formula 1 Review & Preview 
行 す る ハミ ルト ン 、 追う フェ ルス タッ ペン ーー 逆転 度 な る か 


WE RACEFOR ONE 


Race Review Round 1 - Round 11 
予想 外 続き の 展開 は レッ ドブ ル ・ ホ ンタ 躍進 の 証 


s 
それ で も 開発 は 続く 人 10 テ チーム テク ニカ レル アップデート ・ サ マリ ー 
写真 家 熱田 護 30 年 目 の グ ラン プリ 

ポ ボ ポテンシャル ・ マ ン Rd.6 -11 の ポイント 獲得 率 か ら 見 る 、 後 半 戦 “ 伸 び し ろ "予測 
[ F1 Sideways ] フェ ルナ ンド ・ ア ロン ソ 比類 な き 存 在 感 


* レ ー ス を も っ と 楽し くす る 
34 Round 9 ベル ギー ヌー ビル が 地元 で 狼煙 
35 ナッ シュ ビル は スト リー ト の 魅力 が 満載 
42 第 3 戦 AP ST-X は マク ラー レン が 初 優 勝 首位 戦線 変動 あり 
44 トヨ タ 、 「 WRC チャ レン ジ プ ロ グラ ム 」 “2 期生 ” 募集 ほか 
FEATURE 
semereso くり UBARU BRZ GT300 
22 EEJ20 型 エン ジン で な ぜ 奮 闘 で きる の か ? 
mm ず み 
武器 は “ 軽 さ と" 強 さ と 制御 技術 " 
ss [ 凶 上 イン タビ ュー] 雪 二 エル ・ リ カル ドド レネ ル は 導 け た の か 
rorrow- り p つと デル リラ / だ くう 7 らら つ 天 お 
ルマン 制 に 絞っ た 「 リ ヤ ウ イ ング レス ] 
ト へ 2 人 
mm コー スト コン セフト "? 
[ PART 2 ] 技術 ウォ ッ チ ャ ー 世 良 耕 太 の "リモ ー ト 見 分 “ 
WRC 2022 Rally1 Car “『 ポ テン シ ャ ル 先 読み ” 
60 
ハイ ブフ ブリッ ド 化 が 勢力 図 リ セッ ト ? 
2021 SUPER FORMULA /e /asr ppase now/ 
” 石 消 明 の 分 析 で タイ トル 争い を 天下 の ) や て さ / が 大 土 山 !2 
[短期 集中 連載 ] レー シン グ ド ラ イ バ ー 第 7 世代 イン タビ ュー 
し ニッ ポン の ワン ダー ボー イ た ち am 
ル 7 時 イ ーー- レー ス は 3 回 や め た 。 
78 [K-TAI] “戦う 汎用 エン ジン "の 奥深 き 世 界 
IRREGULAR 
28 レカロ ーー- KEEP THINKING TO WIN 戦い の 流儀 
sn ラリー ジャ パン を 楽し み 尽 くす た め の 「 必 勝 法 」 一 一 Vol.3 
WR カ ー ド ライ バー 7 人 の 素顔 
32 PCCJ 一 実力 伯 仲 の 好 バ トル を 見 逃す な 
REGULAR 
46 F1 DEEP NETWORK 
47 from Worldwide Pressroom 
48 全日 本 MS 会 議 
49 auto Sport BEFORE & AFTER 
81 [連載 ] クル マ と レー ス を 感じ る コラ ム ピッ ト ・ イ ン 一 一 一 いし いし ん じ 
82 PRESENT FOR READERS 
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Web ShoDp 


オー トス ポー ツ 公 式 通販 サイ ト 


SUPER CT 参戦 チーム の オフ ィ シ ャ ルキ ャ ッ プ を 
ご 紹介 いた し ます 
(autosport web shop で 販売 中 で す ) 


https://as-web-shop 


価格 : 各 5000 円 税込 


価格 :① ひ ②3500 円 (税込 
③5000 円 ( 和 ) 


価格 : 各 4180 円 ( 込 


価格 :①5280 円 (税込) 


価格 :3800 円 (税込 ②4730 円 (税込 ) 


PBuge07 /e/ が Cc の 7 527 


吐 ト 忠 Nm” 困 財 し お せ 還 責 っ S 
ン や いっ うり)p 臣 玲 品 喜 震 属 ペ ー ハ 
へ 心 ーー 全 章 也 で 7 RA 一 の 


の < く て ミー ドー お 物 玉 仙 狼 公 QjpH 


1 m 必 公 の や 王座 品 S 町 扇 司 ( ト 中 
YSQKYo ン る ち 将 で し っ ぃ o? ト JG 
絹 也 時 じ へ へ G 式 陵 @ ポ 斗 ” 畔 郁 
結 和 を RHRGHAZAIIK 人 SQG 骨 嘱 
いし 走 さ ーー ぐ で SR3DG し せ S ン トト 


52 


へ ローGK ふ て へ ハ 心 堪 写 G 貝 け で い GO 
JpG3.? 
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[過去 形 ] に 意味 アリ ッ 


リヤ カウ ル 後 端 に 「WE DIDN T WANT A REAR WING (リヤ 
ウイ ング を 付け た く な か っ た )」 の メッ セー ジ が 記さ れ て いる 。 フロ 
ント フェ ンダ ー の 境 に は 「MY OTHER CAR IS A 508/// ( 僕 は 
508 も 持っ て る よ )」 と 記し て ある 。 遊び 心 あ る メッ セー ジ を 見 て 思 
い 出 す の は 、 201 1 年 の F1 に 参戦 し た HRT F1 11 だ 。 フ ロン ト サ ス 
ペン ショ ン ア ー ム に 「DO NOT SIT HERE (ここ に 座る な )」、 へ 
ッ ド レス ト に は 「CAUTION / THIS VEHICLE MOVES VERY 
FAST. ONLY FOR PROFESSIONAL DRIVERS (注意 。 こ の ク 
ル マ は と て つも な く 速 く 動く の で 、 プ ロロ ドライバー 限定) と 書い て あ 
っ た 。 HRT は この 種 の メッ セー ジ に よる 話題 作り で 終わ っ た が …… 


ブラ ン デ ィング も ば っ ちり 


メル セ デ ス な ら AMG、BMW な ら M、 ア ウデ ィ な ら RS に 相当 する 、 


プジョー の 高 性 能 サ ブ ブ ラ ンド が PSE。Peugeot Sport Engineered 
(プジョー・ ス ポー ル ・ エ ンジ ニア ー ド ) の 略 だ 。 第 1 弾 は 508 を べ 
ー ス に し た 「508 PSE」 で 、 本 国 で は 20 年 9 月 に 発表 済み (日 本 
で も いい 知ら せ が あ り そ う )。 508 PSE は 前 輪 を 駆動 する 高 出力 の 
エン ジン に 加え 、 フ ロン ト と リヤ に 高 出力 の モー ター を 組み 合わ せ 
て 4 輪 を 駆動 。 エ ンジ ン と モー ター を 組み 合わ せ て 4 輪 を 駆動 する 
の は 9X8 と 同じ 。 セ レニ ウム グレ ー と 呼ぶ ボディ カラ ー に クリ プ ト 
ナイ ト と 呼ぶ 蛍光 イエ ロー の 差し 色 を 組み 合わ せる の が PSE の 特色 
で 、9X8 も これ を 踏襲 。 9X8 は PSE の 宮 引 役 で ある こと が 分 か る 。 
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も っ た いぶ っ て いる 「 フ タ 」 


ル ・ マ ン ・ ハ イ パ ー カ ー (LMH) は 技術 規則 で ダウ ン フ 
ォ ー ス の 上 限 と ドラ ッ グ の 下限 、 空 力 効率 (L/D) の 上 限 
が 規定 され て いる 。 LMP1-H で 3 社 が 激しく 競っ て いた こ 
ろ に 比べ れ ば 縛り は 緩く 、 ト ヨタ GR010 ハ イブ リッ ド と 
グリ ッ ケ ン ハ ウス 007 LMH を 見 て も 分 か る よう に 、LMP1 
時 代 に 比べ て 格段 に デザ イン 自由 度 は 高い 。 LMP1-H 最 終 
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期 の ディ フュ ー ザ ー は 幅 が 最大 1000mm、 高 さ は 最大 150 
mm に 規定 され て いた が 、 LMH は フリ ー。 9X8 は ディ フュ ー 
ザー らし い 主 張 が 感じ られ る サイ ズ に 見 える 。 気 に な る の 
は カウ ル 後 端 と ディ フュ ー ザ ー に 挟ま れ た エリ ア で 、 現 状 
は フタ が し て ある 。 実車 は 貫通 させ て くる の だ ろう 。 (フタ 
を し て な いと 、 有 臓物 が な いこ と が バレ る か ら ?) 


空力 の 前 後 バ パラ ンス 調整 は 何で 行なう ? 


娘 ,//O9 //7/00257797 709772 ガ 


9X8 は リヤ ウイ ング を 持た な い 点 が 、 外 見 上 で も 機能 上 で も 最大 の 特徴 だ 。 規定 さ 
4075200 ン 2 介さ SO000552 2 5 の 回 06 人 9 0650 UOO の 0 ク 
を 取っ て し まえ 。 そ の ほう が 世間 に 与え る イン パク ト も 大 きい し 、 と いう こと な の だ 
ろう か 。9X8 発 表 直 後 の 世 間 の 騒ぎ 具合 を 考え れ ば 、 こ の 作戦 は 成功 と 言え る だ ろう 。 
リヤ ウイ ング は ダウ ン フ ォ ー ス を 発生 する デバ イス と し て だ け で は な く 、 空 力 の 前 後 
バラ ンス を 調整 する 装置 と し て も 機能 する 。 そ の 役割 を 別 の 何 か で 受け 持た せる と 思 
われ 、 実 戦 仕様 で は その 何 か が 明らか に な る は ず 。 3 本 の 爪痕 を 模 し た リヤ ライ ト は 
ショ ー カ ー の よう な 趣 だ が 、 将 来 の 量産 車 に 採用 する 技術 を 先取 り し た 格好 だ ろう か 。 
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332J 全 叫 泊 責 ぐ 篤 っ 7? TJ で や I 記 一 
し ゃ 所 を 軸 ロ 多 の で し じ 胡 貴 つ 旬 本 論 く 
ー ハ し 玖 で ” mWGTK ベ て 公 会 富 語 帳 ン 
い マ ント JJ 会 で” 環 舞 細 二 S り 6 所 7 
楓 民 且 エド ボー ゼ 。 本庄) 
ヽ を I ト で トロ リー ロー し 半生 
尽 必 へ い ド ボーK 巡 喧 和 を 入っ 公選 由 ポ 
ィ 3 叩 リン ス っ? HK ロロ こく IhNK 篤 避 NQ 
けけ 本 ご MK 光 し 。 N で 全 ト へ 私 ー ド ベ 由 ト 
G 陣 国 ロ で 公 3 選 "NG 妃 氏 。 了 イ 
ふぐ エ さ く K 且 上 〇 ロリ 層 Yo で Ne で 見 7 


則 1EM 
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エ 他 さり CS8HK ロ く SINK 調 軍記 ドキ 


NN ロ ヘ て NH ロ HAN 入 ーー で で ら 條 払 そ ハ 
昌 求 つ ^ 避 の 会 スト て 史記 ue の) 
部 現 公 場 記 で し 8 つつ 会 つ ^ 近 惑 
人 は パ さ で さい ロー て トロ ハー 二 項 を 閑 
民 RG ミー ミー 倒 結 つ Q で "ボド ホ ト ー ン や 
地 舞 し WS つっ JSN0 っ J)” 日 トロ 中 へ 
K 会 で 唱 届 慌 唱 直下 を セン So っ J 失 
YA まこ 9 

| 選 R じ "モレ ゼ 衣 うつ し 本 


S ユ か で へ ハ 心 会 引 選 科 選民 つ し っ ne? 


に っ J り HAN 入 エ テー 下味 
ー で やむ で て ハ へ 心 多 入 恨 天 け 寺 舞 つ し っ tG 
+6n い mete 公 ヘー ド ぶ 個 国 GN で て 
へ 心 ヘ イト ドイ て レー う 放 し 咽 人 で で 
3Q ト JJ 全う っ 索 つ っ ヘ エ そ へ 心 喝 地 
掴 つ し っ で” 本 IESGNTHK 尽 受 〇 
3) や 本 と 葬 SNeT ト ま そし 選 豆 記 
提 ら し っ XX そ ハ か ペー ハゼ ぜ 相 忠 品 り 
S さ で ご ^ モロ ハー ゼ 端 薬 ロ 半 Q 二 会 で 
レス っ te? でも お ャ と で や 0 穫 かそ ハ 
ふさ か しゃ 叱 所 し 台 間 回 全 全 で 
言 三 つ し っ ie@" 受 上 ドー で て 
心 公事 rct@G ぜ 了 朱 Gy Th 
ゴー 中 一 釣 志 は 6N6 以 心 へ トド ー ド 選 
(ee や る te さり ee そく 

ジ JIJAQ1 は 416N63)" スエ m そ ハ 心 
G も で KK を 琶 天 は いっ し 8 画 電 py 
IlHNF 必 中 モエ nー ュ J 受 上 〇 お ャ て レ 
紋 神 会 堪 む で レス っ on” ふ ミ ドレ 
則竹 GH ト ロロ ネ %S 設 華 め 8 で 8 本 


編 *o で Ne くそ 和 か つか と に ト くつ 
PIN 人 AH ペー6 赤 間 半 全 避 記 SG や G 
25 一 へ G く こい 人 込 へ や やり 司 で で 妨 
受 〇 つ (ロー ふ ー) っ こく 人 上 ト ユー ゼ ぜ つ 
〒 同 旦 国 シロ 貞和 全く て か つや を へ 
く < 上 ト さ HH へ へ へ 伸二 G 尼 民 束 映り 
棚 記 いい ト へ だ GIIAH ペ ホー ゼ ば モリ 
敵 公 で Ne NG 燕 束 剖 全 生玉 SG 怠 ロ 
葉 し 玖 ご ^ mUINー6 届 民 ポロ ロジ H ト KT 
和 ト ー い 会 補 お /Q で し レ っ te? ヤキ JJI ト 
へ 日 ふ ー 刀 則 ン ト JG 幅 弄 I い ユー ロロ 
く レ ハハ へ し じ お 1J ン | 回 。 コン リロ 呈 
到 つ っ や 6G し ゃ で う っ? 如 補 つつ 7 日 へ 私 
へ 8 で し S ン | 受 の つら こく 本 ユ ユー 
EE 策 や 思い 8 代 スヤ A 避 を 年 ハ トト 
て ミロ っ で で 侯 つ I い h ユ ー し ゼ 距 折 
IO SESA ま こ h ュ PS7AGE く まま SI 
NG 尋 S 8” っ 会 り 雪 慣 中 唱 更 r く 
で 所 ン 公 移 超 志 人 組 訪 Ne 上 
公 SN6" 

表記 トト さ は やり トド 葉 も で IGRHMK 
吾 茶 二 衝 NO 人 8 で や しゃ や で っ Ss っ ? 
ト 中 ー ト ホー” 尽 ) 公 形 叶 し じゃ 
S き っ 信 っ J 提 mete38 役 97 トマト ロー 中 
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力 衣 5 衣 7 


6 月 の フィ ン ラ ンド で の テス ト 。 ヤ リス の エキ ゾー スト 
は 平たい セン ター 出し か ら サ イド 出し へ 。 ハ イブ プリ ッ ド 


気管 を 通せ な 


排気 


プー マ も セン ター 出 じ で は な く な っ て いる 。 


お よび 冷却 シス テム の た め 、 セ ンタ ー( 


く な っ た ? 


2 


MAK 呈 1 どじ 


No 。 
人 
MO た 

7 


Ip, 4 


で と 
の ルン 人 。 


- DC に 


デ 、。 ば デ Ja * で テテ な 
ロン Op 二 や ハ ン ゴ ァ ceik3 
が 。 テー の ュー っ ルン て 5 


本 用 /7///7/24/ 


ー で や で 〇 唱 民 に 6 代 KR 還 ン 庄 S 十 
記 - ベ エ む で へ ハ 心 良明 玖 他 人 KeTJ ュ ) 
や し 人 紅 っ 公 丸 AJnm こ くく ヘー ペン ミ 
公 Q ぐ 6 本 人 S6 環 MK し 和 S い ひし じゃ 医 に 6 
KJ ツン < 埋 や NTJJ 全 し で 8" 
SNQ0 咽 所 へ い ド ー ド に 青 忠 齋 貴 <Q 
で NeoG し ゃ で っ AOO 名 で いつ 刀 
忠 シ エコ K 利 トー ドル G ユ そ 臣 口 設 史 
論 人 SN0J NG 上 t 甘 公 尽 を の 握 貞 瞳 
Rs レン NG * 

ホ ャ ンー ハト ー ふ 臣 つ し せ ” 四 
共 て 6G や 6 全 や で Jp 聞 ン や 
ミーhm 革 GiIh へ ト ・! ト ミ 必 の す 
田 2 っ や や IN@” 忠 層 G エ IhK て | ト 
K て し 担 Ne// ロ ー ミ ドー6 親 染 束 美紅 
つや G 乱 色 。 8NQ ン ト J で 視 選 品 
Si ト 払 そ 和 へ FJG し ゃ 公 S 


居 用 /7/7/727 


IN 人 勾 *%% ン ー スモ そ へ や G 
m そ へ ヘ 和 や へ か ロロ 玖 人 で NeRHMKG 吉 で 
Jp 無 男 つ レ つい” ヘー ド 公 中 に ドイ 1J 
_JJFJ で 日 ト で HK て ハ トー 心 中 
ハ 史 天 黄 0 や し レ ゃ レス っ otn リエ 
つく や S 和 や つも で 3 己 幅 出 末 け パ で 
田 っ 符 某 SS の O レ っ ン ゼ 生 7 1 選 に 
Sm し 査 唱 需 素 0 シコ で ご] hn や 
公 王 結 捉 晃 じ G 必 心 へ トド ー ド 喧 け 
結 '" 展 で く で hGRHMK 咽 東 要 を つ " や 
GS 杏 で wun6 シ 下 甘 選 NGkJJ リ は 46 ひい レ 
3pPw か へ へい ドー ド に 別 6 いつ つ し っ ぃ G 
GS し ゃ で っ 公 c で 。 うっ で 選 早 時 や し 
Neo_ NunoS で 36 4 ト ヘ て へ 
G 溝 楽 勾 眉 嘱 や で 刀 の つじ しゃ 没 琴 せ 
操 品 さや 選 mG 環 甘 に 敵 環 NG 公 
JpD つ で や っ" 

4 本 表 咽 葉 qHG こく かれ つか と ヘ ド K ト 
はい 0 うつし" と で GT へ くい て ・ 
いき 772 ぐ さい 生 a【 さ PT ささ いう kz1103 汐 と 1PE く 
いし 3Q で ^ 圧 争 凌 で せき せ SN 会” 控 編 つ 
MG 電 ト ベイ 会 柚 模 半 人 ぐ で し っ 067 
ぐ の ・ の 芝 こ G こ 人 I ト ユー コテ ハー 


ー” ツ やつ し レー の で 錠 ( 失 の oO) ヽ 


で <h で や や 。 会 宮 入れ かさ SA に K 上 ト 
くさ 代 会” 環 に ビ ミ エ ドー 公理 性 堪 和 
吾 崩 Ne 一 ・( 〇 ON 個 押 個 記さ 浅 記 ホ ー 
時 4m で や で 387 嘱 し oO の ご 昌 
RG くい ー っ JSSh0T JJ で や 是 泊 耶 
っ 幅 民 公定 上 吉 xene で で し ば る っ ? 
こ ^ ト ユー 李 咽 会 足し っ 0 丸 S" 

中 っ K ト ー 込 し る うし 3p し 6 る っ 公有 醒 
収 い トー ベー 公太 坦 古 kJ) せ に 区 章 
*” HH へ へ 選 セ くし 腸 居 只 むし 提 h 
ト !J ュ JpD 耶 王 " NG 丸 人 S エー で や 避 ロ 
衣 MKHY ペ ヤー 選 ihhHTY (回 寺 つ で 


HY ミ ヤーwHCTJ ュ )) 全 由 朋 人 SNG 
公 AZ7/H ユー へ AT AN 振 下さ 寺 56 詞 
公 で で 上 中 TK て 公 公 公 NO ニ NN 
エエ 〇 て ンー ゼ S の 公選 静 咽 層 証 
へ や wo 遇 康 叶 押 つ ′ NuhJ 仁 < 商 
穫 各 虹 長 つ し っ io? jp ュ Jp3W 主 証 還 
喘 似 人 SO 妃 で や 届 包 公 。 NTJ 筐 
け 倍 つこ 只 で 妃 5 7iNv < 座 
けけ くそ 中 SS50 し 出 眉 順 隔 N 
OS っ 3) っ ” 時 表記 時計 
ぷ 頼 丈 SS 全 <Q” 悪 褒 居 紐 日 束 
つ し っ ン と apYSNe 6 で 完結 
コト ン 畠 く 終 臣 宗 へ ) 5 OhJAJJpJSS 
路 忌 せ 也 電 じ 回 碗 震 G う っ KN 加計 
* 只 四 つ 1 も で) 2 で JAJSJAOO5D 
Ca っ Jap 中 つ ロ ーK 皿 回 \@ お 
ー ャ トー) 期 っ に を 調 固 KS 
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うり 節 で 〇 レ っ ン 必 ユー し 回 4) 朱 色 
らく こ I 届 へ KUNjJ) 壮 つ マ / 陳 潜 
居 い ー ド ベー 窓 伝 公 eUWO JNI っ 上 
JO て ミ 必 移 祝 殊 っ せき て hw CO 
いけ や 江上 期 hwSNG 梨 を 選 Ne 
っ ロー トー じ 莉 塵 人 己 委 癌 還 0 
ペーKI ト ト を ドー ミーKI ト KBO 守 容 6 
さ ^ ふさ ミド G 千 部 て ミ い ふじ 閉じ 個 づ の 


っ JO 中 回 つじ っ 刀 本選 トー ドー 3 
mMEQ で SS お で 3 百 扇 や を 三奈 は 
Ne Gt Ih ユ ーSQ し ゃ 6 凌 の 


つや 公 SN0G や 円 他 思 7 

HANA へ BC うし じゃ ” 福 掲 G て で 
皿 ! ビ 且 エ ドー で 陸 介 各紙 隊 NG 例 。 で 
コ の ( ト へ 必 AKI トマ) 3 本 遇 
へ TH こさ か や ぜ OQ で 。 毅 失 で 6 
っ し pm ーー へ へ 心 ・ ト ロー 日 ミ K 
全球 注 本 Ne こ で て ド 表 族 4m 突 毅 族 球 
77 か い K つ や や 6 枢 だ SS で 8SQ 
Ss っ? TK て 冠 祝 G 尋 人 S。 人 ト 選 の 員 還 
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問 人 の に 6 細 2 人 0 計 る 年 前 天 太 務 は 

も 完 注 が ア 抽 還 以 還 遇 だ 肌 所 還 エ 

な 成 力 ら ク 中 還 還 0 II 全 = トン 

く 形 し も チ 計 語 加 還 四 陣 明 証 旧 に 二 ンジ 

そ に て  Y 請 旨 議 還 還 田 貞昌 還 NI ロ 

の 近 い ハ ョ 生還 2 衣 肖 本 ポ て グ の 

次 いる. イー 隊 還 四 生 和仁 の 「!| 開 

を タ 引 記 記 有 間 軸 押 較 遇 上 2 の た シ 発 

現有 訂 請 抽 生 較 還 日 還 上 明 ラフ め = ョ が 

す プ 呈 較 績 生生 回 胃 四 い 馬 上 証 7 

は の 2 本 語 計 の 還 軸 3 義 | 各 期 結 

RIRSGD 5 すす. 議 ら 上 発 国 ! マ 限 さ 
Better sde Impact protecdlon 泡 スズ そ ンプ リ に 重 1 影 カ 還 は れ 
トト レン 「 加 人 所 。 視 厳 "| ユ 今 る 

軌 還 人 の を マ る 本 昌 上 挫 生年 " 

3 MR beneem 間 症 還 且 贅 三 フン 遇 間 了 9 避 メ の て 

ーー 0 補い ユリ 肖 伯 を クッ / の 


Seaied carban fibre housing 


バッ テリ ー は 、 ハ イブ リッ ド 用 の も の が セル 内 に ひと つ 、 別 途 現 EE 
行 WR カ ー と 同様 、 リ ヤ に 普通 の バッ テリ ー が ひと つ 積 まれ る 。 多 還 / 』// 4 
4WD 車 の ギヤ は 5 段 の み で 、 セン ター デフ レス と な る 。 これ に よ 

り 、 現 行 車両 より も 曲がり に くく な る と 予想 され る (ちな み に 、 勝 

田 足元 が セン ター デフ の な い R5 車 両 で 走っ て いた と き は 、 無 理 や ラテ スト で の フー 

り 曲 げ る よう な ドラ イ ビ ン グ が 必要 だ っ た と 語 し て いた ) 。 ギ ヤシ 0 NN 
20 21 へ に BBN パ ドル ン フ ト で は な で 、 マ ニ イン グ ま わり の ほか 、 リ ヤ フ ェ ンダ ー と 完全 に つなが っ て いる サイ 
語 夫人 eessohtildSh2OU2AS 40、 ツ スベ ペン ン ドス テッ プ な ど が 大 き な 変化 。 サ イド エア イン テー ク は トヨ タ よ り 
ョ ン パ ー ツ は Rally2 (R5) に 準拠 と な る 。 も 小さ め 。 そ の 下 側 に も エア イン テー ク (アウ トレ ッ ト ?) が 設け 
られ て いる 。 ボ ン ネ ッ ト の エア アウ トレ ッ ト は 発表 時 の や や セン タ 
一 寄り の も の か ら 、 左 右 ギ リ ギリ まで 寄せ られ て いた 。 


ハイ ブリ ッ ド シス テム 冷却 も 焦点 
ドラ イ バ ー が 任意 で 電気 ブー スト を 
変更 する こと は 不可 


/Z/ 7 月 7 


サイ ド エ ア イン テー ク は 現状 で は か な り 小 さめ 。 タ ナッ 
ク は 、 サ スペ ンション の 基本 ジオ メト リー の 設定 な ど 、 ゼ 
口 が ら 自 分 も 開発 に 参画 で きる の で 契約 を 更新 し た と コ 
メン ト 。 現在 の ハン ドリ ング は 不満 と いう こと だ ろう 。 


に ドミ ーー の ず HUNDAI 


『『 5 
MnW2 較 時 の 人 = 2 
ント anhSnー ua& 避 っ 地 べつ や < 


952 ラク ノー/ て AE 一 の 4 
ao 拓 G 民 で me 基 是 98 生 。 
EE amo 瑞 由 轄 東和 eo ニー さ 括 や SR 
本 繁昌 雪 An 無根 要 全 寺 
1O に MLHHGE oe 暫 pY ) 
ー 革 マー AU OO 呈 名 (MaSarU RA Tarmur9) 
ae や ソー "の の Pnoto Goto) い 田 芝 共 (⑯ 
rex 可 拓 で nesh) 欄 夫 
本 内 (Nor97 
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〇 
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中 
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中 明 し 、 シ 


と を 
ラ を 引退 。 昨季 まで は 


前 線 で 戦い 、 今 和 李 は セル モ ・ イ ン ギ ング で チー ム ア ド 


ーー 
て 一 


さこ ユ 


に 


フネ ホピ 


バイ ザー を 務め 、“SF の いま "を 間近 で 見 続け て いる 。 


1981 年 4 月 23 日 生ま れ 。2015 年 と 17 年 ( 


い を 漂 じ て 2 位 に 。「 ま だ 戦え る 」 


ー ズ ン 終 了 後 ( 
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が 衣 ///C/72// 


ーー 間際 で 味 J ま へ 弧 G 
己 臣 上 R ( 還 更 ) 遇 叶 " 末 映 ( 紅 也 
環 ) 唄 由 貴 析 (HU 環 ) 踊 WHG 1 癌 @ 
両 *% つ ペーK し 6 引 うう ン ロ 臣 貝 喘 
HG 3) で SS 某 記 し じゃ 4rmC で や 史 く レン 
Ne 紅 YO 会) し 正明 品 じ しゃ” RK 悪 @ 潤 
琴 M 乳 記し や | 歯 思 喘 由 29 せつ の 名 
ご 会 0 し し っ 1G う ) 悩 の 」 

K リ ー ン と や 赴 | で 会 <Q00 ペーK し ゼ 
時 や 全 王 Ne@ つ っ 6 や 弄 政 G” < 
6 上 思 せ 玖 Yo ペロ 細 * も 会 六 N6 っ )” 
粗 全 臣 せ NG” 

[一 結 JS つ し 生 ひ っ) 細 ン っ NeG ゼ 7 
S 会 名 会 旨 つっ 6 公国 時 GS の LL (ベー 
< 一 ドー//H 邊 ) 伺う 困っ つ 必 "5J 
6 中 ー ス や に 貴 握 紅 帳 引 ロー に K 刀 快 
軸 つ る 心 1 | 度肝 只 を ひし うし "NG 
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" 同 サー キッ ト で 連戦 "の 重要 性 。 「 1 戦 目 の も て ぎ で 見 えて くる 」 


"NG 肖 Q 括 し 悪 論 つ 忍 歯 思 
喘 HHap 湯 刈り 財 人 で ? 8 っ mh 
へ へ 心 雪 さ べ や 4H 号 隊 公 品 欄 し 
は ) 
ぐふ で じす 遇 幅 唱 寺 らく" 
て 町 必 各 和 うつ し ゃ 公 紅 で セ 1J) つ JJ し 
セ ? QOー の 革 B 昌 人 ( せ て ) 
喘 由 公 編 陣 レ て ふ 夫 忠 HG 吐 喘 oO 
邊 中 ロス で SQ を SS を 條 ぐさ し っ 
ン の っ し ゃ 食べ] 

| 民 や し 0 可 つ し レポ 環 下 て 
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で し っ hG 
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銘 鹿 過去 5 レー ス の Top10 「 旋 回 性 能 の ホン ダ 勢 」 と 石浦 ボロ に する よう に 、 鈴 鹿 で の ホン ダラ 勢 の 速 さ は 大湯 も 結果 を 残し て いる 。 し か し 、 決 勝 に な る と ここ で も トヨ タ 勢 が 浮上 。 平 
リン 飛び 抜け て いる 。 な か で も 今季 の 第 2 戦 で は 福住 の 速 さ が 突出 し て いた 。 バ 川 、 関口 も 表彰 人 台 に 食い 込ん で いる 。 現 時点 で の ラン キン グ ト ッ プ 5 は 、 も 
ー ス ト に よる 離脱 が な けれ ば 、 間 違い な く 独 走 で 優勝 し て いた だ ろう 。 野尻 、 て ぎの 2 戦 を 乗り 越え 、 最 終戦 鈴鹿 で 決着 を 迎え る こと に な り そ う だ 。 
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和 折 ポ 由 人 EF 泊 8 BI 半 還 本 人 
福住 仁鶴 福住 仁鶴 4 坪井 翔 小林 可 夢 人 野尻 央 紀 
福住 仁鶴 牧野 作 袖 5 大 津 弘樹 野尻 智紀 國 N. キ ャ シディ 
小林 可 夢 偉 軒 小林 可 台 偉 山下 健太 6 山下 健太 石浦 宏明 国 本 座 交 
大 湯 都 史 村 塚越 広大 平川 亮 7 平川 
Ks 上 か teim 計 EE 
国 本 雄 交 国 本 湊 交 9 大 嶋 和 也 山下 健太 小林 可 夢 信 
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S1 
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り て ?2 多 え 重 れ ら ルリ り 戦 戦 て そる 法 II 92:250 
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GIIG だ IN シー れ 込 速 速 目 サ も 性 も 時 c 駐 較 20 平川 亮 77yY774 26"408 35"990 62"398 
0 2 2 いり 5 OCG IE は SE た 9 - 。 
こ イ り リ り パ いそ 勝目 破 ま れ 思 か ツ ま る ム は に 斑 64 大 湯 都 史 樹 26"368 36"041 62"409 
ee NMSM2 II IM の UM CI WO 2 NR2 2 (6 
だ ルル 月 う が す で が 8 る し か また で 間 思 よ 千 2 六 較 37 宮田 和 朋 36"112 62"437 
ろ 和 争 末 だ コー いで 月 の "つつ す チレ を いる 変 7 6 笹原 右京 
= こ 右京 26"491 35"956 62"447 
うい の 一 今 の 9 ⑳ 避 思 人 久 。、 II OS 6 
S の 第 と 年 の あら っ きい ま 2220U ム へ 生 ハ iD まこ に 玉 還 36 G. ア レジ 26"456 3 62"724 
ラー ヽ 下 記 ゝ 渦 ご ーー 又 
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号 ェ ーー NVY4N トド 、、、 ヨ ao 
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S1 の S 字 は ダウ ン フ ォ ー ス が 欲し い 区 間 。 対し て S3 は ドラ ッ グ を 減ら し て 最高 速 を 伸ばし 
た い 区 間 。 鈴鹿 は |「 そ の バラ ンス を どこ に 持っ て いく か が 重要 な サー キッ ト ] と 石浦 は 言う 。 
また 、「S1 が 速い の に 、S3 も 速い と お 手 上 げ ] と も 。 上 の 表 は 今季 第 2 戦 で の 予選 を と お し 
た セク ター ベス ト の 合算 タイ ム 。 そ こ で 福住 と 野尻 が 抜き 出 て いた 。 そ し て 現時 点 で の ラン 
キン グ ト ッ プ 5 が その まま 並ぶ 。 クルマ の 仕上 が り の 良さ を 、 す で に 示し て いた わけ だ 。 
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ー 


と の や り 取 り は 英語 だ が 、 つ い 何 も 考え ず ( 
出 て きた セリ フ だ と いう 。 後日 、 母親 か ら 「 も 


が っ うた 。 


葉 考え や ] と ツッコ ミ 


表彰 台 で は 、 後 ( 


吾 


うま を 


F1 ドラ イ バ ー と な っ た アル 
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居 地 nw 稚 の 0 で し っ っ 6 公 G 公 人 QS 公 
8? 会 刀 針 ペーK2JS2JS 半 さ し 
っ いし] 2 っ QNS 層 是 全 で で 層 つ さ セ 
$ 各 し” で っ 略 隊 ロ カ条 忌 い し つっ あつ 
如 全 っ SQ0 0) 戦 ペー ゴロ 
雪 8 0 88 邊 科 し ” 要 打 世 つ 証 
公 で る う J 昭 っ も 
ー 一 刺 葵 8 隊 屋 更 回 じゃ 昌和 
据 つ 公 ひ SQ し ば で っ 公 う の 熊 つ セ " 
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や S う 舞う) ふと そ さ し つや で“ 

時 臨 で 会 丸 に 昭 弱 し" 未 豆 せ 
1J ン ぐー ド K 倒 現 全 0 刺し じゃ 2” 町 
で し ゃ 45 ン 骨 で し っ Ss っ 稔 百 守 
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hn ユー 相 選 し 8" ( 了 ゴ ) 江 則 人 っ) 
て ieJmN ペ ー せ っ) 全 る やつ 全く で 
$ 紅 し っ や し 吐 喘 唱 選 むし ゃ 棚 幻 つ 
ァ ッ て ID へ や K 必 で ミ 史 机 S 多 錠 
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WSE 紙 は!Re 6 もい ロコ 会 し っ 
つ ^ や し し Non し し っ 尋 う り 軸 っ 
む ” 場 中 か 中 符 こ DFJNG し 尼 や 雪 
で で GS っ づつ" で 貢 時 MK 公 障 ン KO 
お SG し ” ホース G 東 お 公 臣 つ 能 
J 公 0 し を で し うっ h@ っ JO 芋 杉 団 呈 や 
食し セ つ " 工 ロ つ を ぐ Kn っ JQ 公 
ぶし っ nt っ J)。 ね 1J ン GE 秀 唱 Ke) 色 
し 選 公 ぐ 7 

虹 長 固 じ 6%S 窒 中 羽 悩 6 
公 ” 球 中 中 中 中 きい て ミケ し っ 旭 じ 
問 つ っ のり っ 心 昭 っ や 玖 放 ? 

票 臨 : 記 GODSNepGS 公 SS 公 例 
で CQS っ G も し っ 人 EE 濾 虹 つる 心 
っ) つ し っ 3207 つい 令 層 丸 選 穫 人 
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ぶ ,/g77707g 


二 N@ っ Ja っ 必 ” 下 周 林 叶 で 妃 J 
3 SNvQ ン 交 知 会 革 し っ ( 吉 ) ? 
ーー の ヒド ゴ 忌 喘 幅 っ 思 く し 尼 介 
中 移 激 つや 准 で あ つ 妨 公 で 

宗 店 : さく さき し る JOG 叫 了 下 公 で 
レ っ シュ J け 7 ホー くく W 竹 めで“ 
画 公 セ R 公 還っ つう 明 っ あつ 5 2J 
を で SQ べ 公 区 っ 人 MOG 公 SS2J” 2 っ 
っ QS ト JJ 所 レ 移し っ hG@ ュ J 還 あい 
つ ^ NTJS っ し 部 けり 国 で レ っ SS 公 
い 8 誠人 し "所 8*WO っ J” RYos 
下 万 で うっ 座っ S 科 つ 8 6 っ) 本 
っ や 6” し じゃ や” 所 則 ぐっ) 時 必 や し や 
Q い レレ を で で べ 醒 評 喉 や し や 帳 
落 33J 還 で 0 つ 。 6 で で G べ 尽 新 対 
紀 素 愉 やら 選 冒 ら ポ つや S” 壮 詠 畠 つ 刀 
ト J ュ っ) し 吾 町 東 居 他 *0G 的 ご や 放つ 
刀 つ ^ っ 民生 シレ 公 っ っ 選 避 り 下 人 
いし っ 、e っ ) 表 っ 


ト J で し ご の 上 L@ 慣 


ーー の し うっ % 紅 で na 寺 喧 っ 中 環 


毅 GIi ト リロ ー レ つ で 会” 環 慌 ハード 
の で eSYIIIIISXSE 

家臣 : 選 必 ン の っ し ゃ 公 S? ー 刀 mm 
相 つ し 136n_n 内 柚 だ つ | 工 四 ハモ 
さや 0 いり 還 っ 孝二 会 据 で 公選 
で 下 シン とき ン レー シン 制 豆 く mL で うっ や 
い 8 うう ユー ド 会 届 人 で” mn うっ 
QG 公 お む で 3 下 そ 和民 和 へ 症 っ 
Jp 紅 信じ っ 尋 う 昭 っ セ ” Q 軒 
る で っ J 岩 坦 会 概 で で そ に 会 NO 
3J 胃 いし っ あつ 2 し 3p^ NGQU 吐 
公 素 償 じ つ Q? うっ 4 幅 拒 ry 悩 つ 
Q で 生 唱 画 1) つ 刀 っ 心 会 っ GS 
ト J っ JI つつ 妃 会 5 ン い 公 
で 0 で 穫 っ て 弓 し つ ? 

下 者 で ポ 遇 英 也 亜 喘 由 会 普 英 忌 
陸 遇 つつ "4 條 財 せ ホー ペペ ャ て 6 貴 則 喘 
由 p 尽 責 敵 つつ や ? 選 2Q 全 人 べ で で 
*p 由 ロ 宮 丸和) は いっ し 玖 や で 玖 
位 つ Q さ で つ セ 公 で : 

加恋 : JOnQSS く し セ 公 で …… 日 環 公 
問い QFJG 福 @G の つの 〇 や ゼ ^ mm で 
いし 呈 嘘 下 選 GiING さ ーK も し” 
で で りう 下 っ ペー ド K 史 し %G し 下 公 


IFYW ご 科 つ mA0 一 ぐ ) Tadasuke Makino 


それ を 実現 し た ら 、 その 先 に いろ いろ な 道 が 開け る と 思う の で 


直近 の 目標 は 、 ダ ブル チャ ン ピ オ ン 


い 8 し しゃ? NSRINKK ト ミト トレ し 則 環 
公 純 6 や 全 0 丸 の 昭 うっ 選 "人 


On 門 周 球 呈 落 の 刺 JWOGWO 人 7 


+60 62J) 2 いつ TO……| ] 愉 刀 っ S 
民 し つ ? pnQtQ で 7” 融 3p 叶 マン 衣 
3Q っ っ )8 明 0 し っ p 公 。 入 公 < ぐつ 
っ いし 人 S や させ で っ うっ しゃ W で パ で 
Jp っ や 四 全 NGTJ ュ JDAO を 、S 
っ J 和 を NeG 公 | 邊 員 照り し うっ" 
ーー< ト 峠 入 へ 人 で エト ハ 塗 つ 
むつ 妨 全 "ホー ベス で 肖 団 MK 嫌い ミレル 
慌 避 震 き 3 いし も 公 で 

明世 : 世 つ いさ ミル し jp^ や トト T へ や 
和 を 懲 つ 選 K 季 と 机 ) い 8S 昭 っ 
つき ” ホー ベ @ 淡 国 MK せれ RA ドー 
へ へ や p セ 1J ン 現 全 DO 刺し ちゃ つ ^ 選 へ 
下 虹 ホー さく ぐー ド 人 公民 其 ぐし 光 賠 
べ 倒 っ つ ” 悪人 @ 餅 人 全 ぐー 蘭 証 公 公 
QS き っ うっ ン ム っ し 選 ち お neG し 。 うし や 多 
ご を っ 骨 し じゃ ? 8S87 hGI ト K 
て し ゼ て 回 PDp 相 0 し っ る ンド レ ” ト J6 
の つの OOG 琴 朋 公 尽 S レ し 6 て て 完 
n い 8 し v 只 慌 湖 結 SS 知 愉 全 向っ し 
で ? で し jp ペーK と シード に K や 上 ン 
SS 公 0 刀 つ 「 Se 本 仙人 販 揚 vn い 全 人 
SQGM pin で で うう や 人 上 ト で へ 心 釣 


地 人 し っ お や っ っ 坦 明 便 yiSGK/ 


SG や し $ 公 上 つ 尿 し セ " 
ーー ペー へ へ 心 I ト テー ュ コ J つ し 20 
や 避 人 蛇 杉本 っ 舞っ し っ 6 セ 公 で 
守 四 | 直 還 っ 叫 旧 や を で 男 し 
SG ふか ミエ へ UK へ 麗 喧 導 ? で 
伝 餅 陣 つつ SQ NG 上 ボ っ Q 2QS 班 
倒 醒 NeJ 本 y い G し ? 路上 国 せ て へ て 
3 お や 回 所 っ つ ^ 且 山 〇 や 8 如 個 で 二 色 で 


レレ っ Ne や を る っ し 会? さ ・ ド ル ハ 
Qi 普 還 ) 公 関取) 選 坦 人 @ 玲 N% ペ ー ド 
や p 才 じ 座 如 っ 屋 蓄 308 交 で 6 
ーー し 46” ロー325)) い し つや 心 公 で ・ 
長 臣 た ハ へ 必 公事 唄 つ し 立つ っ 守 選 ロ 
むさ で や 会” を や さ ヒ エー ゼ 部 G 搬 し 
セ ” で IJN ささ ふ ャ て ミ 寺本 蛇 な 
で 3 池 四 や で 具 忌 う つけ ロ エ ロー トト ベ て 
st@ 剖 4Kap 生 レン i@ ュ JinG し NS 
症 態 ) ら 心 会 誤 表 内 *@) 来 名 
し を で し っ 公 代 っ 1J? ペー 移し 
っ Io エー 公路 環 半 Sn 
桃 で きっ 6 もじ? 
ーー っ や 皿 選 G 立 窒 つ X へ 和 ふ トレ 
LC は 中 そこ へ AA つ 2Q7 の 弓 所 で 
Jpn6 ン っ シュ J 昭 っ 選 公 で 
立直 : SG っ JJ や 村 で きっ っ J 置 表 ロ 
8 レレ つや で "Non し SS っ うっ)" っ は J 
心 和 を で し 医 レ ュー に K め を で vie 撮 
全う っ G し し ” LQDSLQG 壮 つつ 倒 
人 S さ あむ 520^ pp やつ 刀 紀 J 攻 過 ) 
つ Q pnQtQ ペ 所 で で や 太っ さく ミ 
し 活 ycte で 生じ ゃ " 
臣 つ 掴め 東 さ し っ や 下田 映 由 会 
ーK 才 ひし っ te 敬 * 嘱 ビー 30G や 届 
居 地 3Q し も 公 で 
時 申 : っ ゼ 澤 基 け セン 拒 聡 つ し っ 
ip" 岩 忠 @I ル 舞 せ 過 っ し ゃ 会 ( 郭 ) 
性 は セ f1) っ っ J 四 SGP” 9” を 0 
RESKIIIGSNIIIUIN で YOASI さ VECIIIEEP EE で SE や | 
っ 心 隊 っ や 交 6 セ ? NTJS 層 で 午 
うっ 心 会 黒人 招 QOS っ し ゃ ? 
ーー し じ け ” 組 押 を トト で べく 
XX ト ポー" 

歯 : 悪 滴 態 | 一 ( 郭 ) 
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の の ーー 必 唱 環 ま で 貢 公 Q 回 
て N KJS り で S 横 陣 ぐ に 蘭 配 置く 
ペーK Tp し レ と マヒ 守 < く NHK は ト 
くさ] ( 咽 縮 “と - ヒマ ー、)” | 
S さ し ドーー 来 つ pn い | つっ TA や 
トー て G や っ)” 臣 世 ささ へ 上 ふさい K リ ロー 
臣 む G せ K て ロー 尺 臣 H 込 へ 抽 編 
局 (NINKーー の ) XX そり 人 時 
信 @ 〇 ロー ペ ホー いく nnI ト ユー ロ パ で ひ 紅 


画 tG 腸 店 ボー て で 「NIhK 山 | 会 振 
誠 や で 記さ NIhK し 選 S で で 5 
Sh 際 半 R16 テ セレ こく 受 の O つ 〇 の と O 
揚 Q い IihK の 司 恒 " Q 妥 に け せく 
こ ミ と へ Q 揚 編 pM@ ン SNIhKQ 
局 尼 全 殖 押し 如 っ "へ 尽く Q ト 
の G 路 二 講 肥 く hh 選 け 2J46 で 8 や 
GSG" DP 時 めく ロー へ 上 へ 胡 で 
HH へ へ 会 陣 @ 壮 不 唱 掛 惨 ve" 
NG の QNO の じ 棚 諸 つ や 記 忠 局 G 
舞 和 7 HANAA 更 陣 更 つつ NOD 誤 人 SN 
時 幸 全 っ で” 思 せ 交 田 枢 寺 謀 似 計 中 
h ふ ロ ロー ハリ や ゼ や ハ ペー ル つ 嘆 〇 
器 R 則 人 本 瑞 杉 辻 ペ " 誠 革 へ 人 


へ 聖光 唱 湯本 Ke ホー トト HAZAII KS 


[ 誠 攻 H へ AA@ 貞 絢 癌 で いし っ te 
S 公 し THAAASp で 屋上 っ ] 
っ J 還 っ” 毛細 や p 控 で レベ 操 せ て トマ てく 
ー っ つつ し レマン - ヒー マー リロ 稚 話 つ し っ うつ 
S? 郁 計 唱 音 人 S\@ の 枢 置 吾 尿 咽 り 守 
レロ ー ふ ホーKー ハ G 夢 つや 尾 
結 じ w%Q つ "KG を 量 ) 誕 下さ 款 し 
nH ホー へ mA 昌 層 で 会 Q。 皿 
つの 叩 睦 り 半 さ し っ と 較 和 op 輝 で me 
つや "っ 3 NG 苦 還 全 中 杭 し 所 
リマ く で 8TJJ し 蛋 0 レ きっ や で 生 7 
NN で し ゃ や と - ヒマ エー 朴 け せ 下 陀 G 
毅 沈 や 玖 で し 吐 財 和 詳 し っ 
WSS 尽 定 選 3 ご 結 半 50 握 ロ の 
時 還 ぶ て ロ 鯉 埋 つ お 明 組 選 電 CS 御前 
陣中 り つつ で 素 忠 っ は 軍記 
訓 隠 瑞 *① っ し っ ぃ @ っ ) っ? 
[性 Sh@ っ ) 誠 革 へ へ 昌 咽 公 
Ne 弾 4KN や る さっ し ゃ ゃ 3? 咽 4mG 態 G 
引 肌 講 "WW で ペ 式 の SN6 持 衣 男 咽 
和 を 泰 映 床 " 半 過 型 失 し せ 諾 師 緒 G 沢 
民 2J8J 隊 っ つっ? JAJNG 公 。 居 民 
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総合 結果 


ら 0 ら 1 も て ぎ KART 耐 久 フ ェ ス ティ バル “K-TAI" 


8 月 1 日 (日 ) 念 ツ イン リン ク も て ぎ (4.801m) 7 時 間 
人 @ 参 加 :95 人 台 念 完 走 :93 台 念 天 候 : 晴 れ 葵 コー ス : ド ライ 


順位 No. Class Team Engine Lap 
| 1 | 86 | 3 | カロ ー ラ 新 茨城 HeonKids 1 " | ヤマ ハ MX300RKC_| 134 

2 | 4 | 2 |ddd _  。 | スバ パル KX21 |133 
RF.AOYAMA 酒 パ ワー ズ 

TeamKRS-DAI&MKS > 
イワ ゾー・ ノ バレ ー シ ン グ 「 画 
の ” 問 MI に 、 中 有 
130 AN ン ] | [ Honda FinanC ぞ ど 
129 
70 
128 
0 = 
Lt] MX300RKC な ど を 積む クラ ス 3 赤地 に ーー 
字 ゼッケン 。 ピッ ト 滞 在 義務 時 間 は 6 分 ) だ っ た 。 NN 
3 ー 方 、 最多 エン トリ ー 人 台数 を 集め た の は ホン ダ | 計 葵 計 給 
GX270 や スバ ル KX21 な ど に よっ て 争わ れる クラ ご 
1 ス 2 ( 英 地 に 黒字 ゼッケン 。 ピット 滞在 時 間 は 5 
分 30 秒 ) 。 こ の ほか に ホン ダ GX200 や スバ ル 
EX21 な どの クラ ス 1 (白地 に 黒字 ゼッケン 。 ビ 
ッ ト 滞在 義務 時 間 は 5 分 ) と 電動 カー ト に よる ク 
| 2 |RISE 遊 心 products! 126 < 回 ( 青 地 に 白 字 ゼッケン 。 / ト 滞在 義務 時 
間 な し ) の 計 4 クラ ス が 設け られ た 。 
125 | 誠 
- 要 】 に っ 、、a 人 ム 本 田 技 術 研 究 所 ライ 
4 か は) 【、 革 リ フク リエ ーション セン ター 
ね すす ELe 。」) PUPG 開 発 室 に 所 属す る 
る | 」 4 人 」 杉村 健太 郎 チ uー フ エン ジ 
1 2 て ニア 。 か つて は 社内 の 同 
ey < 人 。 . 志 と [汎用 エン ジン の 勉 
ジン に 1 マテ 強 ][ レー ス の 面白 さ を 体 
| 2 |OREGARACING@GEN 55 1/ ノ 」 ゴ 』 験 する | こと を 目的 に 自 
に "= ム P'EU アー _ 党 上 2 ら ド ライ バー と し て 

314 が 1 Ne 1 K-TAI に 参戦 し て いた と 
122 | 議 還 十 還 半 っ 」 いう 。 今年 は 、9598 
ジン ーー- SI 号車 の 計 4 台 を 走ら せる 
38 his "SReKA の 。 | ' - クラ ブレ ー シ ン グ の 一 貞 

2 人 と し て 参加 し た 。 


gloe 避 | に lo18| ょ | 
N| コ |oo| さ が 


ー ユ 


〇 


ー ユ 


OTCOOIDINDINDIDTIN』 IN) Ns) IN) ー 詳 語 一 一 一 一 ーー ーー ーー 計 
ー| 〇 の |1O100 TO の 1 の | ト [9 いり) 1 呈 〇 〇 |OO て to)) 9 〇 IN) ーー 

|= 

下 |1O0 


の 1o1、|- IIN | に IN|-INIoloalolNlololg|ー|olISISIS | に IOIo 1 
61OITI ょ ITIOININIoloININ IoOIO lgINIoININIO Io に 陣 | ら 


ー ユ 


ee (9 
O) ^ 邊 101TID 
IN 中 |oolNloo | の 


| 2 | テク ン KX* モ CT レー シン グ 簡 た し て ん わ ホ て 絶 の 沖 足 の ト を は て ア 
emn Eoo uN 単 め て ` 彼 が れ | エ い 対 で で と 船 * つ G い ジ 
SeE FooBKS__ |YzuweGo5EKG_H vn な に いそ ら 現 て ルン ま に エレ し は と な X る ア 
5 “ 構 特 ま の は 地 い と ジ す 壊 お ン て 漁 い いて エ KG 
02 | 2 | ニシ み FaciogRechig |zywkkxe1 | 志 語ら 2 RON ラッ 
造 希 すう 偽 で る いい ンー れ 求 ジ 使 業 う だ た は 
| 69 | 2 IERORacng | ス Xkxet | く エエ ん 和 M 見 こん の な め ン わ や 木 だ ンジ と も 
i78| 3 |SrsS 。 。 swxeoomkc | tg な 具 だ で 道 た と ば メ 。 いや が れ 農 造 け ン え っ 
け な か 普 で 景 を ` ン > す 壊 て 作 の の に ば と 
れ ど ら 通 段 色 連 室 テ タ い れい 物 簡 , シ 人 
SO ば を ` に ボ ポ は 内 ナ フ 価 る ま の 素 口 ヤ 河 々 
320 | 2 | サイ バー フォ ー ミ ュ ラ ・ ユ ニオ ン セ イ バ ー な 必 メ オ | 直 す の ン さ 格 と す 運 な ン フ 有川 の 
本: 近 の 拓 生生 で 和 朱 、 激 前 ント の 生 
| 2 |Voice! & ガレ ー ジ 茶畑 スバ ル KX21 な と テバ パ を て が 業 や を あ Em 漁 な が テテ ら 活 
Les | 2 |rousounse 。 |xwkxet | いし ナ | 1 い ご 台 オ 求 り に 業 ど あ | プ い に 
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人 A 明 申 ( 脚 ) 田 の 〇 m の 


回 ARTA ボー ダーT シ ャ ツ (M サ イズ ) 2 名 様 
人 気 メ ー カ ーSCHOTT の 定番 モデ ル に ARTA の ロゴ が あし ら 
われ て いる 。 一 般 的 な サイ ズ よ り も 大 きめ に 作ら れ て いる の 
で 、 単 体 で ラフ に 着る スタ イル が お すす め ! 
提供 : 株 式 会 社 オ ー ト バッ クス セブ ン 

URL : https://artaracing.com/collections/all 


回 ARTA クー ルリ バー シブ ル マ ス ク ク 2 名 様 
息苦し さ を 低 減 す る 立体 的 な デザ イン で 、 吸水 速 乾性 、UV カ 
ッ ト 素 材 を 使用 し た 布製 マス ク 。 サ イド 部 分 に さり げ な く 
『ARTAl ロゴ が 入っ て いる 。 

提供 : 株 式 会 社 オ ー ト バッ クス セブ ン 

URL : https://artaracing.com/collections/all 


脇 阪 & 坂 東 監督 、 宮 田 & 牧 野 選手 、 桃 原 美奈 さん 

サイ ン 入 り 本 誌 (No.1557) 3 名 様 
ニコ ニコ 生放送 で 7/28 に 配信 し た 「 脇 阪 寿一 の SUPER 言 い 
た い 放 題 ] に ご 出演 の 豪華 4 名 の サイ ン が 入っ た オー トス ポ 
ー ツ 本 誌 。 ま た と な い レ アア イ テ ム ! 


回 スマ カメ レー シン グ 学習 帳 1 名 様 
2019 年 『 鈴 鹿 10HOURS」 スマ カメ レー シン グ 仕 様 の 、 こ 


エマ 一 革 和 テーSLd 党 


ーー 


く ご 学習 帳 。 表紙 まわ り に は ハッ キネ ン & 石 浦 選手 の 紹介 が 衣 ンス ま 8! チ ェ ン ク 
載っ て いる が 、 中 身 は 一 般 的 な 学習 ノー ト 。 に ンク の と 。 テー 
提供 : プラ ネッ クス スマ カメ レー シン グ ーーー ネー ーー 


ハガキ に 、 郵 便 番号 、 住 所 、 氏 名 、 年 齢 、 職 業 、 電 話 番号 を 明記 
し 、① 希 望 す る プレ ゼン ト の 番号 、② 今 号 で お も し ろか っ た 記事 と 
その 理由 、③ 今 号 で お も し ろく な か っ た 記事 と その 理由 、④ 好 き な 
カテ ゴリ ー、⑤ 好 き な ド ライ バー、⑥ オ ー ト スポ ー ツ へ の 要望 を お 
書き の うえ 、 下 記 ま で お 送り くだ さい 。 


オン ライ ン か ら の 応募 方 法 が 変わ り ま し た 


オン ライ ン 応 募 締切 :2021 年 9 月 2 日 ( 木 ) 

オン ライ ン 応 募 コ ー ド : |as1558」 

PC や スマ ー ト フォ ン か ら ご 応募 され る か た は 、 弊 社 が 運営 する 『 三 栄 ID] か ら お 願 
いい た し ます 。 掲載 の QR コー ド も し く は 下記 URL より アク セス いた だ け ま す 。 登録 
後 は サイ ト 内 の 指示 に 従っ て 必要 事項 を ご 記入 くだ さい 。 そ の 際 、 

ご 住所 等 は 正確 に ご 入力 いた だ きま す よ う ご 協 力 を お 願い いた し コー・ 

ます 。 I ロ Ex 当 ロ 


特集 
ィ 人 


2021 年 9 月 3 日 ( 金 ) (\ 消 有 交 


さき 京 | 問 合 澤 の m 准 Nih/ カ ーー ラー) | の 一 共 モ > メー | 当 潤 


EHHSV ハ メー ヾ Needt 深 訓 了 の 1 詳 吉 , 嘩 の ざ 言 古江 ミ テ 


近 浴 胃 普 3 畑 酒 コ の ー ラ ニー 


思 に FT 中 どー 

し v ! 0 和 5 ※ 応 募 ハ ガキ 、 オ ン ラ イン 応募 に よっ て お 預かり し た 各種 デー タ pHkk。 

枚 法 朗 包 160-8461 東京 都 新宿 区 新宿 6-27-30 は 、 今 後 の 計 困 作り へ の 活用 、 プ レ ゼ ント 発送 、 奈 社 和 行 物 の ご に 素 e5 
新宿 イー スト サイ ドス クエ ア 7F 案内 発送 以外 の 目的 に は 使用 いた し ませ ん 。 ロロ に に 


(株 ) 三栄 オー トス ポー ツ 編 集 部 「1558 号 プレ ゼン ト 」 係 


AS| 


スー パーGT で お な じみ の ARTA は 、 設 
立 21 年 と いう 歴史 ある レー シン グチ ー ム 。 
近年 は レー ス 活動 の み に と ど ま ら ず 、『 レ 
ー シ ン グ ス ポ ー ツ ブラ ンド 」 と し て の 地位 
を 確立 し て お り 、 レ ー ス と いう 限界 ギリ ギ 
リ の 世界 で 磨 か れ て きた 感性 が 存 分 に 活 
か され た スポ ー ツ ウェ ア や グッ ズ の 展開 に 
も 力 を 入れ て いる 。 

そん 泰 レー ニン シグ スポ ニーソ ツ ソフ ラン トド 
ARTA か ら 、 ま だ まだ 暑い 時 期 に 重宝 する 
アパ レル コレ クシ ョ ン が リリ ー ス され た 。「 チ 
ー ム アイ テム は 使え る 場 が 限ら れ そ うな の 
で 正直 悩む ……| と いう 方 に も オス ス メ し 
た い 、 普 段 使い が で きる アイ テム が そろ っ 
て いる 。 そ の 一 部 を ご 紹介 し よう 。 

野球 や サッ カー な ど 幅 広い ジャ ン ル の ア 
スリ ー ト に 向け た ウェ ア を 展開 する 「 ア ン 
ダー アー マー』 と コラ ボレー ショ ン し た サ 
ンダ ル 『UNDER ARMOUR ARTA 


INFORMATION 


イブ 後 や スポ ー ツ 後 の リ カバ リー サン ダル 
と し て も っ て こい 。 ス トラ ッ プ 表面 に アン 
ダー アー マー の 中 ヨ 、 側面 に ARTA の 品 ヨ 
が 配置 され て いる 。 

保温 ・ 保 冷 に 優れ た thermo mugl と 
の コラ ボ モ デル が [ARTA ミ ルク タン ク ( 水 
筒 )」 (\4.950) だ 。 表面 に 水滴 が つか 
な い 真 空 二 重 構 造 を 採用 し た 1.24? サ イズ 
モデ ル で 、 飲 み 物 だ け で な く 水 や スー プ を 
入れ て も OK。 持ち 運び に 便利 な ハン ドル 
が つい て お り 、 レ ー ス 観戦 や アウ トド ア な 
ど レ ジャ ー シ ー ン で 活躍 する こと 間違い な 
し の アイ テム と な っ て いる 。 

ARTA オ ン ラ イン ショ ッ プ で は 、 上 記 の 
プレ ゼン ト 提 供 商品 を 含む 、 ブ ラン ドイ メ 
ー ジ を 再現 し た シッ ク で スタ イリ ッシュ な 
多種 多様 な アイ テム を 扱っ て いる 。 女性 や 
子ども 向け 商品 も 充実 し て お り 、 新規 コレ 
クシ ョ ン も 随時 アッ プ デ ー ト され る の で ぜ 


CORE SLIDES」 (\3.565) は 、 曲 線 _ ひ チェ ッ ク し て みて ほし い 。 
的 な EVA フッ ト ベ ッ ド (イン ソー ル ) を 採 
用 。 抜群 の 履き 心地 だ 。 肌 に 触れ る スト 欠 ARTA 公 式 ブ ラン ドサ イト 


ラッ プ は 、 裏面 に 柔らか い ク ッ シ ョ ン が つ 
いた レザ ー 調 素材 と な っ て いる た め 、 ド ラ 


信 URL : https://artaracing.com 
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